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す
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第
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の
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に
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き
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同
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日
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日
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翌
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分
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三
恵
印
刷
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式
会
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定
価
　
一
箇
年
　
三
万
八
千
八
百
八
十
円
）

等
に
関
す
る
省
令
（
昭
和
三
十
八
年
農
林
省
令
第
五
号
）
第
七
十
条
第
一
号
に
掲
げ
る
中
型
ま
き
網
漁
業
に

つ
い
て
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分
県
漁
業
調
整
規
則
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和
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年
大
分
県
規
則
第
六
十
六
号
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一
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第
一
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各
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に
掲
げ

る
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項
に
関
す
る
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限
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又
は
起
業
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を
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の
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め
る
。
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中
型

ま
き

網
漁

業

番
号

制
　

限
　

措
　

置

申
請

期
間

漁
業

種
類

許
可

等
を

す
べ

き

船
舶

の
数

　
　

　

(R
２

.10.30現
在

の
許

可
実

績
数

)

船
舶

の

総
ト

ン
数

推
進

機
関

の
馬

力
数

操
業

区
域

漁
業

時
期

漁
業

を
営

む

者
の

資
格

1-1-1

い
わ

し
､あ

じ
､さ

ば

ま
き

網
漁

業

０
隻

（
５

隻
）

５
ト

ン
以

上

７
ト

ン
未

満

93キ
ロ

ワ
ッ

ト

以
下

　
杵

築
市

美
濃

崎
と

大
分

市
１

号
埋

立
地

北
東

端
角

と
を

結
ん

だ
線

以
西

の

海
域

。
た

だ
し

、
共

同
漁

業
権

の
漁

場
区

域
及

び
臨

海
工

業
土

地
造

成
に

伴

う
漁

業
補

償
区

域
を

除
く

。

９
月

１
日

か
ら

翌
年

の
４

月
19日

ま
で

杵
築

市
（

山
香

町
及

び
大

田
を

除
く

。
）

又
は

速
見

郡
日

出
町

に
住

所
を

有
す

る
者

定
め

な
し

1-1-2

い
わ

し
､あ

じ
､さ

ば

ま
き

網
漁

業

０
隻

（
３

隻
）

５
ト

ン
以

上

10ト
ン

未
満

定
め

な
し

　
大

分
市

関
崎

（
う

ち
を

ば
え

）
、

高
島

西
端

、
高

島
東

端
、

津
久

見
市

保

戸
島

高
甲

岩
灯

標
及

び
佐

伯
市

上
浦

蒲
戸

崎
を

順
次

に
結

ん
だ

線
以

西
の

海

域
で

あ
っ

て
、

次
の

イ
、

ロ
、

ハ
、

ニ
、

ホ
、

ヘ
、

ト
及

び
チ

の
各

点
を

順

次
に

結
ん

だ
線

以
内

の
海

域
、

リ
、

ヌ
、

ル
、

ヲ
、

ワ
、

カ
及

び
ヨ

の
各

点

を
順

次
に

結
ん

だ
線

以
内

の
海

域
、

タ
、

レ
、

ソ
及

び
ツ

の
各

点
を

順
次

に

結
ん

だ
線

以
内

の
海

域
並

び
に

ネ
、

ナ
、

ラ
、

ム
、

ウ
、

ノ
、

ク
、

ヤ
及

び

マ
の

各
点

を
順

次
に

結
ん

だ
線

以
内

の
海

域
を

除
い

た
大

分
県

海
域

イ
　

大
分

市
関

崎
（

う
ち

を
ば

え
）

ロ
　

同
市

高
島

西
端

ハ
　

同
市

蔦
島

東
端

ニ
　

同
市

蔦
島

東
端

と
臼

杵
市

板
知

屋
み

ち
が

鼻
と

を
結

ん
だ

線
と

同
市

殿
ヶ

ば
え

と
同

市
津

久
見

島
頂

上
と

を
結

ん
だ

線
と

の
交

点

ホ
　

殿
ヶ

ば
え

と
同

市
板

知
屋

天
神

鼻
と

を
結

ん
だ

線
と

同
市

中
津

浦
貝

来
鼻

と
同

市
坪

江
大

石
と

を
結

ん
だ

線
と

の
交

点

ヘ
　

貝
来

鼻
と

大
石

と
を

結
ん

だ
線

と
同

市
津

久
見

島
う

の
く

そ
ば

え
と

同
市

大
泊

観
音

崎
と

を
結

ん
だ

線
と

の
交

点

ト
　

津
久

見
島

う
の

く
そ

ば
え

チ
　

臼
杵

市
ヤ

ケ
ガ

鼻

リ
　

津
久

見
市

楠
屋

鼻
南

端

ヌ
　

同
市

黒
岩

頂
上

ル
　

同
市

黒
島

東
端

と
同

市
日

代
赤

崎
鼻

と
を

結
ん

だ
線

上
黒

島
東

端
か

ら
700メ

ー
ト

ル
の

点

ヲ
　

同
市

黒
島

畑
ヶ

尻
と

同
市

横
浦

鼻
と

を
結

ん
だ

線
上

黒
島

畑
ヶ

尻
か

ら
700メ

ー
ト

ル
の

点

ワ
　

横
浦

鼻
と

黒
島

畑
ヶ

尻
と

を
結

ん
だ

線
上

横
浦

鼻
か

ら
7
0
0
メ

ー
ト

ル
の

点

カ
　

横
浦

鼻
と

津
久

見
市

千
怒

崎
と

を
結

ん
だ

線
上

横
浦

鼻
か

ら
7
0
0
メ

１
月

１
日

か
ら

12月
31日

ま
で

臼
杵

市
（

野
津

町
を

除
く

。
）

に
住

所
を

有
す

る
者

定
め

な
し
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ー

ト
ル

の
点

ヨ
　

千
怒

崎

タ
　

津
久

見
市

四
浦

観
音

崎

レ
　

同
市

白
子

島
頂

上

ソ
　

同
市

貴
船

島
頂

上

ツ
　

同
市

赤
﨑

鼻

ネ
　

同
市

四
浦

高
井

鼻

ナ
　

同
市

高
井

島
頂

上

ラ
　

同
市

保
戸

島
頂

上

ム
　

保
戸

島
北

端

ウ
　

保
戸

島
高

甲
岩

ノ
　

高
甲

岩
と

津
久

見
市

と
佐

伯
市

と
の

最
大

高
潮

時
海

岸
線

に
お

け
る

境
界

点
と

を
結

ん
だ

線
と

保
戸

島
と

も
う

ち
ば

え
と

佐
伯

市
鶴

見
先

ノ

瀬
頂

上
と

を
結

ん
だ

線
と

の
交

点

ク
　

保
戸

島
と

も
う

ち
ば

え

ヤ
　

佐
伯

市
上

浦
蒲

戸
崎

か
ら

9
0
度

（
磁

針
方

位
）

1
,0

0
0
メ

ー
ト

ル
の

点

マ
　

蒲
戸

崎
　

1-1-3

い
わ

し
､あ

じ
､さ

ば

ま
き

網
漁

業

０
隻

（
６

隻
）

５
ト

ン
以

上

10ト
ン

未
満

定
め

な
し

　
大

分
市

関
崎

（
う

ち
を

ば
え

）
、

高
島

西
端

、
高

島
東

端
、

津
久

見
市

保

戸
島

高
甲

岩
灯

標
及

び
佐

伯
市

上
浦

蒲
戸

崎
を

順
次

に
結

ん
だ

線
以

西
の

海

域
で

あ
っ

て
、

次
の

イ
、

ロ
、

ハ
、

ニ
、

ホ
、

ヘ
、

ト
及

び
チ

の
各

点
を

順

次
に

結
ん

だ
線

以
内

の
海

域
、

リ
、

ヌ
、

ル
、

ヲ
、

ワ
、

カ
及

び
ヨ

の
各

点

を
順

次
に

結
ん

だ
線

以
内

の
海

域
、

タ
、

レ
、

ソ
及

び
ツ

の
各

点
を

順
次

に

結
ん

だ
線

以
内

の
海

域
並

び
に

ネ
、

ナ
、

ラ
、

ム
、

ウ
、

ノ
、

ク
、

ヤ
及

び

マ
の

各
点

を
順

次
に

結
ん

だ
線

以
内

の
海

域
を

除
い

た
大

分
県

海
域

イ
　

大
分

市
関

崎
（

う
ち

を
ば

え
）

ロ
　

同
市

高
島

西
端

ハ
　

同
市

蔦
島

東
端

ニ
　

同
市

蔦
島

東
端

と
臼

杵
市

板
知

屋
み

ち
が

鼻
と

を
結

ん
だ

線
と

同
市

殿
ヶ

ば
え

と
同

市
津

久
見

島
頂

上
と

を
結

ん
だ

線
と

の
交

点

ホ
　

殿
ヶ

ば
え

と
同

市
板

知
屋

天
神

鼻
と

を
結

ん
だ

線
と

同
市

中
津

浦
貝

来
鼻

と
同

市
坪

江
大

石
と

を
結

ん
だ

線
と

の
交

点

ヘ
　

貝
来

鼻
と

大
石

と
を

結
ん

だ
線

と
同

市
津

久
見

島
う

の
く

そ
ば

え
と

同
市

大
泊

観
音

崎
と

を
結

ん
だ

線
と

の
交

点

ト
　

津
久

見
島

う
の

く
そ

ば
え

チ
　

臼
杵

市
ヤ

ケ
ガ

鼻

リ
　

津
久

見
市

楠
屋

鼻
南

端

ヌ
　

同
市

黒
岩

頂
上

ル
　

同
市

黒
島

東
端

と
同

市
日

代
赤

崎
鼻

と
を

結
ん

だ
線

上
黒

島
東

端
か

１
月

１
日

か
ら

12月
31日

ま
で

津
久

見
市

（
大

字
保

戸
島

を
除

く
。

）
に

住
所

を
有

す
る

者

定
め

な
し
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ら

700メ
ー

ト
ル

の
点

ヲ
　

同
市

黒
島

畑
ヶ

尻
と

同
市

横
浦

鼻
と

を
結

ん
だ

線
上

黒
島

畑
ヶ

尻
か

ら
700メ

ー
ト

ル
の

点

ワ
　

横
浦

鼻
と

黒
島

畑
ヶ

尻
と

を
結

ん
だ

線
上

横
浦

鼻
か

ら
7
0
0
メ

ー
ト

ル
の

点

カ
　

横
浦

鼻
と

津
久

見
市

千
怒

崎
と

を
結

ん
だ

線
上

横
浦

鼻
か

ら
7
0
0
メ

ー
ト

ル
の

点

ヨ
　

千
怒

崎

タ
　

津
久

見
市

四
浦

観
音

崎

レ
　

同
市

白
子

島
頂

上

ソ
　

同
市

貴
船

島
頂

上

ツ
　

同
市

赤
﨑

鼻

ネ
　

同
市

四
浦

高
井

鼻

ナ
　

同
市

高
井

島
頂

上

ラ
　

同
市

保
戸

島
頂

上

ム
　

保
戸

島
北

端

ウ
　

保
戸

島
高

甲
岩

ノ
　

高
甲

岩
と

津
久

見
市

と
佐

伯
市

と
の

最
大

高
潮

時
海

岸
線

に
お

け
る

境
界

点
と

を
結

ん
だ

線
と

保
戸

島
と

も
う

ち
ば

え
と

佐
伯

市
鶴

見
先

ノ

瀬
頂

上
と

を
結

ん
だ

線
と

の
交

点

ク
　

保
戸

島
と

も
う

ち
ば

え

ヤ
　

佐
伯

市
上

浦
蒲

戸
崎

か
ら

9
0
度

（
磁

針
方

位
）

1
,0

0
0
メ

ー
ト

ル
の

点

マ
　

蒲
戸

崎
　

1-1-4

い
わ

し
､あ

じ
､さ

ば

ま
き

網
漁

業

０
隻

（
１

隻
）

５
ト

ン
以

上

10ト
ン

未
満

定
め

な
し

　
佐

伯
市

上
浦

蒲
戸

崎
、

同
市

鶴
見

高
手

島
頂

上
及

び
鶴

見
崎

を
順

次
に

結

ん
だ

線
以

西
の

海
域

で
あ

っ
て

、
次

の
イ

、
ロ

、
ハ

、
ニ

、
ホ

、
ヘ

、
ト

、

チ
、

リ
、

ヌ
、

ル
、

ヲ
、

ワ
、

カ
、

ヨ
、

タ
、

レ
、

ソ
、

ツ
、

ネ
、

ナ
及

び

ラ
の

各
点

を
順

次
に

結
ん

だ
線

以
内

の
海

域
を

除
い

た
大

分
県

海
域

イ
　

佐
伯

市
上

浦
蒲

戸
崎

ロ
　

蒲
戸

崎
か

ら
90度

（
磁

針
方

位
）

1,000メ
ー

ト
ル

の
点

ハ
　

蒲
戸

崎
か

ら
180度

（
磁

針
方

位
）

1,000メ
ー

ト
ル

の
点

ニ
　

同
市

上
浦

唐
船

鼻
と

同
市

竹
ヶ

島
と

を
結

ん
だ

線
上

唐
船

鼻
か

ら

1,000メ
ー

ト
ル

の
点

ホ
　

ニ
の

点
と

佐
伯

市
上

浦
平

浦
鼻

と
を

結
ん

だ
線

と
同

市
上

浦
と

同
市

大
字

二
栄

と
の

境
界

立
岩

か
ら

9
0
度

（
磁

針
方

位
）

1
,0

0
0
メ

ー
ト

ル

の
点

と
同

市
上

浦
中

瀬
と

を
結

ん
だ

線
と

の
交

点

ヘ
　

立
岩

か
ら

90度
（

磁
針

方
位

）
1,000メ

ー
ト

ル
の

点

ト
　

佐
伯

市
官

島
頂

上

チ
　

同
市

大
入

島
唐

船
鼻

１
月

１
日

か
ら

12月
31日

ま
で

佐
伯

市
（

弥
生

、
本

匠
、

宇
目

、
直

川
、

米
水

津
及

び
蒲

江
を

除
く

。
）

に
住

所
を

有
す

る
者

定
め

な
し



令
和
二
年
十
二
月
一
日

大
分
県
報
号
外

五

（
告
示
）

リ
　

同
市

片
白

島
頂

上

ヌ
　

同
市

と
う

ど
う

島
頂

上

ル
　

と
う

ど
う

島
頂

上
と

佐
伯

市
鼻

面
鼻

と
を

結
ん

だ
線

と
同

市
鶴

見
三

栗
島

頂
上

と
同

市
佐

伯
港

灯
台

と
を

結
ん

だ
線

と
の

交
点

ヲ
　

三
栗

島
頂

上

ワ
　

佐
伯

市
鶴

見
八

島
頂

上

カ
　

同
市

鶴
見

野
崎

鼻

ヨ
　

同
市

鶴
見

切
の

鼻

タ
　

同
市

鶴
見

白
崎

レ
　

同
市

鶴
見

矢
石

鼻

ソ
　

矢
石

鼻
と

同
市

鶴
見

合
の

瀬
と

を
結

ん
だ

線
と

同
市

鶴
見

羽
出

の
鼻

と
同

市
鶴

見
外

宇
土

島
頂

上
と

を
結

ん
だ

線
と

の
交

点
　

ツ
　

外
宇

土
島

頂
上

ネ
　

佐
伯

市
鶴

見
高

手
島

頂
上

ナ
　

同
市

鶴
見

先
ノ

瀬
頂

上

ラ
　

佐
伯

市
鶴

見
崎

1-1-6

い
わ

し
､あ

じ
､さ

ば

ま
き

網
漁

業

０
隻

（
１

隻
）

５
ト

ン
以

上

10ト
ン

未
満

定
め

な
し

　
共

第
44号

の
共

同
漁

業
権

の
漁

場
区

域
。

た
だ

し
、

次
の

イ
、

ロ
、

ハ
、

ニ
、

ホ
及

び
ヘ

の
各

点
を

順
次

に
結

ん
だ

線
以

内
の

海
域

を
除

く
。

イ
　

佐
伯

市
き

し
め

き
鼻

ロ
　

同
市

蒲
江

芹
崎

ハ
　

同
市

蒲
江

三
つ

子
島

南
端

ニ
　

同
市

蒲
江

屋
形

島
南

端
チ

ン
バ

チ
ば

え

ホ
　

佐
伯

市
蒲

江
名

護
屋

鼻

へ
　

大
分

県
と

宮
崎

県
と

の
最

大
高

潮
時

海
岸

線
に

お
け

る
境

界
点

　

１
月

１
日

か
ら

12月
31日

ま
で

佐
伯

市
蒲

江
大

字
畑

野
浦

又
は

大
字

楠
本

浦
に

住
所

を
有

す
る

者

定
め

な
し

1-1-7

い
わ

し
､あ

じ
､さ

ば

ま
き

網
漁

業

０
隻

（
１

隻
）

５
ト

ン
以

上

10ト
ン

未
満

定
め

な
し

　
佐

伯
市

蒲
江

芹
崎

か
ら

90度
（

磁
針

方
位

）
の

線
以

南
の

大
分

県
海

域
。

た
だ

し
、

次
の

イ
、

ロ
、

ハ
、

ニ
及

び
ホ

の
各

点
を

順
次

に
結

ん
だ

線
以

内

の
海

域
を

除
く

。

イ
　

佐
伯

市
蒲

江
芹

崎

ロ
　

同
市

蒲
江

三
つ

子
島

南
端

ハ
　

同
市

蒲
江

屋
形

島
南

端
チ

ン
バ

チ
ば

え

ニ
　

佐
伯

市
蒲

江
名

護
屋

鼻

ホ
　

大
分

県
と

宮
崎

県
と

の
最

大
高

潮
時

海
岸

線
に

お
け

る
境

界
点

１
月

１
日

か
ら

12月
31日

ま
で

佐
伯

市
蒲

江
大

字
蒲

江
浦

、
大

字
猪

串

浦
、

大
字

野
々

河
内

浦
、

大
字

森
崎

浦
、

大
字

丸
市

尾
浦

、
大

字
葛

原
浦

又
は

大
字

波
当

津
浦

に
住

所
を

有
す

る
者

定
め

な
し

1-1-8

い
わ

し
､あ

じ
､さ

ば

ま
き

網
漁

業

０
隻

（
３

隻
）

10ト
ン

以
上

15ト
ン

未
満

定
め

な
し

　
津

久
見

市
沖

無
垢

島
東

端
か

ら
90度

（
磁

針
方

位
）

の
線

及
び

そ
の

西
側

の
延

長
線

以
南

の
海

域
で

あ
っ

て
、

次
の

イ
、

ロ
、

ハ
、

ニ
、

ホ
、

ヘ
、

ト
、

チ
、

リ
、

ヌ
、

ル
、

ヲ
、

ワ
、

カ
、

ヨ
、

タ
、

レ
、

ソ
、

ツ
、

ネ
、

ナ
、

ラ
、

ム
、

ウ
、

ノ
、

ク
、

ヤ
、

マ
、

ケ
及

び
フ

の
各

点
を

順
次

に
結

ん

だ
線

以
内

の
海

域
を

除
い

た
大

分
県

海
域

イ
　

津
久

見
市

沖
無

垢
島

東
端

か
ら

2
7
0
度

（
磁

針
方

位
）

の
線

と
陸

岸

１
月

１
日

か
ら

12月
31日

ま
で

佐
伯

市
（

弥
生

、
本

匠
、

宇
目

、
直

川
、

米
水

津
及

び
蒲

江
を

除
く

。
）

に
住

所
を

有
す

る
者

定
め

な
し



令
和
二
年
十
二
月
一
日

大
分
県
報
号
外

六

（
告
示
）

　
と

の
交

点

ロ
　

同
市

沖
無

垢
島

東
端

ハ
　

同
市

保
戸

島
高

甲
岩

灯
標

ニ
　

佐
伯

市
上

浦
蒲

戸
崎

か
ら

9
0
度

（
磁

針
方

位
）

1
,0

0
0
メ

ー
ト

ル
の

点

ホ
　

蒲
戸

崎
か

ら
180度

（
磁

針
方

位
）

1,000メ
ー

ト
ル

の
点

ヘ
　

同
市

上
浦

唐
船

鼻
と

同
市

竹
ヶ

島
と

を
結

ん
だ

線
上

唐
船

鼻
か

ら

1,000メ
ー

ト
ル

の
点

ト
　

ヘ
の

点
と

佐
伯

市
上

浦
平

浦
鼻

と
を

結
ん

だ
線

と
同

市
上

浦
と

同
市

大
字

二
栄

と
の

境
界

立
岩

か
ら

9
0
度

（
磁

針
方

位
）

1
,0

0
0
メ

ー
ト

ル

の
点

と
同

市
上

浦
中

瀬
と

を
結

ん
だ

線
と

の
交

点

チ
　

立
岩

か
ら

90度
（

磁
針

方
位

）
1,000メ

ー
ト

ル
の

点

リ
　

佐
伯

市
官

島
頂

上

ヌ
　

同
市

大
入

島
唐

船
鼻

ル
　

同
市

片
白

島
頂

上

ヲ
　

同
市

と
う

ど
う

島
頂

上

ワ
　

と
う

ど
う

島
頂

上
と

佐
伯

市
鼻

面
鼻

と
を

結
ん

だ
線

と
同

市
鶴

見
三

栗
島

頂
上

と
同

市
佐

伯
港

灯
台

と
を

結
ん

だ
線

と
の

交
点

カ
　

三
栗

島
頂

上

ヨ
　

佐
伯

市
鶴

見
八

島
頂

上

タ
　

同
市

鶴
見

野
崎

鼻

レ
　

同
市

鶴
見

切
の

鼻

ソ
　

同
市

鶴
見

白
崎

ツ
　

同
市

鶴
見

矢
石

鼻

ネ
　

矢
石

鼻
と

同
市

鶴
見

合
の

瀬
と

を
結

ん
だ

線
と

同
市

鶴
見

羽
出

の
鼻

と
同

市
鶴

見
外

宇
土

島
頂

上
と

を
結

ん
だ

線
と

の
交

点

ナ
　

外
宇

土
島

頂
上

ラ
　

佐
伯

市
鶴

見
高

手
島

頂
上

ム
　

同
市

鶴
見

先
ノ

瀬
頂

上

ウ
　

佐
伯

市
鶴

見
崎

ノ
　

鶴
見

崎
か

ら
96度

（
磁

針
方

位
）

1,000メ
ー

ト
ル

の
点

ク
　

同
市

蒲
江

芹
崎

ヤ
　

同
市

深
島

東
端

か
ら

90度
（

磁
針

方
位

）
2,000メ

ー
ト

ル
の

点

マ
　

同
市

深
島

東
端

ケ
　

同
市

深
島

西
端

フ
　

大
分

県
と

宮
崎

県
と

の
最

大
高

潮
時

海
岸

線
に

お
け

る
境

界
点

1-1-9

い
わ

し
､あ

じ
､さ

ば

ま
き

網
漁

業

０
隻

（
１

隻
）

10ト
ン

以
上

15ト
ン

未
満

定
め

な
し

　
津

久
見

市
沖

無
垢

島
東

端
か

ら
90度

（
磁

針
方

位
）

の
線

及
び

そ
の

西
側

の
延

長
線

以
南

の
海

域
で

あ
っ

て
、

次
の

イ
、

ロ
、

ハ
、

ニ
、

ホ
、

ヘ
、

ト
、

チ
、

リ
、

ヌ
、

ル
、

ヲ
、

ワ
、

カ
及

び
ヨ

の
各

点
を

順
次

に
結

ん
だ

線

１
月

１
日

か
ら

12月
31日

ま
で

佐
伯

市
米

水
津

、
佐

伯
市

蒲
江

大
字

畑
野

浦
、

大
字

楠
本

浦
、

定
め

な
し



令
和
二
年
十
二
月
一
日

大
分
県
報
号
外

七

（
告
示
）

以
内

の
海

域
を

除
い

た
大

分
県

海
域

イ
　

津
久

見
市

沖
無

垢
島

東
端

か
ら

2
7
0
度

（
磁

針
方

位
）

の
線

と
陸

岸

と
の

交
点

ロ
　

同
市

沖
無

垢
島

東
端

ハ
　

同
市

保
戸

島
高

甲
岩

灯
標

ニ
　

佐
伯

市
上

浦
蒲

戸
崎

か
ら

9
0
度

（
磁

針
方

位
）

1
,0

0
0
メ

ー
ト

ル
の

点

ホ
　

同
市

鶴
見

大
島

先
ノ

瀬
頂

上

ヘ
　

同
市

鶴
見

崎
か

ら
96度

（
磁

針
方

位
）

1,000メ
ー

ト
ル

の
点

ト
　

鶴
見

崎

チ
　

同
市

米
水

津
横

島
北

端

リ
　

同
市

米
水

津
押

出
の

鼻

ヌ
　

佐
伯

市
き

し
め

き
鼻

ル
　

同
市

蒲
江

芹
崎

ヲ
　

同
市

蒲
江

深
島

東
端

か
ら

9
0
度

（
磁

針
方

位
）

2
,0

0
0
メ

ー
ト

ル
の

点

ワ
　

同
市

蒲
江

深
島

東
端

カ
　

同
市

蒲
江

深
島

西
端

ヨ
　

大
分

県
と

宮
崎

県
と

の
最

大
高

潮
時

海
岸

線
に

お
け

る
境

界
点

大
字

竹
野

浦
河

内
又

は
大

字
西

野
浦

に
住

所
を

有
す

る
者

1-1-10

い
わ

し
､あ

じ
､さ

ば

ま
き

網
漁

業

０
隻

（
１

隻
）

10ト
ン

以
上

15ト
ン

未
満

定
め

な
し

　
津

久
見

市
沖

無
垢

島
東

端
か

ら
90度

（
磁

針
方

位
）

の
線

及
び

そ
の

西
側

の
延

長
線

以
南

の
海

域
で

あ
っ

て
、

次
の

イ
、

ロ
、

ハ
、

ニ
、

ホ
、

ヘ
、

ト
、

チ
、

リ
、

ヌ
及

び
ル

の
各

点
を

順
次

に
結

ん
だ

線
以

内
の

海
域

を
除

い

た
大

分
県

海
域

イ
　

津
久

見
市

沖
無

垢
島

東
端

か
ら

2
7
0
度

（
磁

針
方

位
）

の
線

と
陸

岸

と
の

交
点

ロ
　

同
市

沖
無

垢
島

東
端

ハ
　

同
市

保
戸

島
高

甲
岩

灯
標

ニ
　

佐
伯

市
上

浦
蒲

戸
崎

か
ら

9
0
度

（
磁

針
方

位
）

1
,0

0
0
メ

ー
ト

ル
の

点

ホ
　

同
市

鶴
見

大
島

先
ノ

瀬
頂

上

ヘ
　

同
市

鶴
見

崎
か

ら
96度

（
磁

針
方

位
）

1,000メ
ー

ト
ル

の
点

ト
　

同
市

蒲
江

芹
崎

チ
　

同
市

蒲
江

三
つ

子
島

南
端

リ
　

同
市

蒲
江

屋
形

島
南

端
チ

ン
バ

チ
ば

え

ヌ
　

佐
伯

市
蒲

江
名

護
屋

鼻

ル
　

大
分

県
と

宮
崎

県
と

の
最

大
高

潮
時

海
岸

線
に

お
け

る
境

界
点

１
月

１
日

か
ら

12月
31日

ま
で

佐
伯

市
蒲

江
大

字
蒲

江
浦

、
大

字
猪

串

浦
、

大
字

野
々

河
内

浦
、

大
字

森
崎

浦
、

大
字

丸
市

尾
浦

、
大

字
葛

原
浦

又
は

大
字

波
当

津
浦

に
住

所
を

有
す

る
者

定
め

な
し

1-1-11

い
わ

し
､あ

じ
､さ

ば

ま
き

網
漁

業

０
隻

（
１

隻
）

10ト
ン

以
上

15ト
ン

未
満

定
め

な
し

　
佐

伯
市

鶴
見

崎
か

ら
96度

（
磁

針
方

位
）

の
線

以
南

の
海

域
で

あ
っ

て
、

次
の

イ
、

ロ
、

ハ
、

ニ
、

ホ
、

ヘ
及

び
ト

の
各

点
を

順
次

に
結

ん
だ

線
以

内

１
月

１
日

か
ら

12月
31日

ま
で

佐
伯

市
蒲

江
大

字
蒲

江
浦

又
は

大
字

猪
串

定
め

な
し



令
和
二
年
十
二
月
一
日

大
分
県
報
号
外

八

（
告
示
）

の
海

域
を

除
い

た
大

分
県

海
域

イ
　

佐
伯

市
鶴

見
崎

ロ
　

イ
か

ら
96度

（
磁

針
方

位
）

1,000メ
ー

ト
ル

の
点

ハ
　

佐
伯

市
蒲

江
芹

崎

ニ
　

同
市

三
つ

子
島

南
端

ホ
　

同
市

屋
形

島
東

南
端

チ
ン

バ
チ

ば
え

ヘ
　

同
市

名
護

屋
鼻

ト
　

大
分

県
と

宮
崎

県
と

の
最

大
高

潮
時

海
岸

線
に

お
け

る
境

界
点

浦
に

住
所

を
有

す
る

者

1-1-12

い
わ

し
､あ

じ
､さ

ば

ま
き

網
漁

業

０
隻

（
３

隻
）

15ト
ン

以
上

20ト
ン

未
満

定
め

な
し

　
津

久
見

市
沖

無
垢

島
東

端
か

ら
90度

（
磁

針
方

位
）

の
線

及
び

そ
の

西
側

の
延

長
線

以
南

の
海

域
で

あ
っ

て
、

次
の

イ
、

ロ
、

ハ
、

ニ
、

ホ
、

ヘ
、

ト
、

チ
、

リ
、

ヌ
及

び
ル

の
各

点
を

順
次

に
結

ん
だ

線
以

内
の

海
域

を
除

い

た
大

分
県

海
域

イ
　

津
久

見
市

沖
無

垢
島

東
端

か
ら

2
7
0
度

（
磁

針
方

位
）

の
線

と
陸

岸

と
の

交
点

ロ
　

同
市

沖
無

垢
島

東
端

ハ
　

同
市

保
戸

島
高

甲
岩

灯
標

ニ
　

佐
伯

市
上

浦
蒲

戸
崎

か
ら

9
0
度

（
磁

針
方

位
）

1
,0

0
0
メ

ー
ト

ル
の

点

ホ
　

同
市

鶴
見

大
島

先
ノ

瀬
頂

上

ヘ
　

同
市

鶴
見

崎
か

ら
96度

（
磁

針
方

位
）

1,000メ
ー

ト
ル

の
点

ト
　

同
市

蒲
江

芹
崎

チ
　

同
市

蒲
江

深
島

東
端

か
ら

9
0
度

（
磁

針
方

位
）

2
,0

0
0
メ

ー
ト

ル
の

点

リ
　

同
市

蒲
江

深
島

東
端

ヌ
　

同
市

蒲
江

深
島

西
端

ル
　

大
分

県
と

宮
崎

県
と

の
最

大
高

潮
時

海
岸

線
に

お
け

る
境

界
点

１
月

１
日

か
ら

12月
31日

ま
で

佐
伯

市
（

弥
生

、
本

匠
、

宇
目

及
び

直
川

を
除

く
。

）
に

住
所

を
有

す
る

者

定
め

な
し

備
考

　
１

　
「

番
号

」
と

は
、

大
分

県
知

事
許

可
漁

業
の

許
可

又
は

起
業

の
認

可
の

取
扱

い
方

針
（

令
和

２
年

12月
１

日
付

け
漁

管
第

966号
。

以
下

「
許

可
方

針
」

と
い

う
。

）
別

表
第

３
中

の
番

号
を

い
う

。

　
２

　
制

限
措

置
の

各
欄

の
「

定
め

な
し

」
と

は
、

当
該

許
可

漁
業

に
関

す
る

制
限

を
設

け
な

い
場

合
を

い
う

。
ま

た
、

申
請

期
間

の
欄

の
「

定
め

な
し

」
と

は
、

申
請

を
受

け
付

け
る

期
間

を
設

け
な

い
場

合
を

い
う

。

　
３

　
こ

の
告

示
に

係
る

許
可

の
有

効
期

間
は

、
平

成
30年

11月
１

日
か

ら
令

和
３

年
10月

31日
ま

で
と

す
る

。

　
４

　
こ

の
告

示
に

係
る

許
可

又
は

起
業

の
認

可
に

は
、

許
可

方
針

に
定

め
る

内
容

の
条

件
を

付
け

る
も

の
と

す
る

。



令
和
二
年
十
二
月
一
日

大
分
県
報
号
外

九

（
告
示
）

　
　
　
　
　
　
　

大
分
県
告
示
第
六
百
八
十
七
号

　
漁
業
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
二
百
六
十
七
号
）
第
五
十
八
条
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
同
法

第
四
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
及
び
同
項
の
規
定
を
実
施
す
る
た
め
、
漁
業
の
許
可
及
び
取
締
り

等
に
関
す
る
省
令
（
昭
和
三
十
八
年
農
林
省
令
第
五
号
）
第
七
十
条
第
二
号
に
掲
げ
る
小
型
機
船
底
び
き
網

漁
業
に
つ
い
て
、
大
分
県
漁
業
調
整
規
則
（
令
和
二
年
大
分
県
規
則
第
六
十
六
号
）
第
十
一
条
第
一
項
各
号

に
掲
げ
る
事
項
に
関
す
る
制
限
措
置
及
び
許
可
又
は
起
業
の
認
可
を
申
請
す
べ
き
期
間
を
次
の
よ
う
に
定
め

る
。

　
　
令
和
二
年
十
二
月
一
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
分
県
知
事
　
　
広
　
　
　
瀬
　
　
　
勝
　
　
　
貞



令
和
二
年
十
二
月
一
日

大
分
県
報
号
外

一
〇

（
告
示
）

小
型

機
船

底
び

き
網

漁
業

番
号

制
　

限
　

措
　

置

申
請

期
間

漁
業

種
類

許
可

等
を

す
べ

き

船
舶

の
数

　
　

　

(R
２

.10.30現
在

の
許

可
実

績
数

)

船
舶

の

総
ト

ン
数

推
進

機
関

の
馬

力
数

操
業

区
域

漁
業

時
期

漁
業

を
営

む

者
の

資
格

2-1-1

手
繰

第
２

種

こ
ぎ

網
漁

業

０
隻

（
82隻

）

５
ト

ン
未

満
48キ

ロ
ワ

ッ
ト

以
下

　
次

の
①

、
タ

、
ソ

、
ク

、
ケ

、
コ

、
サ

、
シ

、
ス

及
び

ナ
の

各
点

を
順

次

に
結

ん
だ

線
と

ナ
か

ら
ト

に
至

る
間

に
お

け
る

姫
島

の
最

大
高

潮
時

海
岸

線

か
ら

8
,0

0
0
メ

ー
ト

ル
の

距
離

の
線

並
び

に
ト

、
⑥

、
⑤

、
④

、
③

、
②

及

び
①

の
各

点
を

順
次

に
結

ん
だ

線
以

内
の

海
域

ク
　

福
岡

県
行

橋
市

蓑
島

頂
上

と
山

口
県

小
野

田
市

本
山

岬
南

端
と

を
結

ぶ
線

の
中

央
点

ケ
　

山
口

県
宇

部
市

丸
尾

崎
突

端
と

チ
の

点
を

結
ぶ

線
と

、
山

口
県

宇
部

市
大

字
沖

宇
部

旧
宇

部
岬

漁
港

防
波

堤
燈

台
跡

に
設

置
し

た
標

柱
と

大

分
県

宇
佐

市
長

洲
港

導
流

堤
燈

台
と

を
結

ぶ
線

と
の

交
点

コ
　

山
口

県
宇

部
市

丸
尾

崎
突

端
と

大
分

県
宇

佐
市

長
洲

港
導

流
堤

燈
台

と
を

結
ぶ

線
と

、
山

口
県

宇
部

市
大

字
沖

宇
部

旧
宇

部
岬

漁
港

防
波

堤

燈
台

跡
に

設
置

し
た

標
柱

と
大

分
県

東
国

東
郡

姫
島

村
三

ツ
石

鼻
西

端

と
を

結
ぶ

線
と

の
交

点

サ
　

山
口

県
防

府
市

タ
ズ

ノ
鼻

突
端

と
大

分
県

東
国

東
郡

姫
島

村
観

音
崎

突
端

と
を

結
ぶ

線
と

、
山

口
県

防
府

市
竜

宮
崎

突
端

と
大

分
県

国
東

市

国
見

町
琵

琶
崎

突
端

と
を

結
ぶ

線
と

の
交

点

シ
　

大
分

県
東

国
東

郡
姫

島
村

丸
石

鼻
突

端
と

山
口

県
光

市
杵

崎
突

端
と

を
結

ぶ
線

と
、

山
口

県
防

府
市

佐
波

島
頂

上
と

山
口

県
熊

毛
郡

上
関

町

小
祝

島
西

端
と

を
結

ぶ
線

と
の

交
点

ス
　

大
分

県
東

国
東

郡
姫

島
村

姫
島

燈
台

と
山

口
県

熊
毛

郡
上

関
町

小
祝

島
西

端
と

を
結

ぶ
線

と
、

山
口

県
光

市
杵

崎
突

端
と

大
分

県
国

東
市

国

東
町

富
来

港
燈

台
と

を
結

ぶ
線

と
の

交
点

ソ
　

山
口

県
宇

部
市

大
字

沖
宇

部
旧

宇
部

岬
漁

港
防

波
堤

燈
台

跡
に

設
置

し
た

標
柱

と
福

岡
県

豊
前

市
宇

島
港

燈
台

と
を

結
ぶ

線
と

、
福

岡
県

行

橋
市

蓑
島

頂
上

と
大

分
県

豊
後

高
田

市
見

目
長

崎
鼻

突
端

と
を

結
ぶ

線

と
の

交
点

タ
　

チ
の

点
か

ら
真

方
位

６
度

15分
の

線
と

、
福

岡
県

行
橋

市
蓑

島
頂

上

と
大

分
県

豊
後

高
田

市
見

目
長

崎
鼻

突
端

と
を

結
ぶ

線
と

の
交

点

チ
　

大
分

県
と

福
岡

県
と

の
最

大
高

潮
時

海
岸

線
に

お
け

る
境

界
点

ツ
　

山
口

県
宇

部
市

大
字

沖
宇

部
旧

宇
部

岬
漁

港
防

波
堤

燈
台

に
設

置
し

た
標

柱
と

大
分

県
国

東
市

国
見

町
琵

琶
崎

突
端

と
を

結
ぶ

線
と

、
山

口

１
月

１
日

か
ら

12月
31日

ま
で

中
津

市
（

三
光

、
本

耶
馬

渓
町

、
耶

馬
溪

町
及

び
山

国
町

を
除

く
。

）
、

宇
佐

市

（
安

心
院

町
及

び
院

内
町

を
除

く
。

）
又

は
豊

後
高

田
市

に
住

所
を

有
す

る
者

定
め

な
し



令
和
二
年
十
二
月
一
日

大
分
県
報
号
外

一
一

（
告
示
）

　
　

県
防

府
市

佐
波

島
頂

上
と

大
分

県
豊

後
高

田
市

高
田

港
燈

台
と

を
結

ぶ

　
　

線
と

の
交

点

テ
　

大
分

県
国

東
市

国
見

町
伊

美
崎

突
端

と
山

口
県

山
口

市
竹

島
頂

上
と

を
結

ぶ
線

と
、

大
分

県
宇

佐
市

豊
前

長
洲

港
導

流
堤

灯
台

と
山

口
県

防

府
市

野
島

南
端

と
を

結
ぶ

線
と

の
交

点

ト
　

大
分

県
東

国
東

郡
姫

島
の

最
大

高
潮

時
海

岸
線

か
ら

8
,0

0
0
メ

ー
ト

ル
の

距
離

の
線

と
、

ツ
の

点
と

テ
の

点
と

を
結

ぶ
線

の
延

長
線

と
の

交

点

ナ
　

大
分

県
東

国
東

郡
姫

島
の

最
大

高
潮

時
海

岸
線

か
ら

8
,0

0
0
メ

ー
ト

ル
の

距
離

の
線

と
、

同
県

東
国

東
郡

姫
島

村
姫

島
燈

台
と

山
口

県
熊

毛

郡
上

関
町

小
祝

島
西

端
と

を
結

ぶ
線

と
の

交
点

ニ
　

大
分

県
国

東
市

国
東

町
富

来
港

燈
台

ヌ
　

山
口

県
宇

部
市

旧
宇

部
港

赤
燈

台
と

チ
の

点
と

を
結

ぶ
線

の
中

央
点

ネ
　

チ
の

点
か

ら
真

方
位

６
度

15分
の

線
上

17,000メ
ー

ト
ル

の
点

①
　

チ
の

点
か

ら
真

方
位

６
度

15分
の

線
上

4,000メ
ー

ト
ル

の
点

②
　

中
津

市
と

宇
佐

市
と

の
最

大
高

潮
時

海
岸

線
に

お
け

る
境

界
点

か
ら

22度
（

磁
針

方
位

）
の

線
上

4,000メ
ー

ト
ル

の
点

③
　

豊
後

高
田

市
西

国
東

干
拓

第
２

工
区

北
東

端
か

ら
3
2
3
度

4
5
分

（
磁

針
方

位
）

の
線

上
1,600メ

ー
ト

ル
の

点

④
　

豊
後

高
田

市
臼

野
と

同
市

堅
来

と
の

最
大

高
潮

時
海

岸
線

に
お

け
る

境
界

点
か

ら
320度

（
磁

針
方

位
）

の
線

上
2,000メ

ー
ト

ル
の

点

⑤
　

豊
後

高
田

市
と

国
東

市
と

の
最

大
高

潮
時

海
岸

線
に

お
け

る
境

界
点

か
ら

350度
（

磁
針

方
位

）
の

線
上

3,000メ
ー

ト
ル

の
点

⑥
　

豊
後

高
田

市
と

国
東

市
と

の
最

大
高

潮
時

海
岸

線
に

お
け

る
境

界
点

か
ら

3
5
0
度

（
磁

針
方

位
）

の
線

と
ツ

の
点

と
テ

の
点

と
を

結
ん

だ
線

と
の

交
点

⑦
　

豊
後

高
田

市
臼

野
と

同
市

堅
来

と
の

最
大

高
潮

時
海

岸
線

に
お

け
る

境
界

点
か

ら
320度

（
磁

針
方

位
）

の
線

上
4,000メ

ー
ト

ル
の

点

⑧
　

豊
後

高
田

市
と

国
東

市
と

の
最

大
高

潮
時

海
岸

線
に

お
け

る
境

界
点

か
ら

350度
（

磁
針

方
位

）
の

線
上

6,000メ
ー

ト
ル

の
点

2-1-2

手
繰

第
２

種

こ
ぎ

網
漁

業

０
隻

（
107隻

）

５
ト

ン
未

満
4
8
キ

ロ
ワ

ッ
ト

以
下

　
国

東
市

国
東

町
黒

津
ノ

鼻
と

山
口

県
熊

毛
郡

上
関

町
八

島
南

端
と

を
結

ん

だ
線

と
大

分
市

関
崎

と
愛

媛
県

西
宇

和
郡

伊
方

町
佐

田
岬

と
を

結
ん

だ
線

と

の
間

の
海

域
で

あ
っ

て
、

次
の

⑴
及

び
⑵

の
海

域
を

除
い

た
大

分
県

海
域

⑴
　

国
東

市
国

東
町

黒
津

ノ
鼻

と
山

口
県

熊
毛

郡
上

関
町

八
島

南
端

と
を

結
ん

だ
線

と
国

東
市

安
岐

町
旧

安
岐

崎
灯

台
か

ら
90度

（
磁

針
方

位
）

の
線

と
の

間
に

お
け

る
国

東
市

の
最

大
高

潮
時

海
岸

線
か

ら
6
,0

0
0
メ

ー
ト

ル
の

距
離

の
線

以
内

の
海

域
　

⑵
　

次
の

イ
、

ロ
、

ハ
、

ニ
、

ホ
、

ヘ
及

び
ト

の
各

点
を

順
次

に
結

ん
だ

線
と

ト
か

ら
チ

に
至

る
間

に
お

け
る

杵
築

市
及

び
速

見
郡

日
出

町
の

最

１
月

１
日

か
ら

12月
31日

ま
で

国
東

市
、

東
国

東
郡

姫
島

村
、

杵
築

市

（
山

香
町

及
び

大
田

を
除

く
。

）
、

速
見

郡
日

出
町

、
別

府
市

又
は

大
分

市
（

旧
大

分
郡

野
津

原
町

の
区

域
並

び
に

大
字

佐
賀

関
、

大
字

白
木

及
び

定
め

な
し



令
和
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）

　
大

高
潮

時
海

岸
線

か
ら

2
,0

0
0
メ

ー
ト

ル
の

距
離

の
線

並
び

に
チ

、

　
リ

、
ヌ

、
ル

及
び

ヲ
の

各
点

を
順

次
に

結
ん

だ
線

以
内

の
海

域

イ
　

国
東

市
安

岐
町

旧
安

岐
崎

灯
台

ロ
　

旧
安

岐
崎

灯
台

か
ら

9
0
度

（
磁

針
方

位
）

の
線

上
6
,0

0
0
メ

ー
ト

ル

の
点

ハ
　

杵
築

市
美

濃
崎

と
大

分
市

関
崎

と
を

結
ん

だ
線

上
美

濃
崎

か
ら

3,000メ
ー

ト
ル

の
点

ニ
　

美
濃

崎
と

大
分

市
青

崎
鼻

と
を

結
ん

だ
線

上
美

濃
崎

か
ら

1
,0

0
0
メ

ー
ト

ル
の

点

ホ
　

杵
築

市
守

江
灯

台
と

大
分

市
青

崎
鼻

と
を

結
ん

だ
線

上
守

江
灯

台
か

ら
1,000メ

ー
ト

ル
の

点

ヘ
　

杵
築

市
権

現
鼻

と
美

濃
崎

と
を

結
ん

だ
線

上
権

現
鼻

か
ら

1
,0

0
0
メ

ー
ト

ル
の

点

ト
　

杵
築

市
加

貫
鼻

と
大

分
市

関
崎

と
を

結
ん

だ
線

上
加

貫
鼻

か
ら

2,000メ
ー

ト
ル

の
点

チ
　

日
出

町
大

神
大

崎
鼻

と
大

分
市

大
分

川
河

口
右

岸
と

を
結

ん
だ

線
上

大
崎

鼻
か

ら
2,000メ

ー
ト

ル
の

点

リ
　

日
出

町
大

神
大

崎
鼻

と
大

分
市

大
分

川
河

口
右

岸
と

を
結

ん
だ

線
と

　
大

分
市

高
崎

山
頂

上
と

北
緯

3
3
度

1
9
.9

分
・

東
経

1
3
1
度

4
6
.8

9
5
0
分

　
（

旧
別

府
湾

第
２

号
灯

浮
標

）
の

点
と

を
結

ん
だ

線
と

の
交

点

ヌ
　

北
緯

3
3
度

1
9
.9

分
・

東
経

1
3
1
度

4
6
.8

9
5
0
分

（
旧

別
府

湾
第

２
号

灯

浮
標

）
の

点

ル
　

愛
媛

県
西

宇
和

郡
伊

方
町

佐
田

岬

ヲ
　

大
分

市
関

崎

大
字

一
尺

屋
を

除

く
。

）
に

住
所

を
有

す
る

者

2-1-3

手
繰

第
２

種

こ
ぎ

網
漁

業

０
隻

（
１

隻
）

３
ト

ン
未

満
4
8
キ

ロ
ワ

ッ
ト

以
下

　
大

分
市

関
崎

と
愛

媛
県

西
宇

和
郡

伊
方

町
佐

田
岬

と
を

結
ん

だ
線

と
津

久

見
市

と
佐

伯
市

上
浦

と
の

最
大

高
潮

時
海

岸
線

に
お

け
る

境
界

点
か

ら
90度

（
磁

針
方

位
）

の
線

と
の

間
の

大
分

県
海

域

９
月

１
日

か
ら

翌
年

の
６

月
3
0
日

ま
で

大
分

市
（

大
字

佐
賀

関
、

大
字

白
木

及
び

大
字

一
尺

屋
に

限

る
。

）
又

は
津

久
見

市
（

大
字

保
戸

島
を

除
く

。
）

に
住

所
を

有
す

る
者

定
め

な
し

2-1-4

手
繰

第
２

種

こ
ぎ

網
漁

業

０
隻

（
16隻

）

３
ト

ン
未

満
4
8
キ

ロ
ワ

ッ
ト

以
下

　
大

分
市

関
崎

と
愛

媛
県

西
宇

和
郡

伊
方

町
佐

田
岬

と
を

結
ん

だ
線

と
津

久

見
市

と
佐

伯
市

上
浦

と
の

最
大

高
潮

時
海

岸
線

に
お

け
る

境
界

点
か

ら
90度

（
磁

針
方

位
）

の
線

と
の

間
の

大
分

県
海

域

９
月

１
日

か
ら

翌
年

の
６

月
3
0
日

ま
で

臼
杵

市
（

野
津

町
を

除
く

。
）

に
住

所
を

有
す

る
者

定
め

な
し

2-1-5

手
繰

第
２

種

こ
ぎ

網
漁

業

０
隻

（
30隻

）

５
ト

ン
未

満
4
8
キ

ロ
ワ

ッ
ト

以
下

　
津

久
見

市
と

佐
伯

市
と

の
最

大
高

潮
時

海
岸

線
に

お
け

る
境

界
点

か
ら

90

度
（

磁
針

方
位

）
の

線
と

佐
伯

市
蒲

江
深

島
頂

上
か

ら
90度

（
磁

針
方

位
）

の
線

と
の

間
の

海
域

で
あ

っ
て

、
次

の
イ

、
ロ

、
ハ

、
ニ

、
ホ

、
ヘ

、
ト

及

び
チ

の
各

点
を

順
次

に
結

ん
だ

線
以

内
の

海
域

並
び

に
次

の
リ

、
ヌ

、
ル

、

１
月

１
日

か
ら

12月
31日

ま
で

佐
伯

市
（

弥
生

、
本

匠
、

宇
目

、
直

川
及

び
蒲

江
を

除
く

。
）

に
住

所
を

有
す

る
者

定
め

な
し
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ヲ
、

ワ
、

カ
、

ヨ
、

タ
及

び
レ

の
各

点
を

順
次

に
結

ん
だ

線
以

内
の

海
域

を

除
い

た
大

分
県

海
域

イ
　

津
久

見
市

と
佐

伯
市

と
の

最
大

高
潮

時
海

岸
線

に
お

け
る

境
界

点

ロ
　

イ
の

点
か

ら
90度

（
磁

針
方

位
）

の
線

と
津

久
見

市
保

戸
島

高
甲

岩

と
佐

伯
市

上
浦

蒲
戸

埼
と

を
結

ん
だ

線
と

の
交

点

ハ
　

蒲
戸

埼

ニ
　

佐
伯

市
大

入
島

唐
船

鼻

ホ
　

唐
船

鼻
と

佐
伯

市
鶴

見
白

埼
と

を
結

ん
だ

線
と

同
市

鶴
見

野
崎

鼻
と

佐
伯

市
竹

ヶ
島

頂
上

と
を

結
ん

だ
線

と
の

交
点

ヘ
　

野
崎

鼻

ト
　

佐
伯

市
鶴

見
切

ノ
鼻

う
ど

の
口

チ
　

同
市

鶴
見

白
埼

リ
　

佐
伯

市
鶴

見
宇

土
鼻

ヌ
　

宇
土

鼻
と

津
久

見
市

保
戸

島
高

甲
岩

と
を

結
ん

だ
線

と
佐

伯
市

鶴
見

白
埼

と
同

市
鶴

見
高

手
島

頂
上

と
を

結
ん

だ
線

と
の

交
点

ル
　

高
手

島
頂

上

ヲ
　

佐
伯

市
鶴

見
先

ノ
瀬

頂
上

ワ
　

佐
伯

市
鶴

御
埼

カ
　

同
市

蒲
江

芹
埼

ヨ
　

同
市

蒲
江

深
島

東
端

タ
　

同
市

蒲
江

深
島

西
端

レ
　

大
分

県
と

宮
崎

県
と

の
最

大
高

潮
時

海
岸

線
に

よ
る

境
界

点

2-1-6

手
繰

第
２

種

こ
ぎ

網
漁

業

０
隻

（
10隻

）

５
ト

ン
未

満
4
8
キ

ロ
ワ

ッ
ト

以
下

　
津

久
見

市
と

佐
伯

市
と

の
最

大
高

潮
時

海
岸

線
に

お
け

る
境

界
点

か
ら

90

度
（

磁
針

方
位

）
の

線
と

佐
伯

市
蒲

江
深

島
頂

上
か

ら
90度

（
磁

針
方

位
）

の
線

と
の

間
の

海
域

で
あ

っ
て

、
次

の
イ

、
ロ

、
ハ

、
ニ

、
ホ

、
ヘ

、
ト

及

び
チ

の
各

点
を

順
次

に
結

ん
だ

線
以

内
の

海
域

並
び

に
次

の
リ

、
ヌ

、
ル

、

ヲ
、

ワ
、

カ
、

ヨ
、

タ
及

び
レ

の
各

点
を

順
次

に
結

ん
だ

線
以

内
の

海
域

を

除
い

た
大

分
県

海
域

イ
　

津
久

見
市

と
佐

伯
市

と
の

最
大

高
潮

時
海

岸
線

に
お

け
る

境
界

点

ロ
　

イ
の

点
か

ら
90度

（
磁

針
方

位
）

の
線

と
津

久
見

市
保

戸
島

高
甲

岩

と
佐

伯
市

上
浦

蒲
戸

埼
と

を
結

ん
だ

線
と

の
交

点

ハ
　

蒲
戸

埼

ニ
　

佐
伯

市
大

入
島

唐
船

鼻

ホ
　

唐
船

鼻
と

佐
伯

市
鶴

見
白

埼
と

を
結

ん
だ

線
と

同
市

鶴
見

野
崎

鼻
と

佐
伯

市
竹

ヶ
島

頂
上

と
を

結
ん

だ
線

と
の

交
点

ヘ
　

野
崎

鼻

ト
　

佐
伯

市
鶴

見
切

ノ
鼻

う
ど

の
口

チ
　

同
市

鶴
見

白
埼

リ
　

佐
伯

市
鶴

見
宇

土
鼻

１
月

１
日

か
ら

12月
31日

ま
で

佐
伯

市
蒲

江
に

住
所

を
有

す
る

者

定
め

な
し
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ヌ
　

宇
土

鼻
と

津
久

見
市

保
戸

島
高

甲
岩

と
を

結
ん

だ
線

と
佐

伯
市

鶴
見

白
埼

と
同

市
鶴

見
高

手
島

頂
上

と
を

結
ん

だ
線

と
の

交
点

ル
　

高
手

島
頂

上

ヲ
　

佐
伯

市
鶴

見
先

ノ
瀬

頂
上

ワ
　

佐
伯

市
鶴

御
埼

カ
　

同
市

蒲
江

芹
埼

ヨ
　

同
市

蒲
江

深
島

東
端

タ
　

同
市

蒲
江

深
島

西
端

レ
　

大
分

県
と

宮
崎

県
と

の
最

大
高

潮
時

海
岸

線
に

よ
る

境
界

点

2-2-2

手
繰

第
３

種

貝
け

た
網

漁
業

(大
分

県
専

管
海

域
)

０
隻

（
75隻

）

５
ト

ン
未

満
4
8
キ

ロ
ワ

ッ
ト

以
下

　
次

の
イ

、
ロ

、
ハ

、
ニ

及
び

ホ
の

各
点

を
順

次
に

結
ん

だ
線

並
び

に
ホ

か

ら
イ

に
至

る
最

大
高

潮
時

海
岸

線
か

ら
5
,0

0
0
メ

ー
ト

ル
の

距
離

の
線

に
よ

っ
て

囲
ま

れ
た

海
域

イ
　

大
分

県
と

福
岡

県
と

の
最

大
高

潮
時

海
岸

線
に

お
け

る
境

界
点

か
ら

18度
（

真
方

位
）

5,000メ
ー

ト
ル

の
点

ロ
　

同
上

11度
45分

（
真

方
位

）
12,300メ

ー
ト

ル
の

点

ハ
　

豊
後

高
田

市
と

国
東

市
と

の
最

大
高

潮
時

海
岸

線
に

お
け

る
境

界
点

か
ら

339度
30分

（
真

方
位

）
10,000メ

ー
ト

ル
の

点

ニ
　

豊
後

高
田

市
と

国
東

市
と

の
最

大
高

潮
時

海
岸

線
に

お
け

る
境

界
点

か
ら

335度
（

真
方

位
）

7,000メ
ー

ト
ル

の
点

ホ
　

豊
後

高
田

市
香

々
地

松
津

ミ
チ

ズ
カ

西
端

か
ら

3
0
8
度

（
真

方
位

）

5,000メ
ー

ト
ル

の
点

10月
８

日
か

ら

11月
９

日
ま

で

中
津

市
（

三
光

、
本

耶
馬

渓
町

、
耶

馬
溪

町
及

び
山

国
町

を
除

く
。

）
、

宇
佐

市

（
安

心
院

町
及

び
院

内
町

を
除

く
。

）
又

は
豊

後
高

田
市

に
住

所
を

有
す

る
者

で
あ

っ
て

、
手

繰
第

２
種

こ
ぎ

網
漁

業
の

許
可

を
有

す
る

者

定
め

な
し

2-2-3

手
繰

第
３

種

貝
け

た
網

漁
業

(三
県

共
通

海
域

)

０
隻

（
76隻

）

５
ト

ン
未

満
4
8
キ

ロ
ワ

ッ
ト

以
下

　
次

の
①

、
タ

、
ソ

、
ク

、
ケ

、
コ

、
サ

、
シ

、
ス

及
び

ナ
の

各
点

を
順

次

に
結

ん
だ

線
と

ナ
か

ら
ト

に
至

る
間

に
お

い
て

は
姫

島
の

最
大

高
潮

時
海

岸

線
か

ら
8
,0

0
0
メ

ー
ト

ル
の

距
離

の
線

並
び

に
ト

、
④

、
③

、
②

及
び

①
の

各
点

を
順

次
に

結
ん

だ
線

以
内

の
海

域

ク
　

福
岡

県
行

橋
市

蓑
島

頂
上

と
山

口
県

山
陽

小
野

田
市

大
字

小
野

田
本

山
岬

南
端

と
を

結
ぶ

線
の

中
央

点

ケ
　

山
口

県
宇

部
市

大
字

東
岐

波
丸

尾
崎

突
東

端
と

チ
の

点
を

結
ぶ

線

　
と

、
山

口
県

宇
部

市
旧

宇
部

岬
漁

港
西

防
波

堤
燈

柱
跡

に
設

置
し

た
標

柱
と

大
分

県
宇

佐
市

長
洲

漁
港

導
流

堤
灯

台
と

を
結

ぶ
線

と
の

交
点

コ
　

山
口

県
宇

部
市

大
字

東
岐

波
丸

尾
崎

東
端

と
大

分
県

宇
佐

市
長

洲
漁

港
導

流
堤

灯
台

と
を

結
ぶ

線
と

、
山

口
県

宇
部

市
旧

宇
部

岬
漁

港
西

防

波
堤

燈
柱

跡
に

設
置

し
た

標
柱

と
大

分
県

東
国

東
郡

姫
島

村
三

ツ
石

鼻

西
端

と
を

結
ぶ

線
と

の
交

点

サ
　

山
口

県
防

府
市

向
島

タ
ズ

ノ
鼻

突
端

と
大

分
県

東
国

東
郡

姫
島

村
観

音
埼

突
端

と
を

結
ぶ

線
と

、
山

口
県

防
府

市
大

字
江

泊
竜

ヶ
崎

突
端

と

大
分

県
国

東
市

国
見

町
竹

田
津

琵
琶

崎
突

端
と

を
結

ぶ
線

と
の

交
点

シ
　

大
分

県
東

国
東

郡
姫

島
村

丸
石

鼻
突

端
と

山
口

県
光

市
大

字
室

積
村

1
1
月

1
0
日

か
ら

翌
年

の
４

月
19日

ま
で

。
た

だ
し

、

①
、

タ
、

ソ
、

ク
、

ケ
、

コ
、

サ
、

ヌ
、

ネ
、

ツ
、

④
、

③
、

②

及
び

①
の

各
点

を

順
次

に
結

ん
だ

線

に
よ

っ
て

囲
ま

れ

た
海

域
に

あ
っ

て

は
、

11月
10日

か

ら
翌

年
の

３
月

18

日
ま

で
と

す
る

。

中
津

市
（

三
光

、
本

耶
馬

渓
町

、
耶

馬
溪

町
及

び
山

国
町

を
除

く
。

）
、

宇
佐

市

（
安

心
院

町
及

び
院

内
町

を
除

く
。

）
又

は
豊

後
高

田
市

に
住

所
を

有
す

る
者

で
あ

っ
て

、
手

繰
第

２
種

こ
ぎ

網
漁

業
の

許
可

を
有

す
る

者

定
め

な
し
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杵

崎
西

端
と

を
結

ぶ
線

と
、

山
口

県
防

府
市

佐
波

島
頂

上
と

山
口

県
熊

毛
郡

上
関

町
小

祝
島

西
端

と
を

結
ぶ

線
と

の
交

点

ス
　

大
分

県
東

国
東

郡
姫

島
村

姫
島

灯
台

と
山

口
県

熊
毛

郡
上

関
町

小
祝

島
西

端
と

を
結

ぶ
線

と
、

山
口

県
光

市
大

字
室

積
村

杵
崎

西
端

と
大

分

県
国

東
市

国
東

港
富

来
地

区
北

防
波

堤
旧

灯
台

跡
と

を
結

ぶ
線

と
の

交

点

ソ
　

山
口

県
宇

部
市

旧
宇

部
岬

漁
港

西
防

波
堤

燈
柱

跡
に

設
置

し
た

標
柱

と
福

岡
県

豊
前

市
宇

島
港

西
３

号
防

波
堤

灯
台

と
を

結
ぶ

線
と

、
福

岡

県
行

橋
市

蓑
島

頂
上

と
大

分
県

豊
後

高
田

市
見

目
長

崎
鼻

突
端

と
を

結

ぶ
線

と
の

交
点

タ
　

チ
の

点
か

ら
真

方
位

６
度

15分
の

線
と

、
福

岡
県

行
橋

市
蓑

島
頂

上

と
大

分
県

豊
後

高
田

市
見

目
長

崎
鼻

突
端

と
を

結
ぶ

線
と

の
交

点

チ
　

大
分

県
中

津
市

小
祝

漁
港

の
旧

突
堤

の
先

端
（

灯
台

跡
）

に
設

置
し

た
標

識
か

ら
真

方
位

296度
20分

80メ
ー

ト
ル

の
点

ツ
　

山
口

県
宇

部
市

旧
宇

部
岬

漁
港

西
防

波
堤

燈
柱

跡
に

設
置

し
た

標
柱

と
大

分
県

国
東

市
国

見
町

竹
田

津
琵

琶
崎

突
端

と
を

結
ぶ

線
と

、
山

口

県
防

府
市

佐
波

島
頂

上
と

大
分

県
豊

後
高

田
市

豊
後

高
田

港
導

流
堤

灯

台
と

を
結

ぶ
線

と
の

交
点

テ
　

大
分

県
国

東
市

国
見

町
伊

美
権

現
崎

突
端

と
山

口
県

山
口

市
竹

島
頂

上
と

を
結

ぶ
線

と
、

大
分

県
宇

佐
市

長
洲

漁
港

導
流

堤
灯

台
と

山
口

県

防
府

市
野

島
南

端
と

を
結

ぶ
線

と
の

交
点

ト
　

大
分

県
東

国
東

郡
姫

島
の

最
大

高
潮

時
海

岸
線

か
ら

8
,0

0
0
メ

ー
ト

ル
の

距
離

の
線

と
、

ツ
の

点
と

テ
の

点
と

を
結

ぶ
線

の
延

長
線

と
の

交

点

ナ
　

大
分

県
東

国
東

郡
姫

島
の

最
大

高
潮

時
海

岸
線

か
ら

8
,0

0
0
メ

ー
ト

ル
の

距
離

の
線

と
、

同
県

東
国

東
郡

姫
島

村
姫

島
灯

台
と

山
口

県
熊

毛

郡
上

関
町

小
祝

島
西

端
と

を
結

ぶ
線

と
の

交
点

ヌ
　

山
口

県
宇

部
市

旧
宇

部
港

赤
灯

台
（

北
緯

3
3
度

5
6
分

1
2
秒

、
東

経

131度
13分

57秒
）

と
チ

の
点

と
を

結
ぶ

線
の

中
央

点

ネ
　

チ
の

点
か

ら
真

方
位

６
度

15分
の

線
上

チ
の

点
か

ら
17,000メ

ー
ト

　
ル

の
点

①
　

チ
の

点
か

ら
真

方
位

６
度

1
5
分

の
線

上
チ

の
点

か
ら

6
,0

0
0
メ

ー
ト

ル
の

点

②
　

大
分

県
豊

後
高

田
市

西
国

東
干

拓
第

２
工

区
北

東
端

か
ら

磁
針

方
位

323度
45分

の
線

上
6,600メ

ー
ト

ル
の

点

③
　

大
分

県
豊

後
高

田
市

と
同

県
国

東
市

と
の

最
大

高
潮

時
海

岸
線

に
お

け
る

境
界

点
か

ら
350度

の
線

上
6,940メ

ー
ト

ル
の

点

④
　

大
分

県
豊

後
高

田
市

と
同

県
国

東
市

と
の

最
大

高
潮

時
海

岸
線

に
お

け
る

境
界

点
か

ら
350度

の
線

と
、

ツ
の

点
と

テ
の

点
と

を
結

ぶ
線

と
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の

交
点

2-3-2

手
繰

第
２

種

自
家

用
餌

料
び

き
網

漁
業

定
め

な
し

（
２

隻
）

５
ト

ン
未

満
48キ

ロ
ワ

ッ
ト

以
下

⑴
　

次
の

イ
、

ロ
、

ハ
、

ニ
及

び
イ

の
各

点
を

順
次

に
結

ん
だ

線
に

よ
っ

て

　
囲

ま
れ

た
海

域

イ
　

国
東

市
国

見
町

桂
崎

か
ら

350度
（

磁
針

方
位

）
の

線
上

1,800メ
ー

ト
ル

の
点

ロ
　

同
線

上
2,800メ

ー
ト

ル
の

点

ハ
　

国
東

市
国

見
町

琵
琶

崎
か

ら
０

度
（

磁
針

方
位

）
の

線
上

2
,5

0
0
メ

ー
ト

ル
の

点

ニ
　

同
線

上
1,500メ

ー
ト

ル
の

点

⑵
　

次
の

イ
、

ロ
、

ハ
、

ニ
及

び
イ

の
各

点
を

順
次

に
結

ん
だ

線
に

よ
っ

て

　
囲

ま
れ

た
海

域

イ
　

国
東

市
国

見
町

両
崎

と
東

国
東

郡
姫

島
村

ス
鼻

と
を

結
ん

だ
線

上
両

崎
か

ら
600メ

ー
ト

ル
の

点

ロ
　

同
線

上
両

崎
か

ら
1,200メ

ー
ト

ル
の

点

ハ
　

国
東

市
国

見
町

金
比

羅
鼻

と
姫

島
村

ハ
イ

タ
テ

鼻
と

を
結

ん
だ

線
上

金
比

羅
鼻

か
ら

1,200メ
ー

ト
ル

の
点

ニ
　

同
線

上
金

比
羅

鼻
か

ら
600メ

ー
ト

ル
の

点

⑶
　

次
の

イ
、

ロ
、

ハ
、

ニ
及

び
イ

の
各

点
を

順
次

に
結

ん
だ

線
に

よ
っ

て

　
囲

ま
れ

た
海

域

イ
　

国
東

市
国

東
町

大
崎

と
東

国
東

郡
姫

島
村

ハ
イ

タ
テ

鼻
と

を
結

ん
だ

線
上

大
崎

か
ら

800メ
ー

ト
ル

の
点

ロ
　

同
線

上
大

崎
か

ら
1,800メ

ー
ト

ル
の

点

ハ
　

大
崎

と
伊

予
灘

西
航

路
第

４
号

灯
浮

標
（

東
経

1
3
1
度

4
3
分

5
9
秒

北

緯
3
3
度

4
2
分

1
5
秒

）
と

を
結

ん
だ

線
上

大
崎

か
ら

2
,5

0
0
メ

ー
ト

ル
の

点

ニ
　

同
線

上
大

崎
か

ら
1,000メ

ー
ト

ル
の

点

５
月

１
日

か
ら

11月
30日

ま
で

共
第

７
号

の
組

合
員

行
使

権
者

又
は

漁
業

権
者

が
操

業
を

認
め

た
者

周
年

2-3-5

手
繰

第
２

種

自
家

用
餌

料
び

き
網

漁
業

定
め

な
し

（
１

隻
）

５
ト

ン
未

満
4
8
キ

ロ
ワ

ッ
ト

以
下

⑴
　

次
の

イ
、

ロ
、

ハ
、

ニ
及

び
イ

の
各

点
を

順
次

に
結

ん
だ

線
に

よ
っ

て

　
囲

ま
れ

た
海

域

イ
　

国
東

市
国

東
町

深
江

北
側

防
波

堤
突

端
か

ら
75度

（
磁

針
方

位
）

の

線
上

800メ
ー

ト
ル

の
点

ロ
　

同
線

上
1,800メ

ー
ト

ル
の

点

ハ
　

国
東

市
国

東
町

富
来

浦
柳

迫
三

ッ
石

か
ら

65度
（

磁
針

方
位

）
の

線

上
1,800メ

ー
ト

ル
の

点

ニ
　

同
線

上
800メ

ー
ト

ル
の

点

⑵
　

次
の

イ
、

ロ
、

ハ
及

び
ニ

の
各

点
を

順
次

に
結

ん
だ

線
以

内
の

海
域

イ
　

国
東

市
国

東
町

黒
津

ノ
鼻

計
石

ロ
　

黒
津

ノ
鼻

計
石

か
ら

105度
（

磁
針

方
位

）
の

線
上

2,000メ
ー

ト
ル

の
点

５
月

１
日

か
ら

11月
30日

ま
で

共
第

９
号

の
組

合
員

行
使

権
者

又
は

漁
業

権
者

が
操

業
を

認
め

た
者

周
年
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ハ
　

国
東

市
国

東
町

治
郎

丸
堀

切
か

ら
1
2
0
度

（
磁

針
方

位
）

の
線

上

2,000メ
ー

ト
ル

の
点

ニ
　

治
郎

丸
堀

切

2-3-6

手
繰

第
２

種

自
家

用
餌

料
び

き
網

漁
業

定
め

な
し

（
１

隻
）

５
ト

ン
未

満
4
8
キ

ロ
ワ

ッ
ト

以
下

　
次

の
イ

、
ロ

、
ハ

、
ニ

及
び

イ
の

各
点

を
順

次
に

結
ん

だ
線

に
よ

っ
て

囲

ま
れ

た
海

域

イ
　

国
東

市
安

岐
町

安
岐

港
北

側
防

波
堤

の
突

端
か

ら
9
0
度

（
磁

針
方

　
位

）
500メ

－
ト

ル
の

点

ロ
　

同
線

上
1,500メ

ー
ト

ル
の

点

ハ
　

安
岐

港
北

側
防

波
堤

突
端

か
ら

140度
（

磁
針

方
位

）
1,400メ

ー
ト

ル
の

点

ニ
　

安
岐

港
北

側
防

波
堤

突
端

か
ら

184度
（

磁
針

方
位

）
1,000メ

ー
ト

ル
の

点

５
月

１
日

か
ら

11月
30日

ま
で

共
第

1
1
号

の
組

合
員

行
使

権
者

又
は

漁
業

権
者

が
操

業
を

認
め

た
者

周
年

2-3-7

手
繰

第
２

種

自
家

用
餌

料
び

き
網

漁
業

定
め

な
し

（
１

隻
）

５
ト

ン
未

満
4
8
キ

ロ
ワ

ッ
ト

以
下

　
次

の
イ

、
ロ

、
ハ

、
ニ

、
ホ

、
ヘ

及
び

ト
の

各
点

を
順

次
に

結
ん

だ
線

以

内
の

海
域

イ
　

杵
築

市
奈

多
八

幡
神

社
鳥

居
南

端

ロ
　

同
鳥

居
南

端
と

市
杵

島
頂

上
と

を
結

ん
だ

線
の

延
長

線
上

最
大

高
潮

時
海

岸
線

か
ら

1,500メ
ー

ト
ル

の
点

ハ
　

美
濃

崎
か

ら
128度

（
磁

針
方

位
）

の
線

上
1,500メ

ー
ト

ル
の

点

ニ
　

美
濃

崎
か

ら
160度

（
磁

針
方

位
）

の
線

上
1,500メ

ー
ト

ル
の

点

ホ
　

美
濃

崎
か

ら
198度

（
磁

針
方

位
）

の
線

上
1,500メ

ー
ト

ル
の

点

ヘ
　

杵
築

市
大

字
狩

宿
と

大
字

守
江

と
の

境
界

点
（

黒
石

）
か

ら
2
1
8
度

（
磁

針
方

位
）

の
線

上
1,500メ

ー
ト

ル
の

点

ト
　

大
字

狩
宿

と
大

字
守

江
と

の
境

界
点

（
黒

石
）

５
月

１
日

か
ら

11月
30日

ま
で

共
第

1
2
号

及
び

共
第

1
3
号

の
組

合
員

行
使

権
者

又
は

漁
業

権
者

が
操

業
を

認
め

た
者

周
年

2-3-12

手
繰

第
２

種

自
家

用
餌

料
び

き
網

漁
業

定
め

な
し

（
６

隻
）

３
ト

ン
未

満
4
8
キ

ロ
ワ

ッ
ト

以
下

　
次

の
イ

、
ロ

、
ハ

、
ニ

及
び

イ
の

各
点

を
順

次
に

結
ん

だ
線

に
よ

っ
て

囲

ま
れ

た
海

域

イ
　

津
久

見
市

地
無

垢
島

西
端

ロ
　

同
市

楠
屋

鼻
と

地
無

垢
島

西
端

と
を

結
ん

だ
線

上
楠

屋
鼻

か
ら

2,000メ
ー

ト
ル

の
点

ハ
　

同
市

大
字

千
怒

と
大

字
日

見
と

の
境

界
点

と
地

無
垢

島
西

端
と

を
結

ん
だ

線
上

同
境

界
点

か
ら

700メ
ー

ト
ル

の
点

ニ
　

同
市

観
音

崎
と

地
無

垢
島

西
端

と
を

結
ん

だ
線

上
観

音
崎

か
ら

3,250メ
ー

ト
ル

の
点

１
月

１
日

か
ら

12月
31日

ま
で

津
久

見
市

（
大

字
保

戸
島

を
除

く
。

）
に

住
所

を
有

す
る

者

周
年

2-3-13

手
繰

第
２

種

自
家

用
餌

料
び

き
網

漁
業

定
め

な
し

（
１

隻
）

３
ト

ン
未

満
4
8
キ

ロ
ワ

ッ
ト

以
下

⑴
　

次
の

イ
、

ロ
、

ハ
、

ニ
及

び
イ

の
各

点
を

順
次

に
結

ん
だ

線
に

よ
っ

て

　
囲

ま
れ

た
海

域

イ
　

津
久

見
市

地
無

垢
島

西
端

と
同

市
楠

屋
鼻

と
を

結
ん

だ
線

上
地

無
垢

島
西

端
か

ら
700メ

－
ト

ル
の

点

ロ
　

楠
屋

鼻
と

地
無

垢
島

西
端

と
を

結
ん

だ
線

上
楠

屋
鼻

か
ら

2
,0

0
0
メ

１
月

１
日

か
ら

12月
31日

ま
で

共
第

2
8
号

の
組

合
員

行
使

権
者

又
は

漁
業

権
者

が
操

業
を

認
め

た
者

周
年
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ー

ト
ル

の
点

ハ
　

津
久

見
市

大
字

日
見

平
ば

え
１

番
地

（
白

熊
鼻

）
と

地
無

垢
島

西
端

と
を

結
ん

だ
線

上
白

熊
鼻

か
ら

700メ
－

ト
ル

の
点

ニ
　

津
久

見
市

観
音

崎
と

地
無

垢
島

西
端

と
を

結
ん

だ
線

上
観

音
崎

か
ら

3,250メ
－

ト
ル

の
点

⑵
　

次
の

イ
、

ロ
及

び
ハ

の
各

点
を

順
次

に
結

ん
だ

線
以

内
の

海
域

イ
　

津
久

見
市

大
字

長
目

字
小

楠
屋

2569の
１

番
地

（
天

神
ヶ

浦
南

端
）

ロ
　

天
神

ヶ
浦

南
端

と
津

久
見

市
黒

岩
灯

標
と

を
結

ん
だ

線
と

大
字

長
目

伊
崎

東
端

と
大

字
長

目
押

前
鼻

南
端

と
を

結
ん

だ
線

の
延

長
線

と
の

交

点

ハ
　

押
前

鼻
南

端

⑶
　

津
久

見
市

大
字

長
目

字
伊

崎
の

東
防

波
堤

東
端

と
同

市
大

字
下

青
江

二

　
っ

石
（

野
島

東
端

）
と

を
結

ん
だ

線
以

内
の

海
域

2-3-14

手
繰

第
２

種

自
家

用
餌

料
び

き
網

漁
業

定
め

な
し

（
７

隻
）

３
ト

ン
未

満
4
8
キ

ロ
ワ

ッ
ト

以
下

　
次

の
イ

、
ロ

、
ハ

、
ニ

、
ホ

、
ヘ

及
び

イ
の

各
点

を
順

次
に

結
ん

だ
線

に

よ
っ

て
囲

ま
れ

た
海

域

イ
　

津
久

見
市

楠
屋

鼻
と

同
市

地
無

垢
島

西
端

と
を

結
ん

だ
線

の
中

央
点

と
同

市
高

井
島

頂
上

と
を

結
ん

だ
線

と
同

市
貴

船
島

頂
上

と
同

市
地

無

垢
島

東
端

と
を

結
ん

だ
線

と
の

交
点

ロ
　

津
久

見
市

楠
屋

鼻
と

同
市

地
無

垢
島

西
端

と
を

結
ん

だ
線

の
中

央
点

ハ
　

大
分

市
串

ヶ
鼻

と
津

久
見

市
保

戸
島

押
上

鼻
と

を
結

ん
だ

線
上

串
ヶ

鼻
か

ら
1
,5

0
0
メ

ー
ト

ル
の

点
と

ロ
の

点
と

を
結

ん
だ

線
と

臼
杵

市
天

神
ヶ

鼻
か

ら
同

市
津

久
見

島
南

端
を

見
通

し
た

線
の

延
長

線
と

の
交

点

ニ
　

臼
杵

市
天

神
ヶ

鼻
か

ら
同

市
津

久
見

島
南

端
を

見
通

し
た

線
の

延
長

線
上

ハ
の

点
か

ら
1,100メ

ー
ト

ル
の

点

ホ
　

ロ
の

点
と

津
久

見
市

地
無

垢
島

西
端

と
を

結
ん

だ
線

上
ロ

の
点

か
ら

1,000メ
ー

ト
ル

の
点

ヘ
　

イ
の

点
と

津
久

見
市

地
無

垢
島

東
端

と
を

結
ん

だ
線

上
イ

の
点

か
ら

1,400メ
ー

ト
ル

の
点

11月
１

日
か

ら

翌
年

の
５

月
3
1
日

ま
で

大
分

市
（

大
字

馬

場
、

大
字

本
神

崎
、

大
字

大
平

、
大

字
志

生
木

、
大

字
木

佐

上
、

大
字

佐
賀

関
、

大
字

白
木

及
び

大
字

一
尺

屋
に

限

る
。

）
、

臼
杵

市

（
た

だ
し

、
野

津
町

を
除

く
。

）
又

は
津

久
見

市
に

住
所

を
有

す
る

者

周
年

2-4-2

手
繰

第
２

種

な
ま

こ
こ

ぎ
網

漁
業

０
隻

（
９

隻
）

３
ト

ン
未

満
4
8
キ

ロ
ワ

ッ
ト

以
下

　
共

第
３

号
の

共
同

漁
業

権
の

漁
場

区
域

内
11月

１
日

か
ら

翌
年

の
３

月
2
0
日

ま
で

当
該

共
同

漁
業

権
の

組
合

員
行

使
権

者
又

は
漁

業
権

者
が

操
業

を
認

め
た

者

定
め

な
し

2-5-4

手
繰

第
２

（
３

）
種

な
ま

こ
こ

ぎ
（

な
ま

こ
け

た
）

網
漁

業

０
隻

（
17隻

）

３
ト

ン
未

満
4
8
キ

ロ
ワ

ッ
ト

以
下

　
共

第
13号

及
び

共
第

14号
の

共
同

漁
業

権
の

漁
場

区
域

内
11月

１
日

か
ら

翌
年

の
３

月
3
1
日

ま
で

当
該

共
同

漁
業

権
の

組
合

員
行

使
権

者
又

は
漁

業
権

者
が

操
業

を
認

め
た

者

定
め

な
し
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2-5-5

手
繰

第
２

（
３

）
種

な
ま

こ
こ

ぎ
（

な
ま

こ
け

た
）

網
漁

業

０
隻

（
15隻

）

３
ト

ン
未

満
4
8
キ

ロ
ワ

ッ
ト

以
下

　
共

第
16号

の
共

同
漁

業
権

の
漁

場
区

域
内

11月
１

日
か

ら

翌
年

の
３

月
3
1
日

ま
で

当
該

共
同

漁
業

権
の

組
合

員
行

使
権

者
又

は
漁

業
権

者
が

操
業

を
認

め
た

者

定
め

な
し

2-5-6

手
繰

第
２

（
３

）
種

な
ま

こ
こ

ぎ
（

な
ま

こ
け

た
）

網
漁

業

０
隻

（
８

隻
）

３
ト

ン
未

満
4
8
キ

ロ
ワ

ッ
ト

以
下

　
共

第
17号

の
共

同
漁

業
権

の
漁

場
区

域
内

11月
１

日
か

ら

翌
年

の
３

月
3
1
日

ま
で

当
該

共
同

漁
業

権
の

組
合

員
行

使
権

者
又

は
漁

業
権

者
が

操
業

を
認

め
た

者

定
め

な
し

2-5-7

手
繰

第
２

（
３

）
種

な
ま

こ
こ

ぎ
（

な
ま

こ
け

た
）

網
漁

業

０
隻

（
３

隻
）

３
ト

ン
未

満
4
8
キ

ロ
ワ

ッ
ト

以
下

　
共

第
18号

の
共

同
漁

業
権

の
漁

場
区

域
内

11月
１

日
か

ら

翌
年

の
３

月
3
1
日

ま
で

当
該

共
同

漁
業

権
の

組
合

員
行

使
権

者
又

は
漁

業
権

者
が

操
業

を
認

め
た

者

定
め

な
し

2-5-8

手
繰

第
２

種

な
ま

こ
こ

ぎ
網

漁
業

０
隻

（
３

隻
）

10ト
ン

未
満

定
め

な
し

　
次

の
イ

、
ロ

、
ハ

及
び

ニ
の

各
点

を
順

次
に

結
ん

だ
線

以
内

の
海

域

イ
　

臼
杵

港
白

灯
台

ロ
　

臼
杵

川
河

口
中

央
点

と
津

久
見

島
頂

上
と

を
結

ん
だ

線
と

臼
杵

港
白

灯
台

と
赤

灯
台

と
を

結
ん

だ
線

と
の

交
点

ハ
　

津
久

見
島

頂
上

ニ
　

臼
杵

市
大

字
板

知
屋

青
ビ

ダ
黒

石

12月
１

日
か

ら

翌
年

の
３

月
3
1
日

ま
で

共
第

2
7
号

の
組

合
員

行
使

権
者

又
は

漁
業

権
者

が
操

業
を

認
め

た
者

定
め

な
し

2-5-9

手
繰

第
２

種

な
ま

こ
こ

ぎ
網

漁
業

０
隻

（
２

隻
）

10ト
ン

未
満

定
め

な
し

　
次

の
イ

、
ロ

、
ハ

、
ニ

、
ホ

及
び

ヘ
の

各
点

を
順

次
に

結
ん

だ
線

以
内

の

海
域イ

　
臼

杵
市

と
津

久
見

市
と

の
境

界
点

（
落

水
の

大
石

）

ロ
　

イ
か

ら
358度

22分
（

真
方

位
）

500メ
ー

ト
ル

の
点

ハ
　

津
久

見
市

大
字

長
目

楠
屋

鼻
か

ら
地

無
垢

島
最

北
端

見
通

し
線

上

500メ
ー

ト
ル

の
点

ニ
　

津
久

見
市

大
字

長
目

楠
屋

鼻
か

ら
同

市
大

字
保

戸
島

押
上

鼻
見

通
し

線
上

500メ
ー

ト
ル

の
点

ホ
　

津
久

見
市

大
字

日
見

字
平

ば
え

１
番

地
（

白
熊

鼻
）

か
ら

同
市

楠
屋

鼻
見

通
し

線
上

700メ
ー

ト
ル

の
点

ヘ
　

津
久

見
市

大
字

日
見

字
平

ば
え

１
番

地
（

白
熊

鼻
）

12月
１

日
か

ら

翌
年

の
２

月
2
8
日

ま
で

共
第

2
8
号

の
組

合
員

行
使

権
者

又
は

漁
業

権
者

が
操

業
を

認
め

た
者

定
め

な
し

2-6-2

手
繰

第
３

種

な
ま

こ
け

た
網

漁
業

定
め

な
し

（
３

隻
）

3ト
ン

未
満

定
め

な
し

　
共

第
33号

の
共

同
漁

業
権

の
漁

場
区

域
内

　
10月

１
日

か
ら

翌
年

の
３

月
3
1
日

ま
で

当
該

共
同

漁
業

権
の

組
合

員
行

使
権

者
又

は
漁

業
権

者
が

操
業

を
認

め
た

者

周
年

2-6-3

手
繰

第
３

種

な
ま

こ
け

た
網

漁
業

定
め

な
し

（
３

隻
）

3ト
ン

未
満

定
め

な
し

　
共

第
34号

の
共

同
漁

業
権

の
漁

場
区

域
内

10月
１

日
か

ら

翌
年

の
３

月
3
1
日

ま
で

当
該

共
同

漁
業

権
の

組
合

員
行

使
権

者
又

は
漁

業
権

者
が

操
業

周
年
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報
号
外

二
〇

（
告
示
）

を
認

め
た

者

2-6-4

手
繰

第
３

種

な
ま

こ
け

た
網

漁
業

定
め

な
し

（
３

隻
）

3ト
ン

未
満

定
め

な
し

　
共

第
35号

の
共

同
漁

業
権

の
漁

場
区

域
内

10月
１

日
か

ら

翌
年

の
３

月
3
1
日

ま
で

当
該

共
同

漁
業

権
の

組
合

員
行

使
権

者
又

は
漁

業
権

者
が

操
業

を
認

め
た

者

周
年

2-6-5

手
繰

第
３

種

な
ま

こ
け

た
網

漁
業

定
め

な
し

（
４

隻
）

３
ト

ン
未

満
定

め
な

し
　

共
第

36号
の

共
同

漁
業

権
の

漁
場

区
域

内
10月

１
日

か
ら

翌
年

の
３

月
3
1
日

ま
で

当
該

共
同

漁
業

権
の

組
合

員
行

使
権

者
又

は
漁

業
権

者
が

操
業

を
認

め
た

者

周
年

2-6-6

手
繰

第
３

種

な
ま

こ
け

た
網

漁
業

定
め

な
し

（
５

隻
）

３
ト

ン
未

満
定

め
な

し
　

共
第

37号
の

共
同

漁
業

権
の

漁
場

区
域

内
10月

１
日

か
ら

翌
年

の
３

月
3
1
日

ま
で

当
該

共
同

漁
業

権
の

組
合

員
行

使
権

者
又

は
漁

業
権

者
が

操
業

を
認

め
た

者

周
年

備
考

　
１

　
「

番
号

」
と

は
、

大
分

県
知

事
許

可
漁

業
の

許
可

又
は

起
業

の
認

可
の

取
扱

い
方

針
（

令
和

２
年

12月
１

日
付

け
漁

管
第

966号
。

以
下

「
許

可
方

針
」

と
い

う
。

）
別

表
第

３
中

の
番

号
を

い
う

。

　
２

　
制

限
措

置
の

各
欄

の
「

定
め

な
し

」
と

は
、

当
該

許
可

漁
業

に
関

す
る

制
限

を
設

け
な

い
場

合
を

い
う

。
ま

た
、

申
請

期
間

の
欄

の
「

定
め

な
し

」
と

は
、

申
請

を
受

け
付

け
る

期
間

を
設

け
な

い
場

合
を

い
う

。

　
３

　
こ

の
告

示
に

係
る

許
可

の
有

効
期

間
は

、
次

の
各

号
に

掲
げ

る
漁

業
種

類
の

区
分

に
応

じ
、

当
該

各
号

に
定

め
る

期
間

と
す

る
。

　
　

⑴
　

番
号

2-1-1及
び

2-1-2　
平

成
30年

５
月

11日
か

ら
令

和
３

年
５

月
10日

ま
で

　
　

⑵
　

番
号

2-1-3か
ら

2-1-6ま
で

及
び

2-5-8か
ら

2-6-6ま
で

　
平

成
30年

９
月

１
日

か
ら

令
和

３
年

8月
31日

ま
で

　
　

⑶
　

番
号

2-3-2か
ら

2-3-13ま
で

　
令

和
元

年
９

月
１

日
か

ら
令

和
４

年
８

月
31日

ま
で

　
　

⑷
　

番
号

2-4-2か
ら

2-5-7ま
で

　
令

和
２

年
11月

１
日

か
ら

令
和

５
年

10月
31日

ま
で

　
４

　
こ

の
告

示
に

係
る

許
可

又
は

起
業

の
認

可
に

は
、

許
可

方
針

に
定

め
る

内
容

の
条

件
を

付
け

る
も

の
と

す
る

。



令
和
二
年
十
二
月
一
日

大
分
県
報
号
外

二
一

（
告
示
）

　
　
　
　
　
　
　

大
分
県
告
示
第
六
百
八
十
八
号

　
漁
業
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
二
百
六
十
七
号
）
第
五
十
八
条
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
同
法

第
四
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
及
び
同
項
の
規
定
を
実
施
す
る
た
め
、
漁
業
の
許
可
及
び
取
締
り

等
に
関
す
る
省
令
（
昭
和
三
十
八
年
農
林
省
令
第
五
号
）
第
七
十
条
第
三
号
に
掲
げ
る
瀬
戸
内
海
機
船
船
び

き
網
漁
業
に
つ
い
て
、
大
分
県
漁
業
調
整
規
則
（
令
和
二
年
大
分
県
規
則
第
六
十
六
号
）
第
十
一
条
第
一
項

各
号
に
掲
げ
る
事
項
に
関
す
る
制
限
措
置
及
び
許
可
又
は
起
業
の
認
可
を
申
請
す
べ
き
期
間
を
次
の
よ
う
に

定
め
る
。

　
　
令
和
二
年
十
二
月
一
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
分
県
知
事
　
　
広
　
　
　
瀬
　
　
　
勝
　
　
　
貞



令
和
二
年
十
二
月
一
日

大
分
県
報
号
外

二
二

（
告
示
）

瀬
戸

内
海

機
船

船
び

き
網

漁
業

番
号

制
　

限
　

措
　

置

申
請

期
間

漁
業

種
類

許
可

等
を

す
べ

き

船
舶

の
数

　
　

　

(R
２

.10.30現
在

の
許

可
実

績
数

)

船
舶

の

総
ト

ン
数

推
進

機
関

の
馬

力
数

操
業

区
域

漁
業

時
期

漁
業

を
営

む

者
の

資
格

3-1-1

瀬
戸

内
海

機
船

船
び

き
網

漁
業

０
隻

（
６

隻
）

５
ト

ン
以

上

10ト
ン

未
満

1
4
3
キ

ロ
ワ

ッ
ト

以
下

　
次

の
イ

、
ロ

、
ハ

、
ニ

及
び

ホ
の

各
点

を
順

次
に

結
ん

だ
線

以
西

の
海

域

イ
　

杵
築

市
美

濃
崎

ロ
　

イ
と

大
分

市
高

島
東

端
と

を
結

ん
だ

線
と

北
緯

33度
20.9667分

・
東

経
1
3
1
度

5
2
.7

1
8
3
分

（
旧

別
府

湾
第

１
号

灯
浮

標
）

の
点

と
北

緯
3
3
度

1
9
.9

分
・

東
経

1
3
1
度

4
6
.8

9
5
0
分

（
旧

別
府

湾
第

２
号

灯
浮

標
）

の
点

と
を

結
ん

だ
線

と
の

交
点

ハ
　

北
緯

3
3
度

1
9
.9

分
・

東
経

1
3
1
度

4
6
.8

9
5
0
分

（
旧

別
府

湾
第

２
号

灯

浮
標

）
の

点

ニ
　

イ
と

大
分

市
１

号
埋

立
地

北
東

端
角

と
を

結
ん

だ
線

と
北

緯
3
3
度

1
9
.9

分
・

東
経

1
3
1
度

4
6
.8

9
5
0
分

（
旧

別
府

湾
第

２
号

灯
浮

標
）

の
点

と
高

崎
山

頂
上

と
を

結
ん

だ
線

と
の

交
点

ホ
　

大
分

市
１

号
埋

立
地

北
東

端
角

　
た

だ
し

、
共

第
16号

以
外

の
共

同
漁

業
権

の
漁

場
区

域
及

び
臨

海
工

業
土

地
造

成
に

伴
う

漁
業

補
償

区
域

を
除

く
。

１
月

１
日

か
ら

12月
31日

ま
で

速
見

郡
日

出
町

に
住

所
を

有
す

る
者

定
め

な
し

備
考

　
１

　
「

番
号

」
と

は
、

大
分

県
知

事
許

可
漁

業
の

許
可

又
は

起
業

の
認

可
の

取
扱

い
方

針
（

令
和

２
年

12月
１

日
付

け
漁

管
第

966号
。

以
下

「
許

可
方

針
」

と
い

う
。

）
別

表
第

３
中

の
番

号
を

い
う

。

　
２

　
申

請
期

間
の

欄
の

「
定

め
な

し
」

と
は

、
申

請
を

受
け

付
け

る
期

間
を

設
け

な
い

場
合

を
い

う
。

　
３

　
こ

の
告

示
に

係
る

許
可

の
有

効
期

間
は

、
令

和
元

年
９

月
１

日
か

ら
令

和
４

年
８

月
31日

ま
で

と
す

る
。

　
４

　
こ

の
告

示
に

係
る

許
可

又
は

起
業

の
認

可
に

は
、

許
可

方
針

に
定

め
る

内
容

の
条

件
を

付
け

る
も

の
と

す
る

。



令
和
二
年
十
二
月
一
日

大
分
県
報
号
外

二
三

（
告
示
）

　
　
　
　
　
　
　

大
分
県
告
示
第
六
百
八
十
九
号

　
漁
業
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
二
百
六
十
七
号
）
第
五
十
八
条
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
同
法

第
四
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
及
び
同
項
の
規
定
を
実
施
す
る
た
め
、
大
分
県
漁
業
調
整
規
則

（
令
和
二
年
大
分
県
規
則
第
六
十
六
号
）
第
四
条
第
一
項
第
四
号
に
掲
げ
る
機
船
船
び
き
網
漁
業
に
つ
い

て
、
同
規
則
第
十
一
条
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
事
項
に
関
す
る
制
限
措
置
及
び
許
可
又
は
起
業
の
認
可
を
申

請
す
べ
き
期
間
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

　
　
令
和
二
年
十
二
月
一
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
分
県
知
事
　
　
広
　
　
　
瀬
　
　
　
勝
　
　
　
貞



令
和
二
年
十
二
月
一
日

大
分
県
報
号
外

二
四

（
告
示
）

機
船

船
び

き
網

漁
業

番
号

制
　

限
　

措
　

置

申
請

期
間

漁
業

種
類

許
可

等
を

す
べ

き

船
舶

の
数

　
　

　

(R
２

.10.30現
在

の
許

可
実

績
数

)

船
舶

の

総
ト

ン
数

推
進

機
関

の
馬

力
数

操
業

区
域

漁
業

時
期

漁
業

を
営

む

者
の

資
格

4-1-3

い
わ

し
機

船
船

び
き

網
漁

業

０
隻

（
４

隻
）

５
ト

ン
未

満
3
3
0
キ

ロ
ワ

ッ
ト

以
下

　
次

の
イ

、
ロ

、
ハ

及
び

ニ
の

各
点

を
順

次
に

結
ん

だ
線

以
西

の
海

域

イ
　

杵
築

市
美

濃
崎

ロ
　

イ
と

大
分

市
踊

鼻
と

を
結

ん
だ

線
と

北
緯

33度
19.9分

・
東

経
131度

46.8950分
（

旧
別

府
湾

第
２

号
灯

浮
標

）
の

点
と

高
崎

山
頂

上
と

を
結

ん
だ

線
と

の
交

点

ハ
　

イ
と

大
分

市
１

号
埋

立
地

北
東

端
角

と
を

結
ん

だ
線

と
北

緯
3
3
度

1
9
.9

分
・

東
経

1
3
1
度

4
6
.8

9
5
0
分

（
旧

別
府

湾
第

２
号

灯
浮

標
）

の
点

と
高

崎
山

頂
上

と
を

結
ん

だ
線

と
の

交
点

ニ
　

大
分

市
１

号
埋

立
地

北
東

端
角

　
た

だ
し

、
共

第
17号

の
漁

場
区

域
の

う
ち

、
春

木
川

河
口

か
ら

88度
（

真

方
位

）
の

線
以

南
の

距
岸

9
0
0
メ

ー
ト

ル
以

内
の

海
域

、
共

第
1
7
号

以
外

の

共
同

漁
業

権
の

漁
場

区
域

及
び

臨
海

工
業

土
地

造
成

に
伴

う
漁

業
補

償
区

域

を
除

く
。

１
月

１
日

か
ら

12月
31日

ま
で

別
府

市
平

道
、

内

竈
、

古
市

町
、

亀
川

浜
田

町
、

亀
川

東

町
、

上
人

ヶ
浜

町
、

亀
川

中
央

町
、

亀
川

四
の

湯
町

又
は

平
田

町
に

住
所

を
有

す
る

者

定
め

な
し

4-1-4

い
わ

し
機

船
船

び
き

網
漁

業

０
隻

（
20隻

）

５
ト

ン
未

満
3
3
0
キ

ロ
ワ

ッ
ト

以
下

　
国

東
市

と
杵

築
市

の
境

界
点

と
愛

媛
県

佐
田

岬
と

を
結

ん
だ

線
と

杵
築

市

と
日

出
町

の
境

界
点

か
ら

1
7
3
度

（
真

方
位

）
の

線
と

の
間

の
大

分
県

海

域
。

た
だ

し
、

杵
築

市
住

吉
浜

突
端

、
同

市
守

江
灯

台
及

び
同

市
権

現
鼻

の

各
点

を
順

次
に

結
ん

だ
線

以
内

の
海

域
並

び
に

北
緯

33度
20.9667分

・
東

経

131度
52.7183分

(旧
別

府
湾

第
１

号
灯

浮
標

）
の

点
と

北
緯

33度
18.8417分

・
東

経
1
3
1
度

4
1
.0

5
3
3
分

（
旧

別
府

湾
第

３
号

灯
浮

標
）

の
点

を
結

ん
だ

線

の
延

長
線

以
南

の
海

域
を

除
く

。

１
月

１
日

か
ら

12月
31日

ま
で

杵
築

市
（

山
香

町
及

び
大

田
を

除
く

。
）

に
住

所
を

有
す

る
者

定
め

な
し

4-1-5

い
わ

し
機

船
船

び
き

網
漁

業

定
め

な
し

（
８

隻
）

定
め

な
し

定
め

な
し

　
次

の
イ

、
ロ

、
ハ

、
ニ

、
ホ

、
ヘ

、
ト

、
チ

、
リ

、
ヌ

及
び

ル
の

各
点

を

順
次

に
結

ん
だ

線
以

内
の

海
域

イ
　

臼
杵

川
河

口
将

棋
頭

と
ガ

ニ
ば

え
と

を
結

ん
だ

線
の

中
央

点

ロ
　

大
字

佐
志

生
小

三
ッ

子
島

最
南

端
と

大
字

下
ノ

江
殿

が
は

え
と

を
結

ん
だ

線
の

延
長

線
と

イ
と

津
久

見
島

山
頂

と
を

結
ん

だ
線

と
の

交
点

ハ
　

殿
が

は
え

ニ
　

殿
が

は
え

か
ら

津
久

見
島

立
ば

え
見

通
し

線
上

450メ
ー

ト
ル

の
点

ホ
　

大
字

下
ノ

江
小

松
岩

か
ら

地
無

垢
島

南
端

見
通

し
線

上
2
5
0
メ

ー
ト

ル
の

点

ヘ
　

小
松

岩
か

ら
地

無
垢

島
南

端
見

通
し

線
と

共
第

26号
区

画
線

と
の

交

点

１
月

１
日

か
ら

12月
31日

ま
で

臼
杵

市
（

野
津

町
を

除
く

。
）

に
住

所
を

有
す

る
者

周
年



令
和
二
年
十
二
月
一
日

大
分
県
報
号
外

二
五

（
告
示
）

ト
　

ヘ
か

ら
大

字
風

成
風

成
鼻

見
通

し
線

上
200メ

ー
ト

ル
の

点

チ
　

殿
が

は
え

か
ら

津
久

見
島

立
ば

え
見

通
し

線
上

1,000メ
ー

ト
ル

の
点

リ
　

イ
か

ら
津

久
見

島
山

頂
見

通
し

線
の

延
長

線
と

共
第

27号
区

画
線

と

の
交

点

ヌ
　

津
久

見
島

山
頂

ル
　

大
字

深
江

ヤ
ケ

ガ
鼻

4-1-7

い
わ

し
機

船
船

び
き

網
漁

業

定
め

な
し

（
２

隻
）

定
め

な
し

定
め

な
し

　
津

久
見

市
大

字
長

目
楠

屋
鼻

と
津

久
見

市
大

字
網

代
観

音
崎

と
を

結
ん

だ

線
以

西
の

海
域

。
た

だ
し

、
津

久
見

市
大

字
網

代
字

奥
5666番

地
（

落
水

）

か
ら

358度
22分

（
真

方
位

）
の

線
以

東
の

海
域

を
除

く
。

１
月

１
日

か
ら

12月
31日

ま
で

津
久

見
市

（
大

字
保

戸
島

を
除

く
。

）
に

住
所

を
有

す
る

者

周
年

4-1-9

い
わ

し
機

船
船

び
き

網
漁

業

定
め

な
し

（
４

隻
）

定
め

な
し

定
め

な
し

　
佐

伯
市

上
浦

三
ツ

石
と

同
市

鶴
見

宇
土

崎
と

を
結

ん
だ

線
以

西
の

海
域

。

た
だ

し
、

共
第

32号
、

共
第

35号
、

共
第

36号
、

共
第

37号
、

共
第

38号
及

び
共

第
39号

の
共

同
漁

業
権

の
漁

場
区

域
を

除
く

。

１
月

１
日

か
ら

12月
31日

ま
で

佐
伯

市
大

字
霞

ヶ

浦
、

大
字

戸
穴

、
大

字
海

崎
又

は
大

字
鶴

望
（

坂
之

浦
）

に
住

所
を

有
す

る
者

周
年

4-1-10

い
わ

し
機

船
船

び
き

網
漁

業

定
め

な
し

（
４

隻
）

定
め

な
し

定
め

な
し

　
佐

伯
市

上
浦

三
ツ

石
と

同
市

鶴
見

宇
土

崎
と

を
結

ん
だ

線
以

西
の

海
域

。

た
だ

し
、

共
第

32号
、

共
第

34号
、

共
第

36号
、

共
第

37号
、

共
第

38号
及

び
共

第
39号

の
共

同
漁

業
権

の
漁

場
区

域
を

除
く

。

１
月

１
日

か
ら

12月
31日

ま
で

佐
伯

市
大

字
高

松
浦

に
住

所
を

有
す

る
者

周
年

4-1-11

い
わ

し
機

船
船

び
き

網
漁

業

定
め

な
し

（
４

隻
）

定
め

な
し

定
め

な
し

　
佐

伯
市

上
浦

三
ツ

石
と

同
市

鶴
見

宇
土

崎
と

を
結

ん
だ

線
以

西
の

海
域

。

た
だ

し
、

共
第

32号
、

共
第

33号
、

共
第

34号
、

共
第

35号
、

共
第

37号
、

共
第

38号
及

び
共

第
39号

の
共

同
漁

業
権

の
漁

場
区

域
を

除
く

。

１
月

１
日

か
ら

12月
31日

ま
で

佐
伯

市
大

字
荒

網
代

浦
に

住
所

を
有

す
る

者

周
年

4-1-12

い
わ

し
機

船
船

び
き

網
漁

業

定
め

な
し

（
８

隻
）

定
め

な
し

定
め

な
し

　
共

第
38号

及
び

共
第

41号
の

共
同

漁
業

権
の

漁
場

区
域

並
び

に
佐

伯
市

上

浦
三

ツ
石

と
同

市
鶴

見
宇

土
崎

と
を

結
ん

だ
線

以
西

の
海

域
。

た
だ

し
、

共

同
漁

業
権

の
漁

場
区

域
を

除
く

。

１
月

１
日

か
ら

12月
31日

ま
で

佐
伯

市
鶴

見
に

住
所

を
有

す
る

者

周
年

4-1-13

い
わ

し
機

船
船

び
き

網
漁

業

定
め

な
し

（
７

隻
）

定
め

な
し

定
め

な
し

　
共

第
43号

の
共

同
漁

業
権

の
漁

場
区

域
内

１
月

１
日

か
ら

12月
31日

ま
で

佐
伯

市
米

水
津

に
住

所
を

有
す

る
者

周
年

4-2-1

さ
よ

り
機

船
船

び
き

網
漁

業

定
め

な
し

（
32隻

）

５
ト

ン
未

満
定

め
な

し
　

大
分

県
と

福
岡

県
の

境
界

点
か

ら
６

度
15分

（
真

方
位

）
の

線
と

豊
後

高

田
市

と
国

東
市

の
境

界
点

か
ら

3
5
0
度

（
磁

針
方

位
）

の
線

と
の

間
の

大
分

県
海

域

３
月

１
日

か
ら

６
月

30日
ま

で

中
津

市
（

三
光

、
本

耶
馬

渓
町

、
耶

馬
溪

町
及

び
山

国
町

を
除

く
。

）
、

宇
佐

市

（
安

心
院

町
及

び
院

内
町

を
除

く
。

）
又

は
豊

後
高

田
市

に
住

所
を

有
す

る
者

周
年

4-2-2

さ
よ

り
機

船
船

び
き

網
漁

業

定
め

な
し

（
１

隻
）

５
ト

ン
未

満
定

め
な

し
　

共
第

８
号

の
共

同
漁

業
権

の
漁

場
区

域
内

１
月

１
日

か
ら

12月
31日

ま
で

東
国

東
郡

姫
島

村
に

住
所

を
有

す
る

者

周
年



令
和
二
年
十
二
月
一
日

大
分
県
報
号
外

二
六

（
告
示
）

4-2-4

さ
よ

り
機

船
船

び
き

網
漁

業

定
め

な
し

（
３

隻
）

５
ト

ン
未

満
330キ

ロ
ワ

ッ
ト

以
下

　
国

東
市

国
東

町
黒

津
ノ

鼻
か

ら
90度

（
磁

針
方

位
）

の
線

と
大

分
市

関
崎

と
愛

媛
県

佐
田

岬
と

を
結

ん
だ

線
と

の
間

の
海

域
で

あ
っ

て
、

共
同

漁
業

権

の
漁

場
区

域
及

び
臨

海
工

業
土

地
造

成
に

伴
う

漁
業

補
償

区
域

を
除

い
た

大

分
県

海
域

。
た

だ
し

、
杵

築
市

美
濃

崎
と

大
分

市
１

号
埋

立
地

北
東

端
角

と

を
結

ん
だ

線
以

東
に

あ
っ

て
は

、
最

大
高

潮
時

海
岸

線
か

ら
5,000メ

ー
ト

ル

以
内

の
海

域
を

除
く

。

11月
１

日
か

ら

翌
年

の
３

月
31日

ま
で

大
分

市
（

旧
大

分
郡

野
津

原
町

及
び

旧
北

海
部

郡
佐

賀
関

町
の

区
域

を
除

く
。

）
に

住
所

を
有

す
る

者

周
年

4-4-1

さ
よ

り
、

こ
の

し
ろ

機
船

船
び

き
網

漁
業

定
め

な
し

（
21隻

）

５
ト

ン
未

満
330キ

ロ
ワ

ッ
ト

以
下

　
国

東
市

国
東

町
黒

津
ノ

鼻
か

ら
90度

（
磁

針
方

位
）

の
線

と
大

分
関

崎
と

愛
媛

県
佐

田
岬

と
を

結
ん

だ
線

と
の

間
の

大
分

県
海

域
。

た
だ

し
、

共
同

漁

業
権

の
漁

場
区

域
及

び
臨

海
工

業
土

地
造

成
に

伴
う

漁
業

補
償

区
域

を
除

く
。

（
さ

よ
り

）

10月
１

日
か

ら

翌
年

の
４

月
30日

ま
で

（
こ

の
し

ろ
）

６
月

１
日

か
ら

９
月

30日
ま

で

杵
築

市
（

山
香

町
及

び
大

田
を

除
く

。
）
、

速
見

郡
日

出
町

又
は

別
府

市
に

住
所

を
有

す
る

者

周
年

4-4-3

さ
よ

り
、

こ
の

し
ろ

機
船

船
び

き
網

漁
業

定
め

な
し

（
12隻

）

定
め

な
し

定
め

な
し

　
大

分
市

一
尺

屋
天

狗
ば

え
、

津
久

見
市

地
無

垢
島

西
端

及
び

同
市

字
高

井

の
北

端
を

順
次

に
結

ん
だ

線
以

内
の

海
域

10月
１

日
か

ら

翌
年

の
５

月
31日

ま
で

大
分

市
（

大
字

佐
賀

関
、

大
字

白
木

及
び

大
字

一
尺

屋
に

限

る
。

）
、

臼
杵

市

（
野

津
町

を
除

く
。

）
又

は
津

久
見

市
（

大
字

保
戸

島
を

除
く

。
）

に
住

所
を

有
す

る
者

周
年

4-5-1

し
ら

さ
機

船
浮

き
び

き
網

漁
業

定
め

な
し

（
10隻

）

５
ト

ン
未

満
定

め
な

し
　

大
分

県
と

福
岡

県
の

境
界

点
か

ら
６

度
15分

（
真

方
位

）
の

線
と

豊
後

高

田
市

と
国

東
市

の
境

界
点

か
ら

3
5
0
度

（
磁

針
方

位
）

の
線

と
の

間
の

大
分

県
海

域
。

た
だ

し
、

最
大

高
潮

時
海

岸
線

か
ら

4
,
0
0
0
メ

ー
ト

ル
以

内
の

海

域
を

除
く

。

９
月

１
日

か
ら

11月
20日

ま
で

中
津

市
（

三
光

、
本

耶
馬

渓
町

、
耶

馬
溪

町
及

び
山

国
町

を
除

く
。

）
、

宇
佐

市

（
安

心
院

町
及

び
院

内
町

を
除

く
。

）
又

は
豊

後
高

田
市

に
住

所
を

有
す

る
者

周
年

4-6-1

あ
み

機
船

浮
き

び
き

網
漁

業

定
め

な
し

（
４

隻
）

５
ト

ン
未

満
定

め
な

し
　

共
第

１
号

の
共

同
漁

業
権

の
漁

場
区

域
内

。
た

だ
し

、
共

第
２

号
、

共
第

３
号

、
共

第
４

号
、

共
第

５
号

及
び

共
第

６
号

の
漁

場
区

域
を

除
く

。

　
※

　
申

請
者

の
住

所
地

の
地

先
共

同
漁

業
権

は
、

た
だ

し
書

か
ら

除
く

。

９
月

20日
か

ら

翌
年

の
３

月
31日

ま
で

中
津

市
（

三
光

、
本

耶
馬

渓
町

、
耶

馬
溪

町
及

び
山

国
町

を
除

く
。

）
、

宇
佐

市

（
安

心
院

町
及

び
院

内
町

を
除

く
。

）
又

は
豊

後
高

田
市

に
住

周
年



令
和
二
年
十
二
月
一
日

大
分
県
報
号
外

二
七

（
告
示
）

所
を

有
す

る
者

4-9-1

は
げ

、
い

か
機

船
船

び
き

網
漁

業

定
め

な
し

（
２

隻
）

定
め

な
し

定
め

な
し

　
次

の
イ

、
ロ

、
ハ

及
び

ニ
の

各
直

線
に

よ
っ

て
囲

ま
れ

た
海

域

イ
　

大
分

市
筏

島
と

津
久

見
市

沖
無

垢
島

西
端

（
タ

イ
コ

礁
）

と
を

結
ん

だ
直

線

ロ
　

愛
媛

県
佐

田
岬

と
津

久
見

市
白

石
と

を
結

ん
だ

直
線

ハ
　

津
久

見
市

地
無

垢
島

南
端

と
臼

杵
市

津
久

見
島

頂
上

と
を

結
ん

だ
直

線

ニ
　

大
分

市
鳥

ヶ
崎

と
臼

杵
市

飛
潮

鼻
と

を
結

ん
だ

直
線

12月
１

日
か

ら

翌
年

の
４

月
30日

ま
で

臼
杵

市
（

野
津

町
を

除
く

。
）

に
住

所
を

有
す

る
者

周
年

4-10-1

い
か

機
船

船
び

き
網

漁
業

定
め

な
し

（
20隻

）

５
ト

ン
未

満
330キ

ロ
ワ

ッ
ト

以
下

　
次

の
イ

、
ロ

、
ハ

、
ニ

及
び

ホ
の

各
点

を
順

次
に

結
ん

だ
線

以
内

の
海

域
。

た
だ

し
、

山
口

県
熊

毛
郡

上
関

町
祝

島
東

端
と

大
分

市
関

崎
と

を
結

ん

だ
線

以
東

の
海

域
及

び
共

同
漁

業
権

の
漁

場
区

域
を

除
く

。

イ
　

杵
築

市
美

濃
崎

ロ
　

イ
と

愛
媛

県
佐

田
岬

と
を

結
ん

だ
線

と
北

緯
3
3
度

1
7
.8

分
・

東
経

1
3
1
度

3
5
.1

8
6
7
分

（
旧

別
府

湾
第

４
号

灯
浮

標
）

の
点

と
北

緯
3
3
度

20.9667分
・

東
経

131度
52.7183分

（
旧

別
府

湾
第

１
号

灯
浮

標
）

の

点
と

を
結

ん
だ

線
の

延
長

線
と

の
交

点

ハ
　

北
緯

3
3
度

1
9
.9

分
・

東
経

1
3
1
度

4
6
.8

9
5
0
分

（
旧

別
府

湾
第

２
号

灯

浮
標

）
の

点

ニ
　

ハ
と

北
緯

3
3
度

1
7
.8

分
・

東
経

1
3
1
度

3
5
.1

8
6
7
分

（
旧

別
府

湾
第

４

号
灯

浮
標

）
の

点
と

を
結

ん
だ

線
と

ホ
か

ら
1
7
3
度

（
真

方
位

）
の

線

と
の

交
点

ホ
　

杵
築

市
と

日
出

町
と

の
境

界
点

11月
15日

か
ら

翌
年

の
２

月
28日

ま
で

杵
築

市
（

山
香

町
及

び
大

田
を

除
く

。
）

に
住

所
を

有
す

る
者

周
年

4-10-2

い
か

機
船

船
び

き
網

漁
業

定
め

な
し

（
４

隻
）

５
ト

ン
未

満
330キ

ロ
ワ

ッ
ト

以
下

　
次

の
イ

、
ロ

、
ハ

、
ニ

及
び

ホ
の

各
点

を
順

次
に

結
ん

だ
線

以
内

の
海

域

で
あ

っ
て

、
共

同
漁

業
権

の
漁

場
区

域
を

除
い

た
海

域

イ
　

杵
築

市
美

濃
崎

ロ
　

イ
と

大
分

市
高

島
東

端
と

を
結

ん
だ

線
と

北
緯

33度
20.9667分

・
東

経
1
3
1
度

5
2
.7

1
8
3
分

（
旧

別
府

湾
第

１
号

灯
浮

標
）

の
点

と
北

緯
3
3
度

1
9
.9

分
・

東
経

1
3
1
度

4
6
.8

9
5
0
分

（
旧

別
府

湾
第

２
号

灯
浮

標
）

の
点

と
を

結
ん

だ
線

と
の

交
点

ハ
　

北
緯

3
3
度

1
9
.9

分
・

東
経

1
3
1
度

4
6
.8

9
5
0
分

（
旧

別
府

湾
第

２
号

灯

浮
標

）
の

点

ニ
　

日
出

町
大

崎
鼻

と
大

分
川

右
岸

河
口

と
を

結
ん

だ
線

と
北

緯
3
3
度

1
9
.9

分
・

東
経

1
3
1
度

4
6
.8

9
5
0
分

（
旧

別
府

湾
第

２
号

灯
浮

標
）

の
点

と
高

崎
山

頂
上

と
を

結
ん

だ
線

と
の

交
点

ホ
　

日
出

町
大

崎
鼻

　
た

だ
し

、
最

大
高

潮
時

海
岸

線
か

ら
2
,0

0
0
メ

ー
ト

ル
以

内
の

海
域

を
除

く
。

11月
15日

か
ら

翌
年

の
２

月
28日

ま
で

速
見

郡
日

出
町

大
字

真
那

井
、

大
字

豊

岡
又

は
別

府
市

（
平

道
、

内
竈

、
古

市

町
、

亀
川

浜
田

町
、

亀
川

東
町

、
上

人
ヶ

浜
町

、
亀

川
中

央

町
、

亀
川

四
の

湯
町

及
び

平
田

町
に

限

る
。

）
に

住
所

を
有

す
る

者

周
年



令
和
二
年
十
二
月
一
日

大
分
県
報
号
外

二
八

（
告
示
）

4-11-1

し
し

い
か

機
船

船
び

き
網

漁
業

定
め

な
し

（
２

隻
）

定
め

な
し

定
め

な
し

　
次

の
イ

、
ロ

、
ハ

及
び

ニ
の

各
直

線
に

よ
っ

て
囲

ま
れ

た
海

域

イ
　

大
分

市
筏

島
と

津
久

見
市

沖
無

垢
島

西
端

（
タ

イ
コ

礁
）

と
を

結
ん

だ
直

線

ロ
　

大
分

市
関

崎
と

津
久

見
市

白
石

と
を

結
ん

だ
直

線

ハ
　

津
久

見
市

地
無

垢
島

南
端

と
臼

杵
市

津
久

見
島

頂
上

と
を

結
ん

だ
直

線

ニ
　

大
分

市
鳥

ヶ
崎

と
臼

杵
市

飛
潮

鼻
と

を
結

ん
だ

直
線

10月
１

日
か

ら

翌
年

の
３

月
31日

ま
で

臼
杵

市
（

野
津

町
を

除
く

。
）

に
住

所
を

有
す

る
者

周
年

4-12-1

か
つ

お
機

船
船

び
き

網
漁

業

定
め

な
し

（
２

隻
）

定
め

な
し

定
め

な
し

　
共

第
29号

の
共

同
漁

業
権

の
漁

場
区

域
の

う
ち

、
臼

杵
川

河
口

将
棋

頭
と

が
に

ば
え

と
を

結
ん

だ
線

の
中

央
点

か
ら

津
久

見
島

頂
上

見
通

し
線

以
南

の

海
域

７
月

１
日

か
ら

11月
30日

ま
で

臼
杵

市
（

野
津

町
を

除
く

。
）

に
住

所
を

有
す

る
者

周
年

4-13-1

雑
魚

機
船

船
び

き
網

漁
業

定
め

な
し

（
１

隻
）

定
め

な
し

定
め

な
し

　
次

の
イ

、
ロ

、
ハ

、
ニ

、
ホ

及
び

ヘ
の

各
点

を
順

次
に

結
ん

だ
線

以
内

の

海
域イ

　
臼

杵
市

と
津

久
見

市
と

の
境

界
点

（
落

水
の

大
石

）

ロ
　

イ
か

ら
358度

22分
（

真
方

位
）

500メ
ー

ト
ル

の
点

ハ
　

津
久

見
市

大
字

長
目

楠
屋

鼻
か

ら
地

無
垢

島
最

北
端

見
通

し
線

上

500メ
ー

ト
ル

の
点

ニ
　

津
久

見
市

大
字

長
目

楠
屋

鼻
か

ら
同

市
大

字
保

戸
島

押
上

鼻
見

通
し

線
上

500メ
ー

ト
ル

の
点

ホ
　

ヘ
か

ら
同

市
楠

屋
鼻

見
通

し
線

上
700メ

ー
ト

ル
の

点

ヘ
　

津
久

見
市

大
字

日
見

字
平

ば
え

１
番

地
（

白
熊

鼻
）

１
月

１
日

か
ら

12月
31日

ま
で

津
久

見
市

（
大

字
日

見
、

大
字

網
代

、
大

字
四

浦
及

び
大

字
保

戸
島

を
除

く
。

）
に

住
所

を
有

す
る

者

周
年

4-13-2

雑
魚

機
船

船
び

き
網

漁
業

定
め

な
し

（
１

隻
）

定
め

な
し

定
め

な
し

　
次

の
イ

、
ロ

、
ハ

及
び

ニ
の

各
点

を
順

次
に

結
ん

だ
線

以
内

の
海

域

イ
　

津
久

見
市

大
字

日
見

字
平

ば
え

１
番

地
（

白
熊

鼻
）

ロ
　

イ
か

ら
同

市
楠

屋
鼻

見
通

し
線

上
700メ

ー
ト

ル
の

点

ハ
　

ニ
か

ら
358度

22分
（

真
方

位
）

1,000メ
ー

ト
ル

の
点

ニ
　

津
久

見
市

大
字

網
代

字
奥

5666番
地

（
落

水
）

１
月

１
日

か
ら

12月
31日

ま
で

津
久

見
市

大
字

日
見

又
は

大
字

網
代

に
住

所
を

有
す

る
者

周
年

4-13-4

雑
魚

機
船

船
び

き
網

漁
業

定
め

な
し

（
８

隻
）

定
め

な
し

定
め

な
し

　
次

の
イ

、
ロ

、
ハ

、
ニ

、
ホ

及
び

ヘ
の

各
点

を
順

次
に

結
ん

だ
線

以
内

の

海
域イ

　
津

久
見

市
大

字
四

浦
字

葉
色

2221番
地

の
１

（
ち

よ
き

が
と

も
）

ロ
　

イ
点

か
ら

358度
22分

（
真

方
位

）
1,000メ

ー
ト

ル
の

点

ハ
　

津
久

見
市

大
字

保
戸

島
と

大
字

四
浦

と
の

境
界

点
（

と
も

う
ち

ば

　
え

）
か

ら
大

分
市

蔦
島

最
東

端
見

通
し

線
上

700メ
ー

ト
ル

の
点

ニ
　

と
も

う
ち

ば
え

か
ら

鶴
見

町
先

の
瀬

見
通

し
線

上
8
0
0
メ

ー
ト

ル
の

点

ホ
　

ヘ
か

ら
愛

媛
県

宇
和

島
市

権
現

山
（

4
9
0
メ

ー
ト

ル
）

頂
上

見
通

し

線
上

800メ
ー

ト
ル

の
点

ヘ
　

津
久

見
市

と
佐

伯
市

と
の

境
界

点

１
月

１
日

か
ら

12月
31日

ま
で

津
久

見
市

大
字

四
浦

（
字

荒
代

及
び

字
鳩

浦
を

除
く

。
）

に
住

所
を

有
す

る
者

周
年

4-
雑

魚
（

モ
イ

カ
・

雑
定

め
な

し
定

め
な

し
定

め
な

し
　

共
第

28号
の

共
同

漁
業

権
の

漁
場

区
域

内
。

た
だ

し
、

共
第

109号
の

漁
９

月
１

日
か

ら
津

久
見

市
（

大
字

保
周

年



令
和
二
年
十
二
月
一
日

大
分
県
報
号
外

二
九

（
告
示
）

14-1
魚

）
機

船
船

び
き

網

漁
業

（
30隻

）
場

区
域

（
旧

海
洋

牧
場

）
を

除
く

。
翌

年
の

３
月

31日

ま
で

戸
島

を
除

く
。

）
に

住
所

を
有

す
る

者

備
考

　
１

　
「

番
号

」
と

は
、

大
分

県
知

事
許

可
漁

業
の

許
可

又
は

起
業

の
認

可
の

取
扱

い
方

針
（

令
和

２
年

12月
１

日
付

け
漁

管
第

966号
。

以
下

「
許

可
方

針
」

と
い

う
。

）
別

表
第

３
中

の
番

号
を

い
う

。

　
２

　
制

限
措

置
の

各
欄

の
「

定
め

な
し

」
と

は
、

当
該

許
可

漁
業

に
関

す
る

制
限

を
設

け
な

い
場

合
を

い
う

。
ま

た
、

申
請

期
間

の
欄

の
「

定
め

な
し

」
と

は
、

申
請

を
受

け
付

け
る

期
間

を
設

け
な

い
場

合
を

い
う

。

　
３

　
こ

の
告

示
に

係
る

許
可

の
有

効
期

間
は

、
令

和
元

年
９

月
１

日
か

ら
令

和
４

年
８

月
31日

ま
で

と
す

る
。

　
４

　
こ

の
告

示
に

係
る

許
可

又
は

起
業

の
認

可
に

は
、

許
可

方
針

に
定

め
る

内
容

の
条

件
を

付
け

る
も

の
と

す
る

。



令
和
二
年
十
二
月
一
日

大
分
県
報
号
外

三
〇

（
告
示
）

　
　
　
　
　
　
　

大
分
県
告
示
第
六
百
九
十
号

　
漁
業
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
二
百
六
十
七
号
）
第
五
十
八
条
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
同
法

第
四
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
及
び
同
項
の
規
定
を
実
施
す
る
た
め
、
大
分
県
漁
業
調
整
規
則

（
令
和
二
年
大
分
県
規
則
第
六
十
六
号
）
第
四
条
第
一
項
第
五
号
に
掲
げ
る
ご
ち
網
漁
業
に
つ
い
て
、
同
規

則
第
十
一
条
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
事
項
に
関
す
る
制
限
措
置
及
び
許
可
又
は
起
業
の
認
可
を
申
請
す
べ
き

期
間
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

　
　
令
和
二
年
十
二
月
一
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
分
県
知
事
　
　
広
　
　
　
瀬
　
　
　
勝
　
　
　
貞



令
和
二
年
十
二
月
一
日

大
分
県
報
号
外

三
一

（
告
示
）

ご
ち

網
漁

業

番
号

制
　

限
　

措
　

置

申
請

期
間

漁
業

種
類

許
可

等
を

す
べ

き

船
舶

の
数

　
　

　

(R
２

.10.30現
在

の
許

可
実

績
数

)

船
舶

の

総
ト

ン
数

推
進

機
関

の
馬

力
数

操
業

区
域

漁
業

時
期

漁
業

を
営

む

者
の

資
格

5-1-1

た
い

１
そ

う
ロ

ー
ラ

ー
ご

ち
網

漁
業

定
め

な
し

（
３

隻
）

５
ト

ン
未

満
48キ

ロ
ワ

ッ
ト

以
下

　
大

分
県

と
福

岡
県

の
境

界
点

か
ら

６
度

15分
（

真
方

位
）

の
線

と
大

分
市

関
崎

と
愛

媛
県

佐
田

岬
と

を
結

ん
だ

線
と

の
間

の
海

域
で

あ
っ

て
、

次
の

⑴
、

⑵
及

び
⑶

の
海

域
を

除
い

た
大

分
県

海
域

⑴
　

大
分

県
と

福
岡

県
と

の
最

大
高

潮
時

海
岸

線
に

お
け

る
境

界
点

か
ら

６
度

15分
（

真
方

位
）

の
線

と
、

国
東

市
国

東
町

来
浦

大
崎

鼻
と

山
口

県
熊

毛
郡

上
関

町
祝

島
北

端
と

を
結

ん
だ

線
の

間
に

お
け

る
最

大
高

潮

時
海

岸
線

（
姫

島
周

辺
に

あ
っ

て
は

、
姫

島
の

最
大

高
潮

時
海

岸
線

）

か
ら

5,000メ
ー

ト
ル

の
距

離
の

線
以

内
の

海
域

　

⑵
　

国
東

市
国

東
町

来
浦

大
崎

鼻
と

山
口

県
熊

毛
郡

上
関

町
祝

島
北

端
と

を
結

ん
だ

線
と

杵
築

市
美

濃
崎

と
大

分
市

関
崎

と
を

結
ん

だ
線

と
の

間

に
お

け
る

最
大

高
潮

時
海

岸
線

か
ら

2,000メ
ー

ト
ル

の
距

離
の

線
以

内

の
海

域
　

⑶
　

次
の

イ
、

ロ
及

び
ハ

の
各

点
を

順
次

に
結

ん
だ

線
と

ハ
か

ら
ニ

に
至

る
間

に
お

け
る

杵
築

市
及

び
速

見
郡

日
出

町
の

最
大

高
潮

時
海

岸
線

か

ら
2,000メ

ー
ト

ル
の

距
離

の
線

並
び

に
ニ

、
ホ

、
ヘ

、
ト

及
び

チ
の

各

点
を

順
次

に
結

ん
だ

線
以

内
の

海
域

イ
　

美
濃

崎

ロ
　

美
濃

崎
と

関
崎

と
を

結
ん

だ
線

上
美

濃
崎

か
ら

2,000メ
ー

ト
ル

の

点

ハ
　

美
濃

崎
と

大
分

市
青

崎
鼻

と
を

結
ん

だ
線

上
美

濃
崎

か
ら

2,000メ

ー
ト

ル
の

点

ニ
　

日
出

町
大

神
大

崎
鼻

と
大

分
市

大
分

川
河

口
右

岸
と

を
結

ん
だ

線

上
大

崎
鼻

か
ら

2,000メ
ー

ト
ル

の
点

ホ
　

日
出

町
大

神
大

崎
鼻

と
大

分
市

大
分

川
河

口
右

岸
と

を
結

ん
だ

線

と
大

分
市

高
崎

山
頂

上
と

北
緯

3
3
度

1
9
.9

分
・

東
経

1
3
1
度

4
6
.8

9
5
0

分
（

旧
別

府
湾

第
２

号
灯

浮
標

）
の

点
と

を
結

ん
だ

線
と

の
交

点

ヘ
　

北
緯

3
3
度

1
9
.9

分
・

東
経

1
3
1
度

4
6
.8

9
5
0
分

（
旧

別
府

湾
第

２
号

灯
浮

標
）

の
点

ト
　

佐
田

岬

チ
　

関
崎

７
月

１
日

か
ら

12月
31日

ま
で

中
津

市
（

三
光

、
本

耶
馬

渓
町

、
耶

馬
溪

町
及

び
山

国
町

を
除

く
。

）
、

宇
佐

市

（
安

心
院

町
及

び
院

内
町

を
除

く
。

）
又

は
豊

後
高

田
市

に
住

所
を

有
す

る
者

周
年

定
め

な
し

（
16隻

）

別
記

１
の

と

お
り

別
記

２
の

と
お

り

１
月

１
日

か
ら

12月
31日

ま
で

国
東

市
、

東
国

東
郡

姫
島

村
、

杵
築

市

（
山

香
町

及
び

大
田

を
除

く
。

）
、

速
見

郡
日

出
町

、
別

府
市

又
は

大
分

市
（

旧
大

分
郡

野
津

原
町

及
び

旧
北

海
部

郡
佐

賀
関

町
の

区
域

を
除

く
。

）
に

住
所

を
有

す
る

者

周
年

5-
た

い
１

そ
う

ご
ち

網
定

め
な

し
定

め
な

し
定

め
な

し
　

豊
後

高
田

市
と

国
東

市
の

境
界

点
か

ら
350度

（
磁

針
方

位
）

の
線

と
国

３
月

１
日

か
ら

国
東

市
又

は
東

国
東

周
年



令
和
二
年
十
二
月
一
日

大
分
県
報
号
外

三
二

（
告
示
）

2-1
漁

業
（

２
隻

）
東

市
国

東
町

北
江

鼻
か

ら
58度

（
磁

針
方

位
）

の
線

と
の

間
に

お
け

る
大

分

県
海

域

12月
31日

ま
で

郡
姫

島
村

に
住

所
を

有
す

る
者

5-3-1

き
す

ロ
ー

ラ
ー

ご
ち

網
漁

業

定
め

な
し

（
17隻

）

定
め

な
し

定
め

な
し

　
大

分
県

と
福

岡
県

の
境

界
点

か
ら

６
度

15分
（

真
方

位
）

の
線

と
豊

後
高

田
市

と
国

東
市

の
境

界
点

か
ら

3
5
0
度

（
磁

針
方

位
）

の
線

と
の

間
の

大
分

県
海

域
。

た
だ

し
、

共
第

２
号

、
共

第
３

号
、

共
第

４
号

及
び

共
第

５
号

の

共
同

漁
業

権
の

漁
場

区
域

の
う

ち
最

大
高

潮
時

海
岸

線
か

ら
1,000メ

ー
ト

ル

以
内

の
海

域
並

び
に

共
第

６
号

の
共

同
漁

業
権

の
漁

場
区

域
を

除
く

。

４
月

15日
か

ら

９
月

30日
ま

で

中
津

市
（

三
光

、
本

耶
馬

渓
町

、
耶

馬
溪

町
及

び
山

国
町

を
除

く
。

）
、

宇
佐

市

（
安

心
院

町
及

び
院

内
町

を
除

く
。

）
又

は
豊

後
高

田
市

（
旧

西
国

東
郡

真
玉

町
の

区
域

を
除

く
。

）
に

住
所

を
有

す
る

者

周
年

5-4-1

か
れ

い
ロ

ー
ラ

ー
ご

ち
網

漁
業

定
め

な
し

（
１

隻
）

定
め

な
し

定
め

な
し

　
大

分
県

と
福

岡
県

の
境

界
点

か
ら

６
度

15分
（

真
方

位
）

の
線

と
豊

後
高

田
市

と
国

東
市

の
境

界
点

か
ら

3
5
0
度

（
磁

針
方

位
）

の
線

と
の

間
の

海
域

で
あ

っ
て

、
共

第
６

号
の

漁
場

区
域

を
除

い
た

大
分

県
海

域
。

た
だ

し
、

共

第
２

号
の

共
同

漁
業

権
の

漁
場

区
域

に
お

い
て

は
最

大
高

潮
時

海
岸

線
か

ら

2
,0

0
0
メ

ー
ト

ル
以

内
、

そ
の

他
の

区
域

に
お

い
て

は
同

1
,0

0
0
メ

ー
ト

ル
以

内
の

海
域

を
除

く
。

５
月

11日
か

ら

８
月

31日
ま

で

中
津

市
（

三
光

、
本

耶
馬

渓
町

、
耶

馬
溪

町
及

び
山

国
町

を
除

く
。

）
、

宇
佐

市

（
安

心
院

町
及

び
院

内
町

を
除

く
。

）
又

は
豊

後
高

田
市

に
住

所
を

有
す

る
者

周
年

備
考

　
１

　
「

番
号

」
と

は
、

大
分

県
知

事
許

可
漁

業
の

許
可

又
は

起
業

の
認

可
の

取
扱

い
方

針
（

令
和

２
年

12月
１

日
付

け
漁

管
第

966号
。

以
下

「
許

可
方

針
」

と
い

う
。

）
別

表
第

３
中

の
番

号
を

い
う

。

　
２

　
制

限
措

置
の

各
欄

の
「

定
め

な
し

」
と

は
、

当
該

許
可

漁
業

に
関

す
る

制
限

を
設

け
な

い
場

合
を

い
う

。

　
３

　
こ

の
告

示
に

係
る

許
可

の
有

効
期

間
は

、
令

和
元

年
９

月
１

日
か

ら
令

和
４

年
８

月
31日

ま
で

と
す

る
。

　
４

　
こ

の
告

示
に

係
る

許
可

又
は

起
業

の
認

可
に

は
、

許
可

方
針

に
定

め
る

内
容

の
条

件
を

付
け

る
も

の
と

す
る

。

別
記

（
番

号
5-1-1関

係
）

　
１

　
５

ト
ン

未
満

（
平

成
14年

３
月

31日
時

点
で

許
可

を
受

け
て

い
た

船
舶

は
、

７
ト

ン
未

満
。

た
だ

し
、

当
該

船
舶

に
つ

い
て

、
大

分
県

漁
業

調
整

規
則

第
14条

第
１

項
第

４
号

の
規

定
に

よ
る

許
可

（
親

子
兄

弟

　
　

間
を

除
く

。
）

を
受

け
た

者
に

あ
っ

て
は

、
こ

の
限

り
で

な
い

。
）

　
２

　
48キ

ロ
ワ

ッ
ト

以
下

。
た

だ
し

、
次

の
各

号
に

掲
げ

る
船

舶
に

あ
っ

て
は

、
当

該
各

号
に

定
め

る
馬

力
数

と
す

る
。

　
　

⑴
　

平
成

14年
３

月
31日

時
点

で
許

可
を

受
け

て
い

た
船

舶
で

あ
っ

て
、

48キ
ロ

ワ
ッ

ト
を

超
え

330キ
ロ

ワ
ッ

ト
以

下
の

推
進

機
関

を
備

え
て

い
た

も
の

　
330キ

ロ
ワ

ッ
ト

以
下

。
た

だ
し

、
当

該
船

舶
に

つ
い

　
　

　
て

、
大

分
県

漁
業

調
整

規
則

第
14条

第
１

項
第

４
号

の
規

定
に

よ
る

許
可

（
親

子
兄

弟
間

を
除

く
。

）
を

受
け

た
者

に
あ

っ
て

は
、

こ
の

限
り

で
な

い
。

　
　

⑵
　

平
成

14年
３

月
31日

時
点

で
許

可
を

受
け

て
い

た
船

舶
で

あ
っ

て
、

330キ
ロ

ワ
ッ

ト
を

超
え

る
推

進
機

関
を

備
え

て
い

た
も

の
　

当
該

推
進

機
関

の
馬

力
数

以
下

。
た

だ
し

、
当

該
船

舶
に

つ
い

て
、

大
分

県

　
　

　
漁

業
調

整
規

則
第

14条
第

１
項

第
４

号
の

規
定

に
よ

る
許

可
（

親
子

兄
弟

間
を

除
く

。
）

を
受

け
た

者
に

あ
っ

て
は

、
こ

の
限

り
で

な
い

。



令
和
二
年
十
二
月
一
日

大
分
県
報
号
外

三
三

（
告
示
）

　
　
　
　
　
　
　

大
分
県
告
示
第
六
百
九
十
一
号

　
漁
業
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
二
百
六
十
七
号
）
第
五
十
八
条
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
同
法

第
四
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
及
び
同
項
の
規
定
を
実
施
す
る
た
め
、
大
分
県
漁
業
調
整
規
則

（
令
和
二
年
大
分
県
規
則
第
六
十
六
号
）
第
四
条
第
一
項
第
六
号
に
掲
げ
る
小
型
ま
き
網
漁
業
に
つ
い
て
、

同
規
則
第
十
一
条
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
事
項
に
関
す
る
制
限
措
置
及
び
許
可
又
は
起
業
の
認
可
を
申
請
す

べ
き
期
間
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

　
　
令
和
二
年
十
二
月
一
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
分
県
知
事
　
　
広
　
　
　
瀬
　
　
　
勝
　
　
　
貞



令
和
二
年
十
二
月
一
日

大
分
県
報
号
外

三
四

（
告
示
）

小
型

ま
き

網
漁

業

番
号

制
　

限
　

措
　

置

申
請

期
間

漁
業

種
類

許
可

等
を

す
べ

き

船
舶

の
数

　
　

　

(R
２

.10.30現
在

の
許

可
実

績
数

)

船
舶

の

総
ト

ン
数

推
進

機
関

の
馬

力
数

操
業

区
域

漁
業

時
期

漁
業

を
営

む

者
の

資
格

6-1-1

い
わ

し
､あ

じ
､さ

ば

ま
き

網
（

１
そ

う
ま

き
網

）
漁

業

０
隻

（
２

隻
）

５
ト

ン
未

満
定

め
な

し
　

大
分

市
関

崎
（

う
ち

を
ば

え
）

、
高

島
西

端
、

高
島

東
端

、
津

久
見

保
戸

島
高

甲
岩

灯
標

及
び

佐
伯

市
上

浦
蒲

戸
崎

を
順

次
に

結
ん

だ
線

以
西

の
海

域

で
あ

っ
て

、
火

光
を

利
用

す
る

網
漁

業
の

禁
止

区
域

を
除

い
た

海
域

１
月

１
日

か
ら

12月
31日

ま
で

臼
杵

市
（

野
津

町
を

除
く

。
）

又
は

津
久

見
市

（
大

字
保

戸
島

を
除

く
。

）
に

住
所

を
有

す
る

者

定
め

な
し

6-1-2

い
わ

し
､あ

じ
､さ

ば

ま
き

網
（

１
そ

う
ま

き
網

）
漁

業

０
隻

（
２

隻
）

５
ト

ン
未

満
定

め
な

し
　

共
第

43号
の

共
同

漁
業

権
の

漁
場

区
域

内
。

た
だ

し
、

火
光

を
利

用
す

る

網
漁

業
の

禁
止

区
域

を
除

く
。

１
月

１
日

か
ら

12月
31日

ま
で

佐
伯

市
米

水
津

に
住

所
を

有
す

る
者

定
め

な
し

6-1-4

い
わ

し
､あ

じ
､さ

ば

ま
き

網
（

１
そ

う
ま

き
網

）
漁

業

０
隻

（
２

隻
）

５
ト

ン
未

満
定

め
な

し
　

共
第

45号
の

共
同

漁
業

権
の

漁
場

区
域

内
。

た
だ

し
、

火
光

を
利

用
す

る

網
漁

業
の

禁
止

区
域

を
除

く
。

１
月

１
日

か
ら

12月
31日

ま
で

佐
伯

市
蒲

江
大

字
蒲

江
浦

又
は

大
字

猪
串

浦
に

住
所

を
有

す
る

者

定
め

な
し

備
考

　
１

　
「

番
号

」
と

は
、

大
分

県
知

事
許

可
漁

業
の

許
可

又
は

起
業

の
認

可
の

取
扱

い
方

針
（

令
和

２
年

12月
１

日
付

け
漁

管
第

966号
。

以
下

「
許

可
方

針
」

と
い

う
。

）
別

表
第

３
中

の
番

号
を

い
う

。

　
２

　
制

限
措

置
の

各
欄

の
「

定
め

な
し

」
と

は
、

当
該

許
可

漁
業

に
関

す
る

制
限

を
設

け
な

い
場

合
を

い
う

。
ま

た
、

申
請

期
間

の
欄

の
「

定
め

な
し

」
と

は
、

申
請

を
受

け
付

け
る

期
間

を
設

け
な

い
場

合
を

い
う

。

　
３

　
こ

の
告

示
に

係
る

許
可

の
有

効
期

間
は

、
平

成
30年

11月
１

日
か

ら
令

和
３

年
10月

31日
ま

で
と

す
る

。

　
４

　
こ

の
告

示
に

係
る

許
可

又
は

起
業

の
認

可
に

は
、

許
可

方
針

に
定

め
る

内
容

の
条

件
を

付
け

る
も

の
と

す
る

。



令
和
二
年
十
二
月
一
日

大
分
県
報
号
外

三
五

（
告
示
）

　
　
　
　
　
　
　

大
分
県
告
示
第
六
百
九
十
二
号

　
漁
業
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
二
百
六
十
七
号
）
第
五
十
八
条
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
同
法

第
四
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
及
び
同
項
の
規
定
を
実
施
す
る
た
め
、
大
分
県
漁
業
調
整
規
則

（
令
和
二
年
大
分
県
規
則
第
六
十
六
号
）
第
四
条
第
一
項
第
九
号
に
掲
げ
る
棒
受
け
網
漁
業
に
つ
い
て
、
同

規
則
第
十
一
条
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
事
項
に
関
す
る
制
限
措
置
及
び
許
可
又
は
起
業
の
認
可
を
申
請
す
べ

き
期
間
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

　
　
令
和
二
年
十
二
月
一
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
分
県
知
事
　
　
広
　
　
　
瀬
　
　
　
勝
　
　
　
貞



令
和
二
年
十
二
月
一
日

大
分
県
報
号
外

三
六

（
告
示
）

棒
受

け
網

漁
業

番
号

制
　

限
　

措
　

置

申
請

期
間

漁
業

種
類

許
可

等
を

す
べ

き

船
舶

の
数

　
　

　

(R
２

.10.30現
在

の
許

可
実

績
数

)

船
舶

の

総
ト

ン
数

推
進

機
関

の
馬

力
数

操
業

区
域

漁
業

時
期

漁
業

を
営

む

者
の

資
格

7-1-1

い
わ

し
､あ

じ
､さ

ば
 

棒
受

け
網

漁
業

定
め

な
し

（
７

隻
）

定
め

な
し

定
め

な
し

　
共

同
漁

業
権

（
申

請
者

の
住

所
地

の
地

先
共

同
漁

業
権

に
限

る
。

）
の

漁

場
区

域
内

。
た

だ
し

、
火

光
利

用
の

禁
止

区
域

を
除

く
。

1月
1日

か
ら

12月
31日

ま
で

佐
伯

市
（

弥
生

、
本

匠
、

宇
目

及
び

直
川

を
除

く
。

）
に

住
所

を
有

す
る

者

周
年

備
考

　
１

　
「

番
号

」
と

は
、

大
分

県
知

事
許

可
漁

業
の

許
可

又
は

起
業

の
認

可
の

取
扱

い
方

針
（

令
和

２
年

12月
１

日
付

け
漁

管
第

966号
。

以
下

「
許

可
方

針
」

と
い

う
。

）
別

表
第

３
中

の
番

号
を

い
う

。

　
２

　
制

限
措

置
の

各
欄

の
「

定
め

な
し

」
と

は
、

当
該

許
可

漁
業

に
関

す
る

制
限

を
設

け
な

い
場

合
を

い
う

。

　
３

　
こ

の
告

示
に

係
る

許
可

の
有

効
期

間
は

、
平

成
30年

11月
１

日
か

ら
令

和
３

年
10月

31日
ま

で
と

す
る

。

　
４

　
こ

の
告

示
に

係
る

許
可

又
は

起
業

の
認

可
に

は
、

許
可

方
針

に
定

め
る

内
容

の
条

件
を

付
け

る
も

の
と

す
る

。



令
和
二
年
十
二
月
一
日

大
分
県
報
号
外

三
七

（
告
示
）

　
　
　
　
　
　
　

大
分
県
告
示
第
六
百
九
十
三
号

　
漁
業
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
二
百
六
十
七
号
）
第
五
十
八
条
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
同
法

第
四
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
及
び
同
項
の
規
定
を
実
施
す
る
た
め
、
大
分
県
漁
業
調
整
規
則

（
令
和
二
年
大
分
県
規
則
第
六
十
六
号
）
第
四
条
第
一
項
第
十
一
号
に
掲
げ
る
刺
し
網
漁
業
に
つ
い
て
、
同

規
則
第
十
一
条
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
事
項
に
関
す
る
制
限
措
置
及
び
許
可
又
は
起
業
の
認
可
を
申
請
す
べ

き
期
間
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

　
　
令
和
二
年
十
二
月
一
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
分
県
知
事
　
　
広
　
　
　
瀬
　
　
　
勝
　
　
　
貞



令
和
二
年
十
二
月
一
日

大
分
県
報
号
外

三
八

（
告
示
）

刺
し

網
漁

業

番
号

制
　

限
　

措
　

置

申
請

期
間

漁
業

種
類

許
可

等
を

す
べ

き

漁
業

者
の

数
　

　

(R
２

.10.30現
在

の
許

可
実

績
数

)

船
舶

の

総
ト

ン
数

推
進

機
関

の
馬

力
数

操
業

区
域

漁
業

時
期

漁
業

を
営

む

者
の

資
格

8-1-1

さ
わ

ら
流

し
刺

し
網

漁
業

０
人

（
６

人
）

定
め

な
し

定
め

な
し

　
大

分
県

と
福

岡
県

の
境

界
点

か
ら

６
度

15分
（

真
方

位
）

の
線

と
豊

後
高

田
市

と
国

東
市

の
境

界
点

か
ら

3
5
0
度

（
磁

針
方

位
）

の
線

と
の

間
の

大
分

県
海

域
。

た
だ

し
、

最
大

高
潮

時
海

岸
線

か
ら

4,000メ
ー

ト
ル

以
内

の
海

域

を
除

く
。

３
月

１
日

か
ら

12月
31日

ま
で

中
津

市
（

三
光

、
本

耶
馬

渓
町

、
耶

馬
溪

町
及

び
山

国
町

を
除

く
。

）
、

宇
佐

市

（
安

心
院

町
及

び
院

内
町

を
除

く
。

）
又

は
豊

後
高

田
市

に
住

所
を

有
す

る
者

定
め

な
し

8-1-2

さ
わ

ら
流

し
刺

し
網

漁
業

０
人

（
２

人
）

定
め

な
し

定
め

な
し

　
豊

後
高

田
市

と
国

東
市

の
境

界
点

か
ら

3
5
0
度

（
磁

針
方

位
）

の
線

と
杵

築
市

美
濃

崎
か

ら
90度

（
磁

針
方

位
）

の
線

と
の

間
の

大
分

県
海

域
。

た
だ

し
、

最
大

高
潮

時
海

岸
線

（
姫

島
周

辺
に

あ
っ

て
は

姫
島

の
最

大
高

潮
時

海

岸
線

）
か

ら
4,000メ

ー
ト

ル
以

内
の

海
域

を
除

く
。

８
月

１
日

か
ら

翌
年

の
１

月
31日

ま
で

国
東

市
国

見
町

又
は

東
国

東
郡

姫
島

村
に

住
所

を
有

す
る

者

定
め

な
し

8-1-3

さ
わ

ら
流

し
刺

し
網

漁
業

０
人

（
２

人
）

定
め

な
し

定
め

な
し

　
国

東
市

国
見

町
と

同
市

国
東

町
の

境
界

点
か

ら
63度

（
磁

針
方

位
）

の
線

と
国

東
市

と
杵

築
市

の
境

界
点

か
ら

90度
（

磁
針

方
位

）
の

線
と

の
間

の
大

分
県

海
域

。
た

だ
し

、
最

大
高

潮
時

海
岸

線
か

ら
4,000メ

ー
ト

ル
以

内
の

海

域
を

除
く

。

８
月

１
日

か
ら

翌
年

の
１

月
31日

ま
で

国
東

市
国

東
町

浜
、

深
江

、
東

堅
来

、
富

来
浦

、
浜

崎
又

は
富

来
に

住
所

を
有

す
る

者

定
め

な
し

8-1-4

さ
わ

ら
流

し
刺

し
網

漁
業

０
人

（
22人

）

定
め

な
し

定
め

な
し

　
豊

後
高

田
市

と
国

東
市

の
境

界
点

か
ら

3
5
0
度

（
磁

針
方

位
）

の
線

と
大

分
市

関
崎

と
愛

媛
県

佐
田

岬
と

を
結

ん
だ

線
と

の
間

の
海

域
で

あ
っ

て
、

次

の
海

域
を

除
い

た
大

分
県

海
域

　
最

大
高

潮
時

海
岸

線
（

姫
島

周
辺

に
あ

っ
て

は
姫

島
の

最
大

高
潮

時
海

岸

線
）

か
ら

4,000メ
ー

ト
ル

以
内

の
海

域
。

た
だ

し
、

杵
築

市
美

濃
崎

と
大

分

市
青

崎
鼻

と
を

結
ん

だ
線

以
西

に
お

い
て

は
、

青
崎

鼻
か

ら
同

線
上

3,000メ

ー
ト

ル
の

点
と

大
分

市
大

分
港

赤
灯

台
と

日
出

町
大

神
大

崎
鼻

を
結

ん
だ

線

上
同

灯
台

か
ら

2,000メ
ー

ト
ル

の
点

と
を

結
ん

だ
線

及
び

最
大

高
潮

時
海

岸

線
か

ら
2,000メ

ー
ト

ル
以

内
の

海
域

８
月

１
日

か
ら

翌
年

の
１

月
3
1
日

ま
で

国
東

市
（

国
見

町
並

び
に

国
東

町
浜

、
深

江
、

東
堅

来
、

富
来

浦
、

浜
崎

及
び

富
来

を
除

く
。

）
に

住
所

を
有

す
る

者

定
め

な
し

8-1-5

さ
わ

ら
流

し
刺

し
網

漁
業

０
人

（
35人

）

定
め

な
し

定
め

な
し

　
国

東
市

国
東

町
黒

津
ノ

鼻
か

ら
90度

（
真

方
位

）
の

線
と

大
分

市
関

崎
と

愛
媛

県
佐

田
岬

と
を

結
ん

だ
線

と
の

間
の

海
域

で
あ

っ
て

、
次

の
海

域
を

除

い
た

大
分

県
海

域

７
月

１
日

か
ら

翌
年

の
１

月
3
1
日

ま
で

杵
築

市
（

山
香

町
及

び
大

田
を

除
く

。
）

、

速
見

郡
日

出
町

、
別

定
め

な
し



令
和
二
年
十
二
月
一
日

大
分
県
報
号
外

三
九

（
告
示
）

　
最

大
高

潮
時

海
岸

線
か

ら
4,000メ

ー
ト

ル
以

内
の

海
域

。
た

だ
し

、
杵

築

市
美

濃
崎

と
大

分
市

青
崎

鼻
と

を
結

ん
だ

線
以

西
に

お
い

て
は

、
青

崎
鼻

か

ら
同

線
上

3,000メ
ー

ト
ル

の
点

と
大

分
市

大
分

港
赤

灯
台

と
日

出
町

大
神

大

崎
鼻

を
結

ん
だ

線
上

同
灯

台
か

ら
2,000メ

ー
ト

ル
の

点
と

を
結

ん
だ

線
及

び

最
大

高
潮

時
海

岸
線

か
ら

2,000メ
ー

ト
ル

以
内

の
海

域

府
市

又
は

大
分

市

（
旧

大
分

郡
野

津
原

町
及

び
旧

北
海

部
郡

佐
賀

関
町

の
区

域
を

除
く

。
）

に
住

所
を

有
す

る
者

8-2-1

ま
な

が
つ

お
流

し
刺

し
網

漁
業

定
め

な
し

（
11人

）

定
め

な
し

定
め

な
し

　
大

分
県

と
福

岡
県

の
境

界
点

か
ら

６
度

15分
（

真
方

位
）

の
線

と
豊

後
高

田
市

と
国

東
市

の
境

界
点

か
ら

3
5
0
度

（
磁

針
方

位
）

の
線

と
の

間
の

大
分

県
海

域
。

た
だ

し
、

最
大

高
潮

時
海

岸
線

か
ら

4,000メ
ー

ト
ル

以
内

の
海

域

を
除

く
。

５
月

１
日

か
ら

11月
30日

ま
で

中
津

市
（

三
光

、
本

耶
馬

渓
町

、
耶

馬
溪

町
及

び
山

国
町

を
除

く
。

）
、

宇
佐

市
（

安

心
院

町
及

び
院

内
町

を
除

く
。

）
又

は
豊

後
高

田
市

に
住

所
を

有
す

る
者

周
年

8-2-2

ま
な

が
つ

お
流

し
刺

し
網

漁
業

定
め

な
し

（
７

人
）

定
め

な
し

定
め

な
し

　
豊

後
高

田
市

と
国

東
市

の
境

界
点

か
ら

3
5
0
度

（
磁

針
方

位
）

の
線

と
杵

築
市

美
濃

崎
か

ら
90度

（
磁

針
方

位
）

の
線

と
の

間
の

大
分

県
海

域
。

た
だ

し
、

最
大

高
潮

時
海

岸
線

（
姫

島
周

辺
に

あ
っ

て
は

姫
島

の
最

大
高

潮
時

海

岸
線

）
か

ら
4,000メ

ー
ト

ル
以

内
の

海
域

を
除

く
。

１
月

１
日

か
ら

12月
31日

ま
で

国
東

市
国

見
町

又
は

東
国

東
郡

姫
島

村
に

住
所

を
有

す
る

者

周
年

8-2-3

ま
な

が
つ

お
流

し
刺

し
網

漁
業

定
め

な
し

（
10人

）

定
め

な
し

定
め

な
し

　
国

東
市

国
見

町
と

同
市

国
東

町
の

境
界

点
か

ら
63度

（
磁

針
方

位
）

の
線

と
国

東
市

と
杵

築
市

の
境

界
点

か
ら

1
1
5
度

（
磁

針
方

位
）

の
線

と
の

間
の

大
分

県
海

域
。

た
だ

し
、

最
大

高
潮

時
海

岸
線

か
ら

4,000メ
ー

ト
ル

以
内

の

海
域

を
除

く
。

１
月

１
日

か
ら

12月
31日

ま
で

国
東

市
（

国
見

町
を

除
く

。
）

に
住

所
を

有
す

る
者

周
年

8-2-4

ま
な

が
つ

お
流

し
刺

し
網

漁
業

定
め

な
し

（
６

人
）

定
め

な
し

定
め

な
し

　
国

東
市

国
東

町
黒

津
ノ

鼻
か

ら
90度

（
真

方
位

）
の

線
と

大
分

市
関

崎
と

愛
媛

県
佐

田
岬

と
を

結
ん

だ
線

と
の

間
の

海
域

で
あ

っ
て

、
次

の
海

域
を

除

い
た

大
分

県
海

域
　

　
最

大
高

潮
時

海
岸

線
か

ら
4,000メ

ー
ト

ル
以

内
の

海
域

。
た

だ
し

、
杵

築

市
美

濃
崎

と
大

分
市

青
崎

鼻
と

を
結

ん
だ

線
以

西
に

お
い

て
は

、
青

崎
鼻

か

ら
同

線
上

3,000メ
ー

ト
ル

の
点

と
大

分
市

大
分

港
赤

灯
台

と
日

出
町

大
神

大

崎
鼻

を
結

ん
だ

線
上

同
灯

台
か

ら
2,000メ

ー
ト

ル
の

点
と

を
結

ん
だ

線
及

び

最
大

高
潮

時
海

岸
線

か
ら

2,000メ
ー

ト
ル

以
内

の
海

域

１
月

１
日

か
ら

12月
31日

ま
で

杵
築

市
（

山
香

町
及

び
大

田
を

除
く

。
）

、

速
見

郡
日

出
町

、
別

府
市

又
は

大
分

市

（
旧

大
分

郡
野

津
原

町
及

び
旧

北
海

部
郡

佐
賀

関
町

の
区

域
を

除
く

。
）

に
住

所
を

有
す

る
者

周
年

8-3-1

ま
な

が
つ

お
・

す
ず

き
流

し
刺

し
網

漁
業

定
め

な
し

（
27人

）

定
め

な
し

定
め

な
し

　
国

東
市

国
東

町
黒

津
ノ

鼻
か

ら
90度

（
真

方
位

）
の

線
と

大
分

市
関

崎
と

愛
媛

県
佐

田
岬

と
を

結
ん

だ
線

と
の

間
の

海
域

で
あ

っ
て

、
次

の
海

域
を

除

い
た

大
分

県
海

域

　
最

大
高

潮
時

海
岸

線
か

ら
4,000メ

ー
ト

ル
以

内
の

海
域

。
た

だ
し

、
杵

築

市
美

濃
崎

と
大

分
市

青
崎

鼻
と

を
結

ん
だ

線
以

西
に

お
い

て
は

、
青

崎
鼻

か

ら
同

線
上

3,000メ
ー

ト
ル

の
点

と
大

分
市

大
分

港
赤

灯
台

と
日

出
町

大
神

大

１
月

１
日

か
ら

12月
31日

ま
で

杵
築

市
（

山
香

町
及

び
大

田
を

除
く

。
）

、

速
見

郡
日

出
町

、
別

府
市

又
は

大
分

市

（
旧

大
分

郡
野

津
原

町
及

び
旧

北
海

部
郡
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崎
鼻

を
結

ん
だ

線
上

同
灯

台
か

ら
2
,0

0
0
メ

ー
ト

ル
の

点
と

を
結

ん
だ

線
及

び
最

大
高

潮
時

海
岸

線
か

ら
2,000メ

ー
ト

ル
以

内
の

海
域

佐
賀

関
町

の
区

域
を

除
く

。
）

に
住

所
を

有
す

る
者

。
た

だ

し
、

ま
な

が
つ

お

流
し

刺
し

網
漁

業

（
8
-2

-4
）

の
許

可
を

受
け

た
者

を
除

く
。

周
年

8-4-1

そ
う

だ
が

つ
お

流
し

刺
し

網
漁

業

定
め

な
し

（
７

人
）

定
め

な
し

定
め

な
し

　
国

東
市

国
東

町
黒

津
ノ

鼻
か

ら
90度

（
真

方
位

）
の

線
と

大
分

市
関

崎
と

愛
媛

県
佐

田
岬

と
を

結
ん

だ
線

と
の

間
の

海
域

で
あ

っ
て

、
次

の
海

域
を

除

い
た

大
分

県
海

域
　

　
最

大
高

潮
時

海
岸

線
か

ら
4
,0

0
0
メ

ー
ト

ル
以

内
の

海
域

。
た

だ
し

、
杵

築
市

美
濃

崎
と

大
分

市
青

崎
鼻

と
を

結
ん

だ
線

以
西

に
お

い
て

は
、

青
崎

鼻

か
ら

同
線

上
3
,0

0
0
メ

ー
ト

ル
の

点
と

大
分

市
大

分
港

赤
灯

台
と

日
出

町
大

神
大

崎
鼻

を
結

ん
だ

線
上

同
灯

台
か

ら
2
,0

0
0
メ

ー
ト

ル
の

点
と

を
結

ん
だ

線
及

び
最

大
高

潮
時

海
岸

線
か

ら
2,000メ

ー
ト

ル
以

内
の

海
域

７
月

１
日

か
ら

12月
31日

ま
で

杵
築

市
（

山
香

町
及

び
大

田
を

除
く

。
）
、

速
見

郡
日

出
町

、
別

府
市

又
は

大
分

市

（
旧

大
分

郡
野

津
原

町
及

び
旧

北
海

部
郡

佐
賀

関
町

の
区

域
を

除
く

。
）

に
住

所
を

有
す

る
者

周
年

8-5-1

き
す

流
し

刺
し

網
漁

業

定
め

な
し

（
３

人
）

定
め

な
し

定
め

な
し

　
大

分
県

と
福

岡
県

の
境

界
点

か
ら

６
度

15分
（

真
方

位
）

の
線

と
豊

後
高

田
市

と
国

東
市

の
境

界
点

か
ら

3
5
0
度

（
磁

針
方

位
）

の
線

と
の

間
の

大
分

県
海

域
。

た
だ

し
、

最
大

高
潮

時
海

岸
線

か
ら

1
,0

0
0
メ

ー
ト

ル
以

内
の

海

域
を

除
く

。

４
月

１
日

か
ら

11月
30日

ま
で

中
津

市
（

三
光

、
本

耶
馬

渓
町

、
耶

馬
溪

町
及

び
山

国
町

を
除

く
。

）
、

宇
佐

市

（
安

心
院

町
及

び
院

内
町

を
除

く
。

）
又

は
豊

後
高

田
市

に
住

所
を

有
す

る
者

周
年

8-5-3

き
す

流
し

刺
し

網
漁

業

定
め

な
し

（
19人

）

定
め

な
し

定
め

な
し

　
豊

後
高

田
市

と
国

東
市

の
境

界
点

か
ら

3
5
0
度

（
磁

針
方

位
）

の
線

と
杵

築
市

美
濃

崎
か

ら
90度

（
磁

針
方

位
）

の
線

と
の

間
の

大
分

県
海

域
。

た
だ

し
、

共
第

７
号

、
共

第
９

号
、

共
第

10号
、

共
第

11号
及

び
共

第
12号

の
共

同
漁

業
権

の
漁

場
区

域
を

除
く

。

１
月

１
日

か
ら

12月
31日

ま
で

東
国

東
郡

姫
島

村
に

住
所

を
有

す
る

者

周
年

8-5-4

き
す

流
し

刺
し

網
漁

業

定
め

な
し

（
８

人
）

定
め

な
し

定
め

な
し

　
国

東
市

国
見

町
と

同
市

国
東

町
の

境
界

点
か

ら
63度

（
磁

針
方

位
）

の
線

と
国

東
市

と
杵

築
市

の
境

界
点

か
ら

1
1
5
度

（
磁

針
方

位
）

の
線

と
の

間
の

大
分

県
海

域
。

た
だ

し
、

共
同

漁
業

権
の

漁
場

区
域

を
除

く
。

１
月

１
日

か
ら

12月
31日

ま
で

国
東

市
（

国
見

町
を

除
く

。
）

に
住

所
を

有
す

る
者

周
年

8-5-5

き
す

流
し

刺
し

網
漁

業

定
め

な
し

（
13人

）

定
め

な
し

定
め

な
し

　
国

東
市

国
東

町
黒

津
ノ

鼻
か

ら
90度

（
磁

針
方

位
）

の
線

と
大

分
市

関
崎

と
愛

媛
県

佐
田

岬
と

を
結

ん
だ

線
と

の
間

の
海

域
で

あ
っ

て
、

共
同

漁
業

権

の
漁

場
区

域
及

び
臨

海
工

業
土

地
造

成
に

伴
う

漁
業

補
償

区
域

を
除

い
た

大

分
県

海
域

。
た

だ
し

、
杵

築
市

美
濃

崎
と

大
分

市
１

号
埋

立
地

北
東

端
角

と

を
結

ん
だ

線
以

東
に

あ
っ

て
は

、
最

大
高

潮
時

海
岸

線
か

ら
4
,0

0
0
メ

ー
ト

１
月

１
日

か
ら

12月
31日

ま
で

杵
築

市
（

山
香

町
及

び
大

田
を

除
く

。
）
、

速
見

郡
日

出
町

、
別

府
市

又
は

大
分

市

（
旧

大
分

郡
野

津
原

周
年
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ル
以

内
の

海
域

を
除

く
。

町
の

区
域

並
び

に
大

字
佐

賀
関

、
大

字
白

木
及

び
大

字
一

尺
屋

を
除

く
。

）
に

住
所

を
有

す
る

者

8-6-1

こ
の

し
ろ

流
し

刺
し

網
漁

業

定
め

な
し

（
３

人
）

定
め

な
し

定
め

な
し

　
次

の
イ

、
ロ

、
ハ

、
ホ

及
び

ニ
の

各
点

を
順

次
に

結
ん

だ
線

以
内

の
海

域
。

た
だ

し
、

臨
海

工
業

土
地

造
成

に
伴

う
漁

業
補

償
区

域
を

除
く

。

イ
　

別
府

市
と

大
分

市
と

の
境

界
点

（
両

郡
橋

）

ロ
　

イ
か

ら
52度

30分
（

磁
針

方
位

）
1,700メ

ー
ト

ル
の

点

ハ
　

大
分

港
赤

灯
台

か
ら

５
度

（
磁

針
方

位
）

1,700メ
ー

ト
ル

の
点

ニ
　

乙
津

泊
地

東
防

波
堤

根
基

ホ
　

ニ
か

ら
７

度
30分

（
磁

針
方

位
）

1,700メ
ー

ト
ル

の
点

１
月

１
日

か
ら

12月
31日

ま
で

大
分

市
（

旧
大

分
郡

野
津

原
町

及
び

旧
北

海
部

郡
佐

賀
関

町
の

区
域

を
除

く
。

）
に

住
所

を
有

す
る

者

周
年

8-7-1

き
す

ま
き

刺
し

網
漁

業

定
め

な
し

（
２

人
）

定
め

な
し

定
め

な
し

　
杵

築
市

美
濃

崎
と

大
分

市
７

号
埋

立
地

北
東

端
角

と
を

結
ん

だ
線

以
西

の

海
域

。
た

だ
し

、
共

同
漁

業
権

の
漁

場
区

域
及

び
臨

海
工

業
土

地
造

成
に

伴

う
漁

業
補

償
区

域
を

除
く

。

２
月

１
日

か
ら

５

月
31日

ま
で

及
び

1
0
月

１
日

か
ら

1
2

月
31日

ま
で

大
分

市
（

旧
大

分
郡

野
津

原
町

及
び

旧
北

海
部

郡
佐

賀
関

町
の

区
域

を
除

く
。

）
に

住
所

を
有

す
る

者

周
年

8-8-5

く
る

ま
え

び
流

し
刺

し
網

漁
業

定
め

な
し

（
４

人
）

定
め

な
し

定
め

な
し

　
次

の
イ

及
び

ニ
の

線
の

間
で

最
大

高
潮

時
海

岸
線

か
ら

4
,0

0
0
メ

ー
ト

ル

以
内

を
除

く
海

域
で

あ
っ

て
、

次
の

イ
及

び
ロ

の
線

の
間

に
お

い
て

は

8,000メ
ー

ト
ル

以
内

、
ロ

及
び

ハ
の

間
に

お
い

て
は

10,000メ
ー

ト
ル

以
内

、

ハ
及

び
ニ

の
間

に
お

い
て

は
6,000メ

ー
ト

ル
以

内
の

海
域

イ
　

豊
後

高
田

市
と

国
東

市
の

境
界

点
か

ら
350度

（
磁

針
方

位
）

の
線

ロ
　

東
国

東
郡

姫
島

灯
台

か
ら

山
口

県
熊

毛
郡

小
祝

島
西

端
見

通
し

線

ハ
　

国
東

市
国

東
町

黒
津

ノ
鼻

か
ら

山
口

県
熊

毛
郡

八
島

南
端

見
通

し
線

ニ
　

国
東

市
と

杵
築

市
の

境
界

点
か

ら
90度

（
磁

針
方

位
）

の
線

７
月

１
日

か
ら

12月
31日

ま
で

国
東

市
に

住
所

を
有

す
る

者

周
年

8-8-6

く
る

ま
え

び
流

し
刺

し
網

漁
業

定
め

な
し

（
35人

）

定
め

な
し

定
め

な
し

　
次

の
イ

及
び

ニ
の

線
の

間
で

最
大

高
潮

時
海

岸
線

か
ら

4
,
0
0
0
メ

ー
ト

ル
以

内
を

除
く

海
域

で
あ

っ
て

、
次

の
イ

及
び

ロ
の

線
の

間
に

お
い

て
は

8
,
0
0
0
メ

ー
ト

ル
以

内
、

ロ
及

び
ハ

の
間

に
お

い
て

は
1
0
,
0
0
0
メ

ー
ト

ル
以

内
、

ハ
及

び
ニ

の
間

に
お

い
て

は
6
,
0
0
0
メ

ー
ト

ル
以

内
の

海
域

、
並

び
に

共
第

８
号

の
共

同
漁

業
権

の
漁

場
区

域
に

お
い

て
は

最
大

高
潮

時
海

岸
線

か

ら
4,000メ

ー
ト

ル
以

内
の

海
域

イ
　

豊
後

高
田

市
と

国
東

市
の

境
界

点
か

ら
350度

（
磁

針
方

位
）

の
線

ロ
　

姫
島

灯
台

か
ら

山
口

県
熊

毛
郡

小
祝

島
西

端
見

通
し

線

ハ
　

国
東

市
国

東
町

黒
津

ノ
鼻

か
ら

山
口

県
熊

毛
郡

八
島

南
端

見
通

し
線

ニ
　

国
東

市
と

杵
築

市
の

境
界

点
か

ら
90度

（
磁

針
方

位
）

の
線

７
月

１
日

か
ら

12月
31日

ま
で

東
国

東
郡

姫
島

村
に

住
所

を
有

す
る

者

周
年

8-9-1

ぼ
ら

囲
刺

し
網

漁
業

定
め

な
し

（
８

人
）

定
め

な
し

定
め

な
し

　
大

分
県

と
福

岡
県

の
境

界
点

か
ら

６
度

15分
（

真
方

位
）

の
線

と
豊

後
高

田
市

と
国

東
市

の
境

界
点

か
ら

3
5
0
度

（
磁

針
方

位
）

の
線

と
の

間
で

あ
っ

４
月

１
日

か
ら

12月
31日

ま
で

中
津

市
（

三
光

、
本

耶
馬

渓
町

、
耶

馬
溪

周
年
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て
、

最
大

高
潮

時
海

岸
線

か
ら

3,500メ
ー

ト
ル

以
内

の
海

域

　
※

　
新

規
の

許
可

に
つ

い
て

は
、

申
請

者
の

住
所

地
の

地
先

共
同

漁
業

権

　
　

の
区

域

町
及

び
山

国
町

を
除

く
。

）
、

宇
佐

市

（
安

心
院

町
及

び
院

内
町

を
除

く
。

）
又

は
豊

後
高

田
市

に
住

所
を

有
す

る
者

8-9-2

ぼ
ら

囲
刺

し
網

漁
業

定
め

な
し

（
１

人
）

定
め

な
し

定
め

な
し

　
国

東
市

国
見

町
と

同
市

国
東

町
の

境
界

点
か

ら
63度

（
磁

針
方

位
）

の
線

と
国

東
市

と
杵

築
市

の
境

界
点

か
ら

1
1
5
度

（
磁

針
方

位
）

の
線

と
の

間
で

あ
っ

て
、

最
大

高
潮

時
海

岸
線

か
ら

2,000メ
ー

ト
ル

以
内

の
海

域

　
※

　
新

規
の

許
可

に
つ

い
て

は
、

申
請

者
の

住
所

地
の

地
先

共
同

漁
業

権

　
　

の
区

域

９
月

５
日

か
ら

翌
年

の
５

月
3
1
日

ま
で

国
東

市
（

国
見

町
を

除
く

。
）

に
住

所
を

有
す

る
者

周
年

8-9-3

ぼ
ら

囲
刺

し
網

漁
業

定
め

な
し

（
１

人
）

定
め

な
し

定
め

な
し

　
共

第
16号

の
共

同
漁

業
権

の
漁

場
区

域
の

う
ち

、
日

出
町

大
字

大
神

と
同

町
大

字
川

崎
の

境
界

点
か

ら
180度

（
磁

針
方

位
）

の
線

以
東

の
海

域

10月
１

日
か

ら

翌
年

の
５

月
3
1
日

ま
で

速
見

郡
日

出
町

大
字

大
神

に
住

所
を

有
す

る
者

周
年

8-9-6

ぼ
ら

囲
刺

し
網

漁
業

定
め

な
し

（
１

人
）

定
め

な
し

定
め

な
し

　
次

の
イ

、
ロ

、
ニ

及
び

ハ
の

各
点

を
順

次
に

結
ん

だ
線

以
内

の
海

域

イ
　

別
府

市
大

字
北

須
賀

上
人

鼻

ロ
　

イ
か

ら
95度

（
磁

針
方

位
）

1,700メ
ー

ト
ル

の
点

ハ
　

別
府

市
と

大
分

市
の

境
界

点
（

両
郡

橋
）

ニ
　

ハ
か

ら
52度

30分
（

磁
針

方
位

）
1,700メ

ー
ト

ル
の

点

１
月

１
日

か
ら

12月
31日

ま
で

別
府

市
に

住
所

を
有

す
る

者

周
年

8-9-7

ぼ
ら

囲
刺

し
網

漁
業

定
め

な
し

（
５

人
）

定
め

な
し

定
め

な
し

　
共

第
20号

の
共

同
漁

業
権

の
漁

場
区

域
内

　
１

月
１

日
か

ら

12月
31日

ま
で

大
分

市
（

旧
大

分
郡

野
津

原
町

及
び

旧
北

海
部

郡
佐

賀
関

町
の

区
域

を
除

く
。

）
に

住
所

を
有

す
る

者

周
年

8-9-11

ぼ
ら

囲
刺

し
網

漁
業

定
め

な
し

（
４

人
）

定
め

な
し

定
め

な
し

　
共

第
15号

の
共

同
漁

業
権

の
漁

場
区

域
の

う
ち

、
杵

築
市

大
字

狩
宿

と
同

市
大

字
守

江
の

境
界

点
（

黒
石

）
か

ら
1
8
0
度

（
磁

針
方

位
）

の
線

と
杵

築

市
と

日
出

町
の

境
界

か
ら

1
8
0
度

（
磁

針
方

位
）

の
線

と
の

間
の

海
域

。
た

だ
し

、
杵

築
市

守
江

灯
台

と
同

市
高

山
川

右
岸

埋
立

北
東

端
角

と
を

結
ん

だ

線
以

内
の

海
域

を
除

く
。

９
月

１
日

か
ら

翌
年

の
４

月
3
0
日

ま
で

杵
築

市
大

字
守

江
、

大
字

大
内

、
大

字
杵

築
、

大
字

南
杵

築
、

大
字

猪
尾

、
大

字
片

野
又

は
大

字
熊

野
に

住
所

を
有

す
る

者

周
年

8-9-14

ぼ
ら

囲
刺

し
網

漁
業

定
め

な
し

（
１

人
）

定
め

な
し

定
め

な
し

　
次

の
イ

、
ロ

、
ニ

及
び

ハ
の

各
点

を
順

次
に

結
ん

だ
線

以
内

の
海

域

イ
　

津
久

見
市

大
字

日
見

字
平

ば
え

１
番

地
（

白
熊

鼻
）

ロ
　

イ
か

ら
同

市
楠

屋
鼻

見
通

し
線

上
700メ

ー
ト

ル
の

点

ハ
　

津
久

見
市

大
字

網
代

字
奥

5666番
地

（
落

水
）

ニ
　

ハ
か

ら
358度

22分
（

磁
針

方
位

）
1,000メ

ー
ト

ル
の

点

１
月

１
日

か
ら

12月
31日

ま
で

津
久

見
市

（
大

字
保

戸
島

を
除

く
。

）
に

住
所

を
有

す
る

者

周
年

8-
は

ま
ち

流
し

刺
し

網
定

め
な

し
定

め
な

し
定

め
な

し
　

次
の

イ
、

ロ
、

ハ
、

ニ
及

び
ホ

の
各

点
を

順
次

に
結

ん
だ

線
以

内
の

海
９

月
１

日
か

ら
大

分
市

（
旧

大
分

郡
周

年



令
和
二
年
十
二
月
一
日

大
分
県
報
号
外

四
三

（
告
示
）

10-1
漁

業
（

３
人

）
域

、
並

び
に

次
の

ヘ
、

ト
、

チ
、

リ
及

び
ヘ

の
各

点
を

順
次

に
結

ん
だ

線
に

よ
っ

て
囲

ま
れ

た
海

域

イ
　

大
分

市
５

号
埋

立
地

北
東

端
角

ロ
　

イ
か

ら
358度

（
磁

針
方

位
）

1,300メ
ー

ト
ル

の
点

ハ
　

大
分

市
大

字
生

石
大

分
港

赤
灯

台
か

ら
358度

（
磁

針
方

位
）

1,700

メ
ー

ト
ル

の
点

ニ
　

大
分

市
と

別
府

市
の

境
界

点
（

両
郡

橋
）

か
ら

東
側

5
0
0
メ

ー
ト

ル

の
国

道
北

側
の

天
端

か
ら

4
5
度

3
0
分

（
磁

針
方

位
）

1
,7

0
0
メ

ー
ト

ル

の
点

ホ
　

同
国

道
北

端
500メ

ー
ト

ル
の

点

ヘ
　

３
号

地
５

本
鉄

柱
西

方
300メ

ー
ト

ル
の

地
点

342度
（

磁
針

方
位

）

距
岸

1,000メ
ー

ト
ル

の
点

ト
　

乙
津

泊
地

西
側

岸
壁

の
延

長
線

上
距

岸
950メ

ー
ト

ル
の

点

チ
　

乙
津

泊
地

西
側

岸
壁

の
延

長
線

上
距

岸
780メ

ー
ト

ル
の

点

リ
　

３
号

地
５

本
鉄

柱
西

方
300メ

ー
ト

ル
の

地
点

342度
（

磁
針

方
位

）

距
岸

830メ
ー

ト
ル

の
点

10月
31日

ま
で

野
津

原
町

及
び

旧
北

海
部

郡
佐

賀
関

町
の

区
域

を
除

く
。

）
に

住
所

を
有

す
る

者

備
考

　
１

　
「

番
号

」
と

は
、

大
分

県
知

事
許

可
漁

業
の

許
可

又
は

起
業

の
認

可
の

取
扱

い
方

針
（

令
和

２
年

12月
１

日
付

け
漁

管
第

966号
。

以
下

「
許

可
方

針
」

と
い

う
。

）
別

表
第

３
中

の
番

号
を

い
う

。

　
２

　
制

限
措

置
の

各
欄

の
「

定
め

な
し

」
と

は
、

当
該

許
可

漁
業

に
関

す
る

制
限

を
設

け
な

い
場

合
を

い
う

。
ま

た
、

申
請

期
間

の
欄

の
「

定
め

な
し

」
と

は
、

申
請

を
受

け
付

け
る

期
間

を
設

け
な

い
場

合
を

い
う

。

　
３

　
こ

の
告

示
に

係
る

許
可

の
有

効
期

間
は

、
平

成
30年

11月
１

日
か

ら
令

和
３

年
10月

31日
ま

で
と

す
る

。

　
４

　
こ

の
告

示
に

係
る

許
可

又
は

起
業

の
認

可
に

は
、

許
可

方
針

に
定

め
る

内
容

の
条

件
を

付
け

る
も

の
と

す
る

。



令
和
二
年
十
二
月
一
日

大
分
県
報
号
外

四
四

（
告
示
）

　
　
　
　
　
　
　

大
分
県
告
示
第
六
百
九
十
四
号

　
漁
業
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
二
百
六
十
七
号
）
第
五
十
八
条
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
同
法

第
四
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
及
び
同
項
の
規
定
を
実
施
す
る
た
め
、
大
分
県
漁
業
調
整
規
則

（
令
和
二
年
大
分
県
規
則
第
六
十
六
号
）
第
四
条
第
一
項
第
十
二
号
に
掲
げ
る
固
定
式
刺
し
網
漁
業
に
つ
い

て
、
同
規
則
第
十
一
条
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
事
項
に
関
す
る
制
限
措
置
及
び
許
可
又
は
起
業
の
認
可
を
申

請
す
べ
き
期
間
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

　
　
令
和
二
年
十
二
月
一
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
分
県
知
事
　
　
広
　
　
　
瀬
　
　
　
勝
　
　
　
貞



令
和
二
年
十
二
月
一
日

大
分
県
報
号
外

四
五

（
告
示
）

固
定

式
刺

し
網

漁
業

番
号

制
　

限
　

措
　

置

申
請

期
間

漁
業

種
類

許
可

等
を

す
べ

き

漁
業

者
の

数
　

　

(R
２

.10.30現
在

の
許

可
実

績
数

)

船
舶

の

総
ト

ン
数

推
進

機
関

の
馬

力
数

操
業

区
域

漁
業

時
期

漁
業

を
営

む

者
の

資
格

9-1-1

え
び

建
網

漁
業

定
め

な
し

（
21人

）

定
め

な
し

定
め

な
し

　
大

分
県

と
福

岡
県

の
境

界
点

か
ら

６
度

15分
（

真
方

位
）

の
線

と
豊

後
高

田
市

と
国

東
市

の
境

界
点

か
ら

3
5
0
度

（
磁

針
方

位
）

の
線

と
の

間
で

あ
っ

て
、

最
大

高
潮

時
海

岸
線

か
ら

3,500メ
ー

ト
ル

以
内

の
海

域

１
月

１
日

か
ら

12月
31日

ま
で

共
第

１
号

の
組

合
員

行
使

権
者

又
は

漁
業

権
者

が
操

業
を

認
め

た
者

周
年

9-1-2

え
び

建
網

漁
業

定
め

な
し

（
12人

）

定
め

な
し

定
め

な
し

　
平

成
16年

３
月

15日
付

け
で

、
港

湾
管

理
者

で
あ

る
大

分
県

知
事

と
大

分

県
漁

業
協

同
組

合
長

と
の

間
で

締
結

さ
れ

た
「

大
分

港
西

大
分

地
区

西
大

分

泊
地

に
お

け
る

港
湾

改
修

事
業

と
大

分
港

港
湾

区
域

内
で

の
漁

業
の

操
業

に

関
す

る
協

定
書

」
の

別
添

図
面

－
２

で
示

さ
れ

た
固

定
式

さ
し

網
漁

業
（

え

び
建

網
漁

業
）

の
操

業
区

域
。

た
だ

し
、

海
上

人
命

安
全

条
約

（
S
O

L
A

S

条
約

）
に

対
応

し
た

港
湾

施
設

保
安

区
域

を
除

く
。

４
月

１
日

か
ら

10月
31日

ま
で

大
分

県
漁

業
協

同
組

合
大

分
支

店
に

所
属

す
る

組
合

員

周
年

9-2-1

雑
魚

建
網

漁
業

定
め

な
し

（
34人

）

定
め

な
し

定
め

な
し

　
平

成
16年

３
月

15日
付

け
で

、
港

湾
管

理
者

で
あ

る
大

分
県

知
事

と
大

分

県
漁

業
協

同
組

合
長

と
の

間
で

締
結

さ
れ

た
「

大
分

港
西

大
分

地
区

西
大

分

泊
地

に
お

け
る

港
湾

改
修

事
業

と
大

分
港

港
湾

区
域

内
で

の
漁

業
の

操
業

に

関
す

る
協

定
書

」
の

別
添

図
面

－
２

で
示

さ
れ

た
固

定
式

さ
し

網
漁

業
（

雑

魚
建

網
漁

業
）

の
操

業
区

域
。

た
だ

し
、

海
上

人
命

安
全

条
約

（
S
O

L
A

S

条
約

）
に

対
応

し
た

港
湾

施
設

保
安

区
域

を
除

く
。

１
月

１
日

か
ら

12月
31日

ま
で

大
分

県
漁

業
協

同
組

合
大

分
支

店
に

所
属

す
る

組
合

員

周
年

9-3-1

沖
建

網
漁

業
定

め
な

し

（
49人

）

定
め

な
し

定
め

な
し

　
豊

後
高

田
市

と
国

東
市

の
境

界
点

か
ら

3
5
0
度

（
磁

針
方

位
）

の
線

と
杵

築
市

美
濃

崎
か

ら
90度

（
磁

針
方

位
）

の
線

と
の

間
の

大
分

県
海

域
。

た
だ

し
、

共
同

漁
業

権
の

漁
場

区
域

を
除

く
。

１
月

１
日

か
ら

12月
31日

ま
で

国
東

市
国

見
町

又
は

東
国

東
郡

姫
島

村
に

住
所

を
有

す
る

者

周
年

9-3-2

沖
建

網
漁

業
定

め
な

し

（
42人

）

定
め

な
し

定
め

な
し

　
国

東
市

国
見

町
と

同
市

国
東

町
の

境
界

点
か

ら
63度

（
磁

針
方

位
）

の
線

と
国

東
市

と
杵

築
市

の
境

界
点

か
ら

1
1
5
度

（
磁

針
方

位
）

の
線

と
の

間
の

大
分

県
海

域
。

た
だ

し
、

共
同

漁
業

権
の

漁
場

区
域

を
除

く
。

１
月

１
日

か
ら

12月
31日

ま
で

国
東

市
（

国
見

町
を

除
く

。
）

に
住

所
を

有
す

る
者

周
年

9-3-3

沖
建

網
漁

業
定

め
な

し

（
39人

）

定
め

な
し

定
め

な
し

（
第

１
海

域
）

　
国

東
市

国
東

町
黒

津
ノ

鼻
か

ら
90度

（
磁

針
方

位
）

の
線

、
日

出
町

大
崎

鼻
と

大
分

市
５

号
埋

立
地

北
東

端
角

と
を

結
ん

だ
線

並
び

に
次

の
イ

、
ロ

、

ハ
、

ニ
、

ホ
及

び
ヘ

の
各

点
を

順
次

に
結

ん
だ

線
の

間
の

大
分

県
海

域
。

た

だ
し

、
共

同
漁

業
権

の
漁

場
区

域
及

び
臨

海
工

業
土

地
造

成
に

伴
う

漁
業

補

償
区

域
を

除
く

。

イ
　

大
分

市
１

号
埋

立
地

北
東

端
角

３
月

１
日

か
ら

10月
31日

ま
で

杵
築

市
（

山
香

町
及

び
大

田
を

除
く

。
）

、

速
見

郡
日

出
町

又
は

別
府

市
に

住
所

を
有

す
る

者

周
年



令
和
二
年
十
二
月
一
日

大
分
県
報
号
外

四
六

（
告
示
）

ロ
　

イ
か

ら
美

濃
崎

見
通

し
線

上
2,000メ

ー
ト

ル
の

点

ハ
　

大
分

港
中

防
波

堤
西

端
か

ら
美

濃
崎

見
通

し
線

上
2
,0

0
0
メ

ー
ト

ル

の
点

ニ
　

大
分

港
中

防
波

堤
東

端
か

ら
北

緯
3
3
度

1
9
.9

分
・

東
経

1
3
1
度

4
6
.8

9
5
0
分

（
旧

別
府

湾
第

２
号

灯
浮

標
）

の
点

見
通

し
線

上
2
,5

0
0
メ

ー
ト

ル
の

点

ホ
　

北
緯

3
3
度

1
9
.9

分
・

東
経

1
3
1
度

4
6
.8

9
5
0
分

（
旧

別
府

湾
第

２
号

灯

浮
標

）
の

点

ヘ
　

愛
媛

県
佐

田
岬

（
第

２
海

域
）

　
日

出
町

大
崎

鼻
と

大
分

市
５

号
埋

立
地

北
東

端
角

と
を

結
ん

だ
線

以
西

の

海
域

。
た

だ
し

、
共

同
漁

業
権

の
漁

場
区

域
及

び
臨

海
工

業
土

地
造

成
に

伴

う
漁

業
補

償
区

域
を

除
く

。

１
月

１
日

か
ら

12月
31日

ま
で

9-3-4

沖
建

網
漁

業
定

め
な

し

（
36人

）

定
め

な
し

定
め

な
し

（
第

１
海

域
）

　
国

東
市

国
東

町
黒

津
ノ

鼻
か

ら
90度

（
磁

針
方

位
）

の
線

、
日

出
町

大
崎

鼻
と

大
分

市
５

号
埋

立
地

北
東

端
角

と
を

結
ん

だ
線

並
び

に
次

の
イ

、
ロ

、

ハ
、

ニ
、

ホ
及

び
ヘ

の
各

点
を

順
次

に
結

ん
だ

線
の

間
の

大
分

県
海

域
。

た

だ
し

、
共

同
漁

業
権

の
漁

場
区

域
、

乙
津

泊
地

及
び

鶴
崎

泊
地

を
除

く
。

イ
　

大
分

市
１

号
埋

立
地

北
東

端
角

ロ
　

イ
か

ら
美

濃
崎

見
通

し
線

上
2,000メ

ー
ト

ル
の

点

ハ
　

大
分

港
中

防
波

堤
西

端
か

ら
美

濃
崎

見
通

し
線

上
2
,0

0
0
メ

ー
ト

ル

の
点

ニ
　

大
分

港
中

防
波

堤
東

端
か

ら
北

緯
3
3
度

1
9
.9

分
・

東
経

1
3
1
度

4
6
.8

9
5
0
分

（
旧

別
府

湾
第

２
号

灯
浮

標
）

の
点

見
通

し
線

上
2
,5

0
0
メ

ー
ト

ル
の

点

ホ
　

北
緯

3
3
度

1
9
.9

分
・

東
経

1
3
1
度

4
6
.8

9
5
0
分

（
旧

別
府

湾
第

２
号

灯

浮
標

）
の

点

ヘ
　

愛
媛

県
佐

田
岬

３
月

１
日

か
ら

10月
31日

ま
で

大
分

市
（

旧
大

分
郡

野
津

原
町

及
び

旧
北

海
部

郡
佐

賀
関

町
の

区
域

を
除

く
。

）
に

住
所

を
有

す
る

者

周
年

（
第

２
海

域
）

　
日

出
町

大
崎

鼻
と

大
分

市
５

号
埋

立
地

北
東

端
角

と
を

結
ん

だ
線

以
西

の

海
域

。
た

だ
し

、
共

同
漁

業
権

の
漁

場
区

域
及

び
住

吉
泊

地
を

除
く

。

１
月

１
日

か
ら

12月
31日

ま
で

9-3-5

沖
建

網
漁

業
定

め
な

し

（
３

人
）

定
め

な
し

定
め

な
し

　
国

東
市

国
東

町
黒

津
ノ

鼻
か

ら
9
0
度

（
磁

針
方

位
）

の
線

と
次

の
イ

、

ロ
、

ハ
、

ニ
、

ホ
、

及
び

ヘ
の

各
点

を
順

次
に

結
ん

だ
線

と
の

間
の

大
分

県

海
域

。
た

だ
し

、
共

同
漁

業
権

の
漁

場
区

域
及

び
臨

海
工

業
土

地
造

成
に

伴

う
漁

業
補

償
区

域
を

除
く

。

イ
　

大
分

市
１

号
埋

立
地

北
東

端
角

ロ
　

イ
か

ら
美

濃
崎

見
通

し
線

上
2,000メ

ー
ト

ル
の

点

３
月

１
日

か
ら

10月
31日

ま
で

大
分

市
大

字
馬

場
、

大
字

本
神

崎
、

大
字

大
平

、
大

字
志

生
木

又
は

大
字

木
佐

上
に

住
所

を
有

す
る

者

周
年



令
和
二
年
十
二
月
一
日

大
分
県
報
号
外

四
七

（
告
示
）

ハ
　

大
分

港
中

防
波

堤
西

端
か

ら
美

濃
崎

見
通

し
線

上
2
,0

0
0
メ

ー
ト

ル

の
点

ニ
　

大
分

港
中

防
波

堤
東

端
か

ら
北

緯
3
3
度

1
9
.9

分
・

東
経

1
3
1
度

4
6
.8

9
5
0
分

（
旧

別
府

湾
第

２
号

灯
浮

標
）

の
点

見
通

し
線

上
2
,5

0
0
メ

ー
ト

ル
の

点

ホ
　

北
緯

3
3
度

1
9
.9

分
・

東
経

1
3
1
度

4
6
.8

9
5
0
分

（
旧

別
府

湾
第

２
号

灯

浮
標

）
の

点

ヘ
　

愛
媛

県
佐

田
岬

9-4-1

た
い

及
び

は
ま

ち

曲
建

網
漁

業

定
め

な
し

（
１

人
）

定
め

な
し

定
め

な
し

　
共

第
21号

の
共

同
漁

業
権

の
漁

場
区

域
内

１
月

１
日

か
ら

12月
31日

ま
で

当
該

共
同

漁
業

権
の

組
合

員
行

使
権

者
又

は
漁

業
権

者
が

操
業

を
認

め
た

者

周
年

9-6-1

こ
の

し
ろ

沖
建

網
漁

業

定
め

な
し

（
５

人
）

定
め

な
し

定
め

な
し

　
共

第
27号

の
共

同
漁

業
権

の
漁

場
区

域
の

う
ち

、
臼

杵
市

諏
訪

が
に

ば
え

灯
台

と
津

久
見

島
頂

上
と

を
結

ん
だ

線
の

延
長

線
以

北
の

海
域

８
月

１
日

か
ら

翌
年

の
４

月
30日

ま
で

臼
杵

市
大

字
中

津
浦

に
住

所
を

有
す

る
者

で
あ

っ
て

、
当

該
共

同
漁

業
権

の
組

合
員

行
使

権
者

又
は

漁
業

権
者

が
操

業
を

認
め

た
者

周
年

備
考

　
１

　
「

番
号

」
と

は
、

大
分

県
知

事
許

可
漁

業
の

許
可

又
は

起
業

の
認

可
の

取
扱

い
方

針
（

令
和

２
年

12月
１

日
付

け
漁

管
第

966号
。

以
下

「
許

可
方

針
」

と
い

う
。

）
別

表
第

３
中

の
番

号
を

い
う

。

　
２

　
制

限
措

置
の

各
欄

の
「

定
め

な
し

」
と

は
、

当
該

許
可

漁
業

に
関

す
る

制
限

を
設

け
な

い
場

合
を

い
う

。

　
３

　
こ

の
告

示
に

係
る

許
可

の
有

効
期

間
は

、
令

和
元

年
９

月
１

日
か

ら
令

和
４

年
８

月
31日

ま
で

と
す

る
。

　
４

　
こ

の
告

示
に

係
る

許
可

又
は

起
業

の
認

可
に

は
、

許
可

方
針

に
定

め
る

内
容

の
条

件
を

付
け

る
も

の
と

す
る

。



令
和
二
年
十
二
月
一
日

大
分
県
報
号
外

四
八

（
告
示
）

　
　
　
　
　
　
　

大
分
県
告
示
第
六
百
九
十
五
号

　
漁
業
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
二
百
六
十
七
号
）
第
五
十
八
条
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
同
法

第
四
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
及
び
同
項
の
規
定
を
実
施
す
る
た
め
、
大
分
県
漁
業
調
整
規
則

（
令
和
二
年
大
分
県
規
則
第
六
十
六
号
）
第
四
条
第
一
項
第
十
三
号
に
掲
げ
る
押
網
漁
業
に
つ
い
て
、
同
規

則
第
十
一
条
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
事
項
に
関
す
る
制
限
措
置
及
び
許
可
又
は
起
業
の
認
可
を
申
請
す
べ
き

期
間
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

　
　
令
和
二
年
十
二
月
一
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
分
県
知
事
　
　
広
　
　
　
瀬
　
　
　
勝
　
　
　
貞



令
和
二
年
十
二
月
一
日

大
分
県
報
号
外

四
九

（
告
示
）

押
網

漁
業

番
号

制
　

限
　

措
　

置

申
請

期
間

漁
業

種
類

許
可

等
を

す
べ

き

船
舶

の
数

　
　

　

(R
２

.10.30現
在

の
許

可
実

績
数

)

船
舶

の

総
ト

ン
数

推
進

機
関

の
馬

力
数

操
業

区
域

漁
業

時
期

漁
業

を
営

む

者
の

資
格

14-

1-1

さ
よ

り
押

網
漁

業
定

め
な

し

（
１

隻
）

定
め

な
し

定
め

な
し

　
共

第
25号

、
共

第
26号

及
び

共
第

27号
の

共
同

漁
業

権
の

漁
場

区
域

内
10月

１
日

か
ら

翌
年

の
５

月
31日

ま
で

臼
杵

市
（

野
津

町
を

除
く

。
）

に
住

所
を

有
す

る
者

周
年

14-

1-3

さ
よ

り
押

網
漁

業
定

め
な

し

（
１

隻
）

定
め

な
し

定
め

な
し

　
共

第
33号

の
共

同
漁

業
権

の
漁

場
区

域
内

９
月

１
日

か
ら

翌
年

の
５

月
31日

ま
で

佐
伯

市
大

字
二

栄
、

大
字

守
江

又
は

大
字

狩
生

に
住

所
を

有
す

る
者

周
年

14-

1-4

さ
よ

り
押

網
漁

業
定

め
な

し

（
３

隻
）

定
め

な
し

定
め

な
し

　
共

第
38号

の
共

同
漁

業
権

の
漁

場
区

域
内

10月
１

日
か

ら

翌
年

の
５

月
31日

ま
で

佐
伯

市
鶴

見
に

住
所

を
有

す
る

者

周
年

備
考

　
１

　
「

番
号

」
と

は
、

大
分

県
知

事
許

可
漁

業
の

許
可

又
は

起
業

の
認

可
の

取
扱

い
方

針
（

令
和

２
年

12月
１

日
付

け
漁

管
第

966号
。

以
下

「
許

可
方

針
」

と
い

う
。

）
別

表
第

３
中

の
番

号
を

い
う

。

　
２

　
制

限
措

置
の

各
欄

の
「

定
め

な
し

」
と

は
、

当
該

許
可

漁
業

に
関

す
る

制
限

が
な

い
場

合
を

い
う

。

　
３

　
こ

の
告

示
に

係
る

許
可

の
有

効
期

間
は

、
令

和
元

年
９

月
１

日
か

ら
令

和
４

年
８

月
31日

ま
で

と
す

る
。

　
４

　
こ

の
告

示
に

係
る

許
可

又
は

起
業

の
認

可
に

は
、

許
可

方
針

に
定

め
る

内
容

の
条

件
を

付
け

る
も

の
と

す
る

。



令
和
二
年
十
二
月
一
日

大
分
県
報
号
外

五
〇

（
告
示
）

　
　
　
　
　
　
　

大
分
県
告
示
第
六
百
九
十
六
号

　
漁
業
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
二
百
六
十
七
号
）
第
五
十
八
条
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
同
法

第
四
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
及
び
同
項
の
規
定
を
実
施
す
る
た
め
、
大
分
県
漁
業
調
整
規
則

（
令
和
二
年
大
分
県
規
則
第
六
十
六
号
）
第
四
条
第
一
項
第
十
四
号
に
掲
げ
る
は
え
縄
漁
業
に
つ
い
て
、
同

規
則
第
十
一
条
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
事
項
に
関
す
る
制
限
措
置
及
び
許
可
又
は
起
業
の
認
可
を
申
請
す
べ

き
期
間
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

　
　
令
和
二
年
十
二
月
一
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
分
県
知
事
　
　
広
　
　
　
瀬
　
　
　
勝
　
　
　
貞



令
和
二
年
十
二
月
一
日

大
分
県
報
号
外

五
一

（
告
示
）

は
え

縄
漁

業

番
号

制
　

限
　

措
　

置

申
請

期
間

漁
業

種
類

許
可

等
を

す
べ

き

漁
業

者
の

数
　

　

(R
２

.10.30現
在

の
許

可
実

績
数

)

船
舶

の

総
ト

ン
数

推
進

機
関

の
馬

力
数

操
業

区
域

漁
業

時
期

漁
業

を
営

む

者
の

資
格

10-

1-1

ふ
ぐ

は
え

縄
漁

業
定

め
な

し

（
２

人
）

定
め

な
し

定
め

な
し

　
大

分
県

と
福

岡
県

の
境

界
点

か
ら

６
度

15分
（

真
方

位
）

の
線

と
豊

後
高

田
市

と
国

東
市

の
境

界
点

か
ら

3
5
0
度

（
磁

針
方

位
）

の
線

と
の

間
の

大
分

県
海

域
。

た
だ

し
、

最
大

高
潮

時
海

岸
線

か
ら

4
,0

0
0
メ

ー
ト

ル
以

内
の

海

域
を

除
く

。

８
月

20日
か

ら

翌
年

の
３

月
3
1
日

ま
で

中
津

市
（

三
光

、
本

耶
馬

渓
町

、
耶

馬
溪

町
及

び
山

国
町

を
除

く
。

）
、

宇
佐

市

（
た

だ
し

、
安

心
院

町
及

び
院

内
町

を
除

く
。

）
又

は
豊

後
高

田
市

に
住

所
を

有
す

る
者

周
年

10-

1-2

ふ
ぐ

は
え

縄
漁

業
定

め
な

し

（
11人

）

定
め

な
し

定
め

な
し

　
豊

後
高

田
市

と
国

東
市

の
境

界
点

か
ら

3
5
0
度

（
磁

針
方

位
）

の
線

と
杵

築
市

美
濃

崎
、

大
分

市
関

崎
及

び
愛

媛
県

佐
田

岬
を

順
次

に
結

ん
だ

線
と

の

間
の

海
域

で
あ

っ
て

、
最

大
高

潮
時

海
岸

線
か

ら
2
,0

0
0
メ

ー
ト

ル
（

共
第

７
号

及
び

共
第

８
号

の
漁

場
区

域
に

お
い

て
は

1
,0

0
0
メ

ー
ト

ル
）

以
内

の

海
域

を
除

い
た

大
分

県
海

域
。

た
だ

し
、

共
第

12号
、

共
第

22号
、

共
第

67

号
、

共
第

69号
及

び
共

第
70号

の
漁

場
区

域
を

除
く

。

８
月

20日
か

ら

翌
年

の
３

月
31日

ま
で

国
東

市
又

は
東

国
東

郡
姫

島
村

に
住

所
を

有
す

る
者

周
年

10-

1-3

ふ
ぐ

は
え

縄
漁

業
定

め
な

し

（
10人

）

定
め

な
し

定
め

な
し

　
国

東
市

国
東

町
黒

津
ノ

鼻
か

ら
90度

（
真

方
位

）
の

線
と

大
分

市
関

崎
と

愛
媛

県
佐

田
岬

と
を

結
ん

だ
線

と
の

間
の

大
分

県
海

域
。

た
だ

し
、

共
同

漁

業
権

の
漁

場
区

域
及

び
臨

海
工

業
土

地
造

成
に

伴
う

漁
業

補
償

区
域

を
除

く
。

８
月

20日
か

ら

翌
年

の
３

月
31日

ま
で

杵
築

市
（

山
香

町
及

び
大

田
を

除
く

。
）

、

速
見

郡
日

出
町

、
別

府
市

又
は

大
分

市

（
旧

大
分

郡
野

津
原

町
及

び
旧

北
海

部
郡

佐
賀

関
町

の
区

域
を

除
く

。
）

に
住

所
を

有
す

る
者

周
年

10-

1-4

ふ
ぐ

は
え

縄
漁

業
定

め
な

し

（
１

人
）

定
め

な
し

定
め

な
し

　
国

東
市

国
見

町
と

同
市

国
東

町
の

境
界

点
か

ら
90度

（
磁

針
方

位
）

の
線

と
大

分
市

関
崎

と
愛

媛
県

佐
田

岬
と

を
結

ん
だ

線
と

の
間

の
大

分
県

海
域

。

た
だ

し
、

杵
築

市
美

濃
崎

と
大

分
市

１
号

埋
立

地
北

東
端

角
と

を
結

ん
だ

線

以
西

の
海

域
、

共
同

漁
業

権
の

漁
場

区
域

及
び

臨
海

工
業

土
地

造
成

に
伴

う

漁
業

補
償

区
域

を
除

く
。

８
月

20日
か

ら

翌
年

の
３

月
31日

ま
で

大
分

市
大

字
馬

場
、

大
字

本
神

崎
、

大
字

大
平

、
大

字
志

生
木

又
は

大
字

木
佐

上
に

住
所

を
有

す
る

者

周
年



令
和
二
年
十
二
月
一
日

大
分
県
報
号
外

五
二

（
告
示
）

10-

1-5

ふ
ぐ

は
え

縄
漁

業
定

め
な

し

（
10人

）

定
め

な
し

定
め

な
し

　
国

東
市

国
見

町
と

同
市

国
東

町
の

境
界

点
か

ら
90度

（
磁

針
方

位
）

の
線

と
大

分
市

関
崎

と
愛

媛
県

佐
田

岬
と

を
結

ん
だ

線
と

の
間

の
大

分
県

海
域

。

た
だ

し
、

杵
築

市
美

濃
崎

と
大

分
市

磯
崎

と
を

結
ん

だ
線

以
西

の
海

域
、

共

同
漁

業
権

の
漁

場
区

域
及

び
臨

海
工

業
土

地
造

成
に

伴
う

漁
業

補
償

区
域

を

除
く

。

８
月

20日
か

ら

翌
年

の
３

月
3
1
日

ま
で

大
分

市
（

大
字

佐
賀

関
、

大
字

白
木

及
び

大
字

一
尺

屋
に

限

る
。

）
、

臼
杵

市

（
野

津
町

を
除

く
。

）
、

津
久

見
市

又
は

佐
伯

市
（

弥

生
、

本
匠

、
宇

目
及

び
直

川
を

除
く

。
）

に
住

所
を

有
す

る
者

周
年

10-

1-6

ふ
ぐ

は
え

縄
漁

業
定

め
な

し

（
13人

）

定
め

な
し

定
め

な
し

　
大

分
市

関
崎

と
愛

媛
県

佐
田

岬
と

を
結

ん
だ

線
以

南
の

大
分

県
海

域
。

た

だ
し

、
共

同
漁

業
権

の
漁

場
区

域
を

除
く

。

８
月

20日
か

ら

翌
年

の
３

月
3
1
日

ま
で

大
分

市
（

大
字

佐
賀

関
、

大
字

白
木

及
び

大
字

一
尺

屋
に

限

る
。

）
、

臼
杵

市

（
野

津
町

を
除

く
。

）
又

は
津

久
見

市
（

大
字

保
戸

島
を

除
く

。
）

に
住

所
を

有
す

る
者

周
年

10-

1-7

ふ
ぐ

は
え

縄
漁

業
定

め
な

し

（
１

人
）

定
め

な
し

定
め

な
し

　
大

分
市

関
崎

と
愛

媛
県

佐
田

岬
と

を
結

ん
だ

線
以

南
の

大
分

県
海

域
。

た

だ
し

、
津

久
見

市
以

北
の

海
域

に
お

い
て

は
共

同
漁

業
権

の
漁

場
区

域
を

除

く
。

８
月

20日
か

ら

翌
年

の
３

月
3
1
日

ま
で

佐
伯

市
（

弥
生

、
本

匠
、

宇
目

及
び

直
川

を
除

く
。

）
に

住
所

を
有

す
る

者

周
年

10-

2-1

は
も

は
え

縄
漁

業
定

め
な

し

（
１

人
）

定
め

な
し

定
め

な
し

　
大

分
市

関
崎

と
愛

媛
県

佐
田

岬
と

を
結

ん
だ

線
以

南
の

大
分

県
海

域
。

た

だ
し

、
共

同
漁

業
権

の
漁

場
区

域
を

除
く

。

８
月

１
日

か
ら

翌
年

の
３

月
3
1
日

ま
で

大
分

市
（

大
字

佐
賀

関
、

大
字

白
木

及
び

大
字

一
尺

屋
に

限

る
。

）
、

臼
杵

市

（
野

津
町

を
除

く
。

）
又

は
津

久
見

市
（

大
字

保
戸

島
を

除
く

。
）

に
住

所
を

有
す

る
者

周
年

10-

2-2

は
も

は
え

縄
漁

業
定

め
な

し

（
３

人
）

定
め

な
し

定
め

な
し

　
申

請
者

の
住

所
地

の
地

先
共

同
漁

業
権

の
区

域
５

月
１

日
か

ら

９
月

30日
ま

で

佐
伯

市
（

弥
生

、
本

匠
、

宇
目

及
び

直
川

を
除

く
。

）
に

住
所

を
有

す
る

者

周
年
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10-

3-1

た
い

、
は

も
は

え
縄

漁
業

定
め

な
し

（
３

人
）

定
め

な
し

定
め

な
し

　
豊

後
高

田
市

と
国

東
市

の
境

界
点

か
ら

3
5
0
度

（
磁

針
方

位
）

の
線

と
杵

築
市

美
濃

崎
、

大
分

市
関

崎
及

び
愛

媛
県

佐
田

岬
を

順
次

に
結

ん
だ

線
と

の

間
の

海
域

で
あ

っ
て

、
最

大
高

潮
時

海
岸

線
か

ら
2
,
0
0
0
メ

ー
ト

ル
（

共
第

７
号

及
び

共
第

８
号

の
漁

場
区

域
に

お
い

て
は

1
,
0
0
0
メ

ー
ト

ル
）

以
内

の

海
域

を
除

い
た

大
分

県
海

域
。

た
だ

し
、

共
第

12号
、

共
第

22号
、

共
第

67

号
、

共
第

69号
及

び
共

第
70号

の
漁

場
区

域
を

除
く

。

１
月

１
日

か
ら

12月
31日

ま
で

国
東

市
又

は
東

国
東

郡
姫

島
村

に
住

所
を

有
す

る
者

周
年

10-

3-2

た
い

、
は

も
は

え
縄

漁
業

定
め

な
し

（
12人

）

定
め

な
し

定
め

な
し

　
国

東
市

国
東

町
黒

津
ノ

鼻
か

ら
90度

（
真

方
位

）
の

線
と

大
分

市
関

崎
と

愛
媛

県
佐

田
岬

と
を

結
ん

だ
線

と
の

間
の

大
分

県
海

域
。

た
だ

し
、

共
同

漁

業
権

の
漁

場
区

域
及

び
臨

海
工

業
土

地
造

成
に

伴
う

漁
業

補
償

区
域

を
除

く
。

１
月

１
日

か
ら

12月
31日

ま
で

杵
築

市
（

山
香

町
及

び
大

田
を

除
く

。
）

、

速
見

郡
日

出
町

、
別

府
市

又
は

大
分

市

（
旧

大
分

郡
野

津
原

町
及

び
旧

北
海

部
郡

佐
賀

関
町

の
区

域
を

除
く

。
）

に
住

所
を

有
す

る
者

周
年

10-

3-4

た
い

、
は

も
は

え
縄

漁
業

定
め

な
し

（
７

人
）

定
め

な
し

定
め

な
し

　
国

東
市

国
見

町
と

同
市

国
東

町
の

境
界

点
か

ら
90度

（
磁

針
方

位
）

の
線

と
大

分
市

関
崎

と
愛

媛
県

佐
田

岬
と

を
結

ん
だ

線
と

の
間

の
大

分
県

海
域

。

た
だ

し
、

杵
築

市
美

濃
崎

と
大

分
市

磯
崎

と
を

結
ん

だ
線

以
西

の
海

域
、

共

同
漁

業
権

の
漁

場
区

域
及

び
臨

海
工

業
土

地
造

成
に

伴
う

漁
業

補
償

区
域

を

除
く

。

１
月

１
日

か
ら

1
2
月

3
1
日

ま
で

。

は
も

は
え

縄
は

７

月
１

日
か

ら
翌

年

の
３

月
31日

ま
で

臼
杵

市
（

野
津

町
を

除
く

。
）

又
は

津
久

見
市

大
字

保
戸

島
に

住
所

を
有

す
る

者

周
年

10-

4-3

た
い

は
え

縄
漁

業
定

め
な

し

（
16人

）

定
め

な
し

定
め

な
し

（
油

を
つ

け
た

餌
料

を
使

用
し

な
い

も
の

）

　
大

分
市

関
崎

と
愛

媛
県

佐
田

岬
と

を
結

ん
だ

線
以

南
の

大
分

県
海

域

１
月

１
日

か
ら

12月
31日

ま
で

大
分

市
（

大
字

佐
賀

関
、

大
字

白
木

及
び

大
字

一
尺

屋
に

限

る
。

）
、

臼
杵

市

（
野

津
町

を
除

く
。

）
、

津
久

見
市

又
は

佐
伯

市
（

弥

生
、

本
匠

、
宇

目
及

び
直

川
を

除
く

。
）

に
住

所
を

有
す

る
者

周
年

０
人

（
16人

）

定
め

な
し

定
め

な
し

（
油

を
つ

け
た

餌
料

を
使

用
す

る
も

の
）

１
　

次
の

イ
、

ロ
及

び
ハ

の
各

点
を

順
次

に
結

ん
だ

線
以

内
の

海
域

イ
　

大
分

市
串

ヶ
鼻

ロ
　

津
久

見
市

地
無

垢
島

西
端

と
串

ヶ
鼻

と
を

結
ん

だ
線

上
地

無
垢

島
西

端
か

ら
2,000メ

ー
ト

ル
の

点

ハ
　

同
市

大
字

四
浦

字
高

井
の

北
端

４
月

１
日

か
ら

12月
31日

ま
で

大
分

市
（

大
字

佐
賀

関
、

大
字

白
木

及
び

大
字

一
尺

屋
に

限

る
。

）
、

臼
杵

市

（
野

津
町

を
除

く
。

）
、

津
久

見
市

定
め

な
し
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２
　

佐
伯

市
上

浦
蒲

戸
崎

と
愛

媛
県

南
宇

和
郡

西
海

町
横

島
北

端
と

を
結

ん

　
だ

線
以

南
の

大
分

県
海

域
。

た
だ

し
、

次
の

イ
、

ロ
、

ハ
、

ニ
、

ホ
、

　
ヘ

、
ト

、
チ

及
び

イ
の

各
点

を
順

次
に

結
ん

だ
線

に
よ

っ
て

囲
ま

れ
た

海

　
域

を
除

く
。

イ
　

佐
伯

市
鶴

見
大

島
立

花
鼻

と
同

市
鶴

見
梶

寄
浦

ビ
シ

ャ
コ

バ
エ

頂
上

と
を

結
ん

だ
線

上
立

花
鼻

か
ら

600メ
ー

ト
ル

の
点

ロ
　

佐
伯

市
鶴

見
大

字
梶

寄
浦

と
大

字
丹

賀
浦

と
の

境
界

（
ウ

ノ
ハ

エ
）

と
大

島
ス

リ
オ

ト
シ

と
を

結
ん

だ
線

上
ス

リ
オ

ト
シ

か
ら

2
0
0
メ

ー
ト

ル
の

点

ハ
　

大
島

赤
鼻

と
佐

伯
市

鶴
見

白
崎

鼻
と

を
結

ん
だ

線
上

赤
鼻

か
ら

3
0
0

メ
ー

ト
ル

の
点

ニ
　

佐
伯

市
高

手
島

頂
上

と
同

市
竹

ヶ
島

頂
上

と
を

結
ん

だ
線

上
高

手
島

頂
上

か
ら

1,000メ
ー

ト
ル

の
点

ホ
　

高
手

島
頂

上
か

ら
０

度
（

磁
針

方
位

）
1,000メ

ー
ト

ル
の

点
　

ヘ
　

大
島

先
の

瀬
頂

上
か

ら
０

度
（

磁
針

方
位

）
1,000メ

ー
ト

ル
の

点

ト
　

先
の

瀬
頂

上
か

ら
90度

（
磁

針
方

位
）

1,000メ
ー

ト
ル

の
点

チ
　

先
の

瀬
頂

上
か

ら
135度

（
磁

針
方

位
）

1,000メ
ー

ト
ル

の
点

又
は

佐
伯

市
（

弥

生
、

本
匠

、
宇

目
及

び
直

川
を

除
く

。
）

に
住

所
を

有
す

る
者

備
考

　
１

　
「

番
号

」
と

は
、

大
分

県
知

事
許

可
漁

業
の

許
可

又
は

起
業

の
認

可
の

取
扱

い
方

針
（

令
和

２
年

12月
１

日
付

け
漁

管
第

966号
。

以
下

「
許

可
方

針
」

と
い

う
。

）
別

表
第

３
中

の
番

号
を

い
う

。

　
２

　
制

限
措

置
の

各
欄

の
「

定
め

な
し

」
と

は
、

当
該

許
可

漁
業

に
関

す
る

制
限

を
設

け
な

い
場

合
を

い
う

。
ま

た
、

申
請

期
間

の
欄

の
「

定
め

な
し

」
と

は
、

申
請

を
受

け
付

け
る

期
間

を
設

け
な

い
場

合
を

い
う

。

　
３

　
こ

の
告

示
に

係
る

許
可

の
有

効
期

間
は

、
令

和
２

年
７

月
１

日
か

ら
令

和
５

年
６

月
30日

ま
で

と
す

る
。

　
４

　
こ

の
告

示
に

係
る

許
可

又
は

起
業

の
認

可
に

は
、

許
可

方
針

に
定

め
る

内
容

の
条

件
を

付
け

る
も

の
と

す
る

。

　



令
和
二
年
十
二
月
一
日

大
分
県
報
号
外

五
五

（
告
示
）

　
　
　
　
　
　
　

大
分
県
告
示
第
六
百
九
十
七
号

　
漁
業
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
二
百
六
十
七
号
）
第
五
十
八
条
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
同
法

第
四
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
及
び
同
項
の
規
定
を
実
施
す
る
た
め
、
大
分
県
漁
業
調
整
規
則

（
令
和
二
年
大
分
県
規
則
第
六
十
六
号
）
第
四
条
第
一
項
第
十
五
号
に
掲
げ
る
た
こ
つ
ぼ
漁
業
に
つ
い
て
、

同
規
則
第
十
一
条
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
事
項
に
関
す
る
制
限
措
置
及
び
許
可
又
は
起
業
の
認
可
を
申
請
す

べ
き
期
間
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

　
　
令
和
二
年
十
二
月
一
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
分
県
知
事
　
　
広
　
　
　
瀬
　
　
　
勝
　
　
　
貞



令
和
二
年
十
二
月
一
日

大
分
県
報
号
外

五
六

（
告
示
）

た
こ

つ
ぼ

漁
業

番
号

制
　

限
　

措
　

置

申
請

期
間

漁
業

種
類

許
可

等
を

す
べ

き

漁
業

者
の

数
　

　

(R
２

.10.30現
在

の
許

可
実

績
数

)

船
舶

の

総
ト

ン
数

推
進

機
関

の
馬

力
数

操
業

区
域

漁
業

時
期

漁
業

を
営

む

者
の

資
格

11-

1-1

た
こ

つ
ぼ

漁
業

定
め

な
し

（
19人

）

定
め

な
し

定
め

な
し

　
国

東
市

国
見

町
と

同
市

国
東

町
の

境
界

点
か

ら
63度

（
磁

針
方

位
）

の
線

と
国

東
市

と
杵

築
市

の
境

界
点

か
ら

1
1
5
度

（
磁

針
方

位
）

の
線

と
の

間
の

大
分

県
海

域
。

た
だ

し
、

共
同

漁
業

権
の

漁
場

区
域

を
除

く
。

１
月

１
日

か
ら

12月
31日

ま
で

国
東

市
（

国
見

町
を

除
く

。
）

に
住

所
を

有
す

る
者

周
年

11-

1-2

た
こ

つ
ぼ

漁
業

定
め

な
し

（
17人

）

定
め

な
し

定
め

な
し

　
豊

後
高

田
市

と
国

東
市

の
境

界
点

か
ら

3
5
0
度

（
磁

針
方

位
）

の
線

と
杵

築
市

美
濃

崎
か

ら
90度

（
磁

針
方

位
）

の
線

と
の

間
の

大
分

県
海

域
。

た
だ

し
、

共
同

漁
業

権
の

漁
場

区
域

を
除

く
。

１
月

１
日

か
ら

12月
31日

ま
で

国
東

市
国

見
町

又
は

東
国

東
郡

姫
島

村
に

住
所

を
有

す
る

者

周
年

11-

1-3

た
こ

つ
ぼ

漁
業

定
め

な
し

（
３

人
）

定
め

な
し

定
め

な
し

　
杵

築
市

美
濃

崎
と

大
分

市
１

号
埋

立
地

北
東

端
角

と
を

結
ん

だ
線

以
西

の

海
域

。
た

だ
し

、
共

同
漁

業
権

の
漁

場
区

域
及

び
臨

海
工

業
土

地
造

成
に

伴

う
漁

業
補

償
区

域
を

除
く

。

１
月

１
日

か
ら

12月
31日

ま
で

杵
築

市
（

山
香

町
及

び
大

田
を

除
く

。
）

、

速
見

郡
日

出
町

、
別

府
市

又
は

大
分

市

（
旧

大
分

郡
野

津
原

町
及

び
旧

北
海

部
郡

佐
賀

関
町

の
区

域
を

除
く

。
）

に
住

所
を

有
す

る
者

周
年

11-

1-4

た
こ

つ
ぼ

漁
業

定
め

な
し

（
１

人
）

定
め

な
し

定
め

な
し

　
次

の
イ

、
ロ

、
ハ

、
ニ

及
び

ホ
の

各
点

を
順

次
に

結
ん

だ
線

以
内

の
海

域
。

た
だ

し
、

共
同

漁
業

権
の

漁
場

区
域

及
び

臨
海

工
業

土
地

造
成

に
伴

う

漁
業

補
償

区
域

を
除

く
。

イ
　

大
分

市
踊

鼻

ロ
　

踊
鼻

か
ら

355度
（

磁
針

方
位

）
2,800メ

ー
ト

ル
の

点

ハ
　

踊
鼻

か
ら

15度
（

磁
針

方
位

）
10,500メ

ー
ト

ル
の

点

ニ
　

北
緯

33度
18.8417分

・
東

経
131度

41.0533分
（

旧
別

府
湾

第
３

号

灯
浮

標
）

の
点

ホ
　

大
分

市
１

号
埋

立
地

北
東

端
角

１
月

１
日

か
ら

12月
31日

ま
で

大
分

市
大

字
馬

場
、

大
字

本
神

崎
、

大
字

大
平

、
大

字
志

生

木
、

大
字

木
佐

上
、

大
字

佐
賀

関
、

大
字

白
木

又
は

大
字

一
尺

屋
に

住
所

を
有

す
る

者

周
年

11-

1-5

た
こ

つ
ぼ

漁
業

定
め

な
し

（
１

人
）

定
め

な
し

定
め

な
し

　
杵

築
市

美
濃

崎
か

ら
90度

（
磁

針
方

位
）

の
線

と
美

濃
崎

と
大

分
市

関
崎

と
を

結
ん

だ
線

と
の

間
の

大
分

県
海

域
。

た
だ

し
、

共
同

漁
業

権
の

漁
場

区

域
を

除
く

。

１
月

１
日

か
ら

12月
31日

ま
で

大
分

市
（

大
字

佐
賀

関
、

大
字

白
木

及
び

大
字

一
尺

屋
に

限

る
。

）
、

臼
杵

市

（
野

津
町

を
除

周
年



令
和
二
年
十
二
月
一
日

大
分
県
報
号
外

五
七

（
告
示
）

く
。

）
又

は
津

久
見

市
（

大
字

保
戸

島
を

除
く

。
）

に
住

所
を

有
す

る
者

備
考

　
１

　
「

番
号

」
と

は
、

大
分

県
知

事
許

可
漁

業
の

許
可

又
は

起
業

の
認

可
の

取
扱

い
方

針
（

令
和

２
年

12月
１

日
付

け
漁

管
第

966号
。

以
下

「
許

可
方

針
」

と
い

う
。

）
別

表
第

３
中

の
番

号
を

い
う

。

　
２

　
制

限
措

置
の

各
欄

の
「

定
め

な
し

」
と

は
、

当
該

許
可

漁
業

に
関

す
る

制
限

を
設

け
な

い
場

合
を

い
う

。

　
３

　
こ

の
告

示
に

係
る

許
可

の
有

効
期

間
は

、
令

和
２

年
７

月
１

日
か

ら
令

和
５

年
６

月
30日

ま
で

と
す

る
。

　
４

　
こ

の
告

示
に

係
る

許
可

又
は

起
業

の
認

可
に

は
、

許
可

方
針

に
定

め
る

内
容

の
条

件
を

付
け

る
も

の
と

す
る

。



令
和
二
年
十
二
月
一
日

大
分
県
報
号
外

五
八

（
告
示
）

　
　
　
　
　
　
　

大
分
県
告
示
第
六
百
九
十
八
号

　
漁
業
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
二
百
六
十
七
号
）
第
五
十
八
条
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
同
法

第
四
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
及
び
同
項
の
規
定
を
実
施
す
る
た
め
、
大
分
県
漁
業
調
整
規
則

（
令
和
二
年
大
分
県
規
則
第
六
十
六
号
）
第
四
条
第
一
項
第
十
六
号
に
掲
げ
る
か
ご
漁
業
に
つ
い
て
、
同
規

則
第
十
一
条
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
事
項
に
関
す
る
制
限
措
置
及
び
許
可
又
は
起
業
の
認
可
を
申
請
す
べ
き

期
間
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

　
　
令
和
二
年
十
二
月
一
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
分
県
知
事
　
　
広
　
　
　
瀬
　
　
　
勝
　
　
　
貞



令
和
二
年
十
二
月
一
日

大
分
県
報
号
外

五
九

（
告
示
）

か
ご

漁
業

番
号

制
　

限
　

措
　

置

申
請

期
間

漁
業

種
類

許
可

等
を

す
べ

き

漁
業

者
の

数
　

　

(R
２

.10.30現
在

の
許

可
実

績
数

)

船
舶

の

総
ト

ン
数

推
進

機
関

の
馬

力
数

操
業

区
域

漁
業

時
期

漁
業

を
営

む

者
の

資
格

12-

1-1

い
か

た
ま

漁
業

定
め

な
し

（
10人

）

定
め

な
し

定
め

な
し

　
共

第
２

号
の

共
同

漁
業

権
の

漁
場

区
域

内
６

月
１

日
か

ら

６
月

30日
ま

で

中
津

市
（

三
光

、
本

耶
馬

渓
町

、
耶

馬
溪

町
及

び
山

国
町

を
除

く
。

）
に

住
所

を
有

す
る

者

周
年

12-

1-2

い
か

た
ま

漁
業

定
め

な
し

（
14人

）

定
め

な
し

定
め

な
し

　
共

第
４

号
の

共
同

漁
業

権
の

漁
場

区
域

内
　

６
月

１
日

か
ら

６
月

30日
ま

で

宇
佐

市
住

吉
町

、
沖

須
町

、
子

安
町

、
貴

船
町

、
大

字
下

乙
女

、

大
字

順
風

新
田

、
大

字
高

砂
新

田
、

大
字

郡
中

新
田

、
大

字
神

子
山

新
田

、
大

字
住

江
、

大
字

江
須

賀
、

大
字

長
洲

、
大

字
岩

保
新

田
、大

字
松

崎
、

大
字

久
兵

衛
新

田
、

大
字

北
鶴

田
新

田
、

大
字

南
鶴

田
新

田
、

大
字

蜷
木

、
大

字
西

大
堀

、
大

字
佐

々
礼

又
は

豊
後

高
田

市

（
た

だ
し

、
旧

西
国

東
郡

真
玉

町
及

び
同

郡
香

々
地

町
の

区
域

を
除

く
。

）
に

住
所

を
有

す
る

者

周
年

12-

1-3

い
か

た
ま

漁
業

定
め

な
し

（
１

人
）

定
め

な
し

定
め

な
し

　
共

第
５

号
の

共
同

漁
業

権
の

漁
場

区
域

内
６

月
１

日
か

ら

６
月

30日
ま

で

豊
後

高
田

市
西

真
玉

、

中
真

玉
、

臼
野

、
大

平
、

城
前

、
大

岩
屋

又
は

黒
土

に
住

所
を

周
年



令
和
二
年
十
二
月
一
日

大
分
県
報
号
外

六
〇

（
告
示
）

有
す

る
者

12-

2-1

か
に

た
ま

漁
業

定
め

な
し

（
１

人
）

定
め

な
し

定
め

な
し

　
平

成
16年

３
月

15日
付

け
で

、
港

湾
管

理
者

で
あ

る
大

分
県

知
事

と
大

分

県
漁

業
協

同
組

合
長

と
の

間
で

締
結

さ
れ

た
「

大
分

港
西

大
分

地
区

西
大

分

泊
地

に
お

け
る

港
湾

改
修

事
業

と
大

分
港

港
湾

区
域

内
で

の
漁

業
の

操
業

に

関
す

る
協

定
書

」
の

別
添

図
面

－
２

で
示

さ
れ

た
か

に
た

ま
漁

業
の

操
業

区

域
。

た
だ

し
、

海
上

人
命

安
全

条
約

（
S
O

L
A

S
条

約
）

に
対

応
し

た
港

湾

施
設

保
安

区
域

を
除

く
。

１
月

１
日

か
ら

12月
31日

ま
で

大
分

県
漁

業
協

同
組

合
大

分
支

店
に

所
属

す
る

組
合

員

周
年

備
考

　
１

　
「

番
号

」
と

は
、

大
分

県
知

事
許

可
漁

業
の

許
可

又
は

起
業

の
認

可
の

取
扱

い
方

針
（

令
和

２
年

12月
１

日
付

け
漁

管
第

966号
。

以
下

「
許

可
方

針
」

と
い

う
。

）
別

表
第

３
中

の
番

号
を

い
う

。

　
２

　
制

限
措

置
の

各
欄

の
「

定
め

な
し

」
と

は
、

当
該

許
可

漁
業

に
関

す
る

制
限

を
設

け
な

い
場

合
を

い
う

。

　
３

　
こ

の
告

示
に

係
る

許
可

の
有

効
期

間
は

、
令

和
２

年
７

月
１

日
か

ら
令

和
５

年
６

月
30日

ま
で

と
す

る
。

　
４

　
こ

の
告

示
に

係
る

許
可

又
は

起
業

の
認

可
に

は
、

許
可

方
針

に
定

め
る

内
容

の
条

件
を

付
け

る
も

の
と

す
る

。



令
和
二
年
十
二
月
一
日

大
分
県
報
号
外

六
一

（
告
示
）

　
　
　
　
　
　
　

大
分
県
告
示
第
六
百
九
十
九
号

　
漁
業
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
二
百
六
十
七
号
）
第
五
十
八
条
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
同
法

第
四
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
及
び
同
項
の
規
定
を
実
施
す
る
た
め
、
大
分
県
漁
業
調
整
規
則

（
令
和
二
年
大
分
県
規
則
第
六
十
六
号
）
第
四
条
第
一
項
第
十
八
号
に
掲
げ
る
潜
水
器
漁
業
に
つ
い
て
、
同

規
則
第
十
一
条
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
事
項
に
関
す
る
制
限
措
置
及
び
許
可
又
は
起
業
の
認
可
を
申
請
す
べ

き
期
間
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

　
　
令
和
二
年
十
二
月
一
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
分
県
知
事
　
　
広
　
　
　
瀬
　
　
　
勝
　
　
　
貞



令
和
二
年
十
二
月
一
日

大
分
県
報
号
外

六
二

（
告
示
）

潜
水

器
漁

業

番
号

制
　

限
　

措
　

置

申
請

期
間

漁
業

種
類

許
可

等
を

す
べ

き

漁
業

者
の

数
　

　

(R
２

.10.30現
在

の
許

可
実

績
数

)

船
舶

の

総
ト

ン
数

推
進

機
関

の
馬

力
数

操
業

区
域

漁
業

時
期

漁
業

を
営

む

者
の

資
格

13-

1-1

た
い

ら
ぎ

、
な

ま
こ

潜
水

器
漁

業

定
め

な
し

（
６

人
）

定
め

な
し

定
め

な
し

　
豊

後
高

田
市

臼
野

と
同

市
堅

来
の

境
界

点
か

ら
3
2
0
度

（
磁

針
方

位
）

の

線
と

豊
後

高
田

市
と

国
東

市
の

境
界

点
か

ら
3
5
0
度

（
磁

針
方

位
）

の
線

と

の
間

で
あ

っ
て

、
最

大
高

潮
海

岸
線

か
ら

7
,
0
0
0
メ

ー
ト

ル
以

内
の

海
域

。

た
だ

し
、

共
第

６
号

の
共

同
漁

業
権

の
漁

場
区

域
を

除
く

。

１
月

１
日

か
ら

12月
31日

ま
で

豊
後

高
田

市
堅

来
、

羽
根

、
香

々
地

、
見

目
、

小
畑

、
上

香
々

地
、

又
は

夷
に

住
所

を
有

す
る

者

周
年

13-

3-1

潜
水

器
漁

業
定

め
な

し

（
11人

）

定
め

な
し

定
め

な
し

　
平

成
16年

３
月

15日
付

け
で

、
港

湾
管

理
者

で
あ

る
大

分
県

知
事

と
大

分

県
漁

業
協

同
組

合
長

と
の

間
で

締
結

さ
れ

た
「

大
分

港
西

大
分

地
区

西
大

分

泊
地

に
お

け
る

港
湾

改
修

事
業

と
大

分
港

港
湾

区
域

内
で

の
漁

業
の

操
業

に

関
す

る
協

定
書

」
の

別
添

図
面

－
２

で
示

さ
れ

た
潜

水
器

漁
業

の
操

業
区

域
。

た
だ

し
、

海
上

人
命

安
全

条
約

（
S
O

L
A

S
条

約
）

に
対

応
し

た
港

湾

施
設

保
安

区
域

を
除

く
。

１
月

１
日

か
ら

12月
31日

ま
で

大
分

県
漁

業
協

同
組

合
大

分
支

店
に

所
属

す
る

組
合

員

周
年

13-

3-3

潜
水

器
漁

業
定

め
な

し

（
１

人
）

定
め

な
し

定
め

な
し

　
共

第
５

号
の

共
同

漁
業

権
の

漁
場

区
域

内
１

月
１

日
か

ら

12月
31日

ま
で

当
該

共
同

漁
業

権
の

組
合

員
行

使
権

者
又

は
漁

業
権

者
に

操
業

を
認

め
ら

れ
た

者

周
年

13-

3-4

潜
水

器
漁

業
定

め
な

し

（
６

人
）

定
め

な
し

定
め

な
し

　
共

第
６

号
の

共
同

漁
業

権
の

漁
場

区
域

内
１

月
１

日
か

ら

12月
31日

ま
で

当
該

共
同

漁
業

権
の

組
合

員
行

使
権

者
又

は
漁

業
権

者
に

操
業

を
認

め
ら

れ
た

者

周
年

13-

3-5

潜
水

器
漁

業
定

め
な

し

（
30人

）

定
め

な
し

定
め

な
し

　
共

第
７

号
の

共
同

漁
業

権
の

漁
場

区
域

内
１

月
１

日
か

ら

12月
31日

ま
で

当
該

共
同

漁
業

権
の

組
合

員
行

使
権

者
又

は
漁

業
権

者
に

操
業

を
認

め
ら

れ
た

者

周
年

13-

3-6

潜
水

器
漁

業
定

め
な

し

（
20人

）

定
め

な
し

定
め

な
し

　
共

第
８

号
の

共
同

漁
業

権
の

漁
場

区
域

内
１

月
１

日
か

ら

12月
31日

ま
で

当
該

共
同

漁
業

権
の

組
合

員
行

使
権

者
又

は
漁

業
権

者
に

操
業

を
認

め
ら

れ
た

者

周
年

13-
潜

水
器

漁
業

定
め

な
し

定
め

な
し

定
め

な
し

　
共

第
９

号
の

共
同

漁
業

権
の

漁
場

区
域

内
１

月
１

日
か

ら
当

該
共

同
漁

業
権

の
周

年



令
和
二
年
十
二
月
一
日

大
分
県
報
号
外

六
三

（
告
示
）

3-7
（

16人
）

12月
31日

ま
で

組
合

員
行

使
権

者
又

は
漁

業
権

者
に

操
業

を
認

め
ら

れ
た

者

13-

3-8

潜
水

器
漁

業
定

め
な

し

（
４

人
）

定
め

な
し

定
め

な
し

　
共

第
10号

の
共

同
漁

業
権

の
漁

場
区

域
内

１
月

１
日

か
ら

12月
31日

ま
で

当
該

共
同

漁
業

権
の

組
合

員
行

使
権

者
又

は
漁

業
権

者
に

操
業

を
認

め
ら

れ
た

者

周
年

13-

3-9

潜
水

器
漁

業
定

め
な

し

（
３

人
）

定
め

な
し

定
め

な
し

　
共

第
11号

の
共

同
漁

業
権

の
漁

場
区

域
内

１
月

１
日

か
ら

12月
31日

ま
で

当
該

共
同

漁
業

権
の

組
合

員
行

使
権

者
又

は
漁

業
権

者
に

操
業

を
認

め
ら

れ
た

者

周
年

13-

3-10

潜
水

器
漁

業
定

め
な

し

（
11人

）

定
め

な
し

定
め

な
し

　
共

第
18号

及
び

共
第

20号
の

共
同

漁
業

権
の

漁
場

区
域

内
１

月
１

日
か

ら

12月
31日

ま
で

当
該

共
同

漁
業

権
の

組
合

員
行

使
権

者
又

は
漁

業
権

者
に

操
業

を
認

め
ら

れ
た

者

周
年

13-

3-11

潜
水

器
漁

業
定

め
な

し

（
２

人
）

定
め

な
し

定
め

な
し

　
共

第
21号

の
共

同
漁

業
権

の
漁

場
区

域
内

１
月

１
日

か
ら

12月
31日

ま
で

当
該

共
同

漁
業

権
の

組
合

員
行

使
権

者
又

は
漁

業
権

者
に

操
業

を
認

め
ら

れ
た

者

周
年

13-

3-12

潜
水

器
漁

業
定

め
な

し

（
18人

）

定
め

な
し

定
め

な
し

　
共

第
43号

の
共

同
漁

業
権

の
漁

場
区

域
内

　
１

月
１

日
か

ら

12月
31日

ま
で

当
該

共
同

漁
業

権
の

組
合

員
行

使
権

者
又

は
漁

業
権

者
に

操
業

を
認

め
ら

れ
た

者

周
年

13-

3-13

潜
水

器
漁

業
定

め
な

し

（
39人

）

定
め

な
し

定
め

な
し

　
共

第
44号

の
共

同
漁

業
権

の
漁

場
区

域
内

１
月

１
日

か
ら

12月
31日

ま
で

当
該

共
同

漁
業

権
の

組
合

員
行

使
権

者
又

は
漁

業
権

者
に

操
業

を
認

め
ら

れ
た

者

周
年

13-

3-14

潜
水

器
漁

業
定

め
な

し

（
23人

）

定
め

な
し

定
め

な
し

　
共

第
45号

の
共

同
漁

業
権

の
漁

場
区

域
内

１
月

１
日

か
ら

12月
31日

ま
で

当
該

共
同

漁
業

権
の

組
合

員
行

使
権

者
又

は
漁

業
権

者
に

操
業

を
認

め
ら

れ
た

者

周
年

13-

3-15

潜
水

器
漁

業
定

め
な

し

（
６

人
）

定
め

な
し

定
め

な
し

　
共

第
46号

の
共

同
漁

業
権

の
漁

場
区

域
内

１
月

１
日

か
ら

12月
31日

ま
で

当
該

共
同

漁
業

権
の

組
合

員
行

使
権

者
又

は
漁

業
権

者
に

操
業

を
認

め
ら

れ
た

者

周
年



令
和
二
年
十
二
月
一
日

大
分
県
報
号
外

六
四

（
告
示
）

備
考

　
１

　
「

番
号

」
と

は
、

大
分

県
知

事
許

可
漁

業
の

許
可

又
は

起
業

の
認

可
の

取
扱

い
方

針
（

令
和

２
年

12月
１

日
付

け
漁

管
第

966号
。

以
下

「
許

可
方

針
」

と
い

う
。

）
別

表
第

３
中

の
番

号
を

い
う

。

　
２

　
制

限
措

置
の

各
欄

の
「

定
め

な
し

」
と

は
、

当
該

許
可

漁
業

に
関

す
る

制
限

を
設

け
な

い
場

合
を

い
う

。

　
３

　
こ

の
告

示
に

係
る

許
可

の
有

効
期

間
は

、
令

和
２

年
７

月
１

日
か

ら
令

和
５

年
６

月
30日

ま
で

と
す

る
。

　
４

　
こ

の
告

示
に

係
る

許
可

又
は

起
業

の
認

可
に

は
、

許
可

方
針

に
定

め
る

内
容

の
条

件
を

付
け

る
も

の
と

す
る

。



令
和
二
年
十
二
月
一
日

大
分
県
報
号
外

六
五

（
告
示
）

　
　
　
　
　
　
　

大
分
県
告
示
第
七
百
号

　
漁
業
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
二
百
六
十
七
号
）
第
五
十
八
条
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
同
法

第
四
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
及
び
同
項
の
規
定
を
実
施
す
る
た
め
、
大
分
県
漁
業
調
整
規
則

（
令
和
二
年
大
分
県
規
則
第
六
十
六
号
）
第
四
条
第
一
項
第
十
二
号
に
掲
げ
る
固
定
式
刺
し
網
漁
業
に
つ
い

て
、
同
規
則
第
十
一
条
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
事
項
に
関
す
る
制
限
措
置
及
び
許
可
又
は
起
業
の
認
可
を
申

請
す
べ
き
期
間
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

　
　
令
和
二
年
十
二
月
一
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
分
県
知
事
　
　
広
　
　
　
瀬
　
　
　
勝
　
　
　
貞



令
和
二
年
十
二
月
一
日

大
分
県
報
号
外

六
六

（
告
示
）

短
期

許
可

漁
業

漁
業

の

種
類

制
　

限
　

措
　

置

申
請

期
間

漁
業

種
類

許
可

等
を

す
べ

き

漁
業

者
の

数
　

　

(R
２

.10.30現
在

の
許

可
実

績
数

)

船
舶

の

総
ト

ン
数

推
進

機
関

の
馬

力
数

操
業

区
域

漁
業

時
期

漁
業

を
営

む

者
の

資
格

固
定

式

刺
し

網

漁
業

　

い
ぼ

だ
い

建
網

漁

業

０
人

（
７

人
）

定
め

な
し

定
め

な
し

　
次

の
イ

、
ロ

、
ハ

、
ニ

及
び

イ
の

各
点

を
順

次
に

結
ん

だ
線

に
よ

っ
て

囲
ま

れ
た

海
域

イ
　

大
分

市
１

号
埋

立
地

北
東

端
角

か
ら

美
濃

崎
見

通
し

線
上

2,000メ
ー

ト

ル
の

点

ロ
　

大
分

港
中

防
波

堤
西

端
か

ら
美

濃
崎

見
通

し
線

上
2,000メ

ー
ト

ル
の

点

ハ
　

大
分

港
中

防
波

堤
東

端
か

ら
北

緯
33度

19.9分
・

東
経

131度
46.8950分

（
旧

別
府

湾
第

２
号

灯
浮

標
）

の
点

見
通

し
線

上
2,500メ

ー
ト

ル
の

点

ニ
　

北
緯

3
3
度

1
9
.9

分
・

東
経

1
3
1
度

4
6
.8

9
5
0
分

（
旧

別
府

湾
第

２
号

灯
浮

　
標

）
の

点

11月
１

日
か

ら

12月
31日

ま
で

杵
築

市
（

山
香

町

及
び

大
田

を
除

く
。

）
、

速
見

郡

日
出

町
、

別
府

市

又
は

大
分

市
（

旧

大
分

郡
野

津
原

町

及
び

旧
北

海
部

郡

佐
賀

関
町

の
区

域

を
除

く
。

）
に

住

所
を

有
す

る
者

定
め

な
し

備
考

　
１

　
制

限
措

置
の

各
欄

の
「

定
め

な
し

」
と

は
、

当
該

許
可

漁
業

に
関

す
る

制
限

が
な

い
場

合
を

い
う

。
ま

た
、

申
請

期
間

の
欄

の
「

定
め

な
し

」
と

は
、

申
請

を
受

け
付

け
る

期
間

を
設

け
な

い
場

合
を

い
う

。

　
２

　
こ

の
告

示
に

係
る

許
可

の
有

効
期

間
は

、
令

和
２

年
11月

１
日

か
ら

同
年

12月
31日

ま
で

と
す

る
。

　
３

　
こ

の
告

示
に

係
る

許
可

又
は

起
業

の
認

可
に

は
、

別
に

知
事

が
定

め
る

内
容

の
条

件
を

付
け

る
も

の
と

す
る

。



令
和
二
年
十
二
月
一
日

大
分
県
報
号
外

六
七

（
告
示
）

　
　
　
　
　
　
　

大
分
県
告
示
第
七
百
一
号

　
漁
業
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
二
百
六
十
七
号
）
第
五
十
八
条
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
同
法

第
四
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
及
び
同
項
の
規
定
を
実
施
す
る
た
め
、
漁
業
の
許
可
及
び
取
締
り

等
に
関
す
る
省
令
（
昭
和
三
十
八
年
農
林
省
令
第
五
号
）
第
七
十
条
第
一
号
に
掲
げ
る
中
型
ま
き
網
漁
業
及

び
同
条
第
二
号
に
掲
げ
る
小
型
機
船
底
び
き
網
漁
業
並
び
に
大
分
県
漁
業
調
整
規
則
（
令
和
二
年
大
分
県
規

則
第
六
十
六
号
）
第
四
条
第
一
項
第
十
四
号
に
掲
げ
る
は
え
縄
漁
業
に
つ
い
て
、
同
規
則
第
十
一
条
第
一
項

各
号
に
掲
げ
る
事
項
に
関
す
る
制
限
措
置
及
び
許
可
又
は
起
業
の
認
可
を
申
請
す
べ
き
期
間
を
次
の
よ
う
に

定
め
る
。

　
　
令
和
二
年
十
二
月
一
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
分
県
知
事
　
　
広
　
　
　
瀬
　
　
　
勝
　
　
　
貞



令
和
二
年
十
二
月
一
日

大
分
県
報
号
外

六
八

（
告
示
）

県
外

入
漁

漁
業

の

種
類

制
　

限
　

措
　

置

申
請

期
間

漁
業

種
類

許
可

等
を

す
べ

き

船
舶

の
数

又
は

漁
業

者
の

数

（
R

２
.12.１

現
在

の
許

可
実

績
数

）

船
舶

の

総
ト

ン
数

推
進

機
関

の
馬

力
数

操
業

区
域

漁
業

時
期

漁
業

を
営

む

者
の

資
格

中
型

ま

き
網

漁

業

い
わ

し
、

あ
じ

、

さ
ば

ま
き

網
漁

業

(愛
媛

県
漁

業
者

)

16隻

（
１

隻
）

５
ト

ン
以

上

20ト
ン

未
満

定
め

な
し

　
大

分
県

大
分

市
関

崎
灯

台
か

ら
同

市
高

島
西

端
及

び
同

島
東

端
を

経
て

愛
媛

県
西

宇
和

郡
伊

方
町

童
子

鼻
に

至
る

線
と

高
知

県
大

藤
島

頂
上

、
第

２
の

⑸
の

点
、

第
３

の
⑺

の
点

及
び

⑹
の

点
を

順
次

結
ん

だ
３

直
線

と
の

両
線

間
に

お
け

る
両

県
海

域
と

す
る

。
た

だ
し

、
共

同
漁

業
権

の
漁

場
区

域
及

び
第

３
の

⑴
か

ら
⑹

ま
で

の
点

を
順

次
結

ん
だ

５
直

線
以

西
の

大
分

県
海

域
並

び
に

⑴
か

ら
正

東
及

び
正

西
の

線
以

北
の

大
分

県
海

域
を

除
く

。

第
２

－
⑴

　
大

分
県

大
分

市
高

島
東

端
と

愛
媛

県
西

宇
和

郡
伊

方
町

佐
田

岬

　
　

　
　

と
を

結
ん

だ
直

線
の

中
央

点

　
　

　
⑵

　
次

の
ア

の
点

と
イ

の
点

と
を

結
ん

だ
直

線
を

10等
分

し
、

ア
か

　
　

　
　

ら
４

分
の

点

　
　

　
　

ア
　

大
分

県
佐

伯
市

鶴
見

水
の

子
灯

台
と

愛
媛

県
宇

和
島

市
御

五

　
　

　
　

神
島

西
端

と
を

結
ん

だ
直

線
上

、
同

水
の

子
灯

台
か

ら
5,450メ

　
　

　
　

ー
ト

ル
の

点

　
　

　
　

イ
　

愛
媛

県
宇

和
島

市
御

五
神

島
西

端
と

大
分

県
佐

伯
市

鶴
見

水

　
　

　
　

の
子

灯
台

と
を

結
ん

だ
直

線
上

、
同

御
五

神
島

西
端

か
ら

5,450

　
　

　
　

　
メ

ー
ト

ル
の

点

　
　

　
⑶

　
大

分
県

佐
伯

市
米

水
津

鶴
見

崎
と

愛
媛

県
南

宇
和

郡
愛

南
町

横

　
　

　
島

南
西

端
と

を
結

ん
だ

直
線

の
中

央
点

　
　

　
⑷

　
大

分
県

佐
伯

市
蒲

江
芹

崎
と

愛
媛

県
南

宇
和

郡
愛

南
町

高
茂

崎

　
　

　
と

を
結

ん
だ

直
線

の
中

央
点

　
　

　
⑸

　
高

知
県

宿
毛

市
大

藤
島

頂
上

か
ら

同
市

鵜
来

島
西

北
端

と
愛

媛

　
　

　
県

南
宇

和
郡

愛
南

町
鼻

面
崎

と
を

結
ん

だ
直

線
の

中
央

点
を

見
通

　
　

　
し

た
直

線
と

、
⑶

の
点

と
⑷

の
点

と
を

結
ん

だ
直

線
の

同
⑷

の
点

　
　

　
の

側
の

延
長

線
と

の
交

点

第
３

－
⑴

　
大

分
県

津
久

見
市

沖
無

垢
島

最
東

端

　
　

　
⑵

　
大

分
県

津
久

見
市

高
甲

岩
東

端

　
　

　
⑶

　
大

分
県

佐
伯

市
上

浦
蒲

戸
崎

磁
針

方
位

90度
1,000メ

ー
ト

ル
の

　
　

　
点

　
　

　
⑷

　
大

分
県

佐
伯

市
鶴

見
大

字
大

島
先

ノ
瀬

頂
上

　
　

　
⑸

　
大

分
県

佐
伯

市
米

水
津

鶴
見

崎
磁

針
方

位
96度

1,000メ
ー

ト
ル

11月
１

日
か

ら

翌
年

の
10月

31日

ま
で

愛
媛

県
知

事
か

ら

中
型

ま
き

網
漁

業

の
許

可
を

受
け

た

者
で

あ
っ

て
、

「
大

分
・

愛
媛

両

県
沖

合
に

お
け

る

ま
き

網
漁

業
の

操

業
に

関
す

る
覚

書
」

に
参

加
す

る

者

周
年



令
和
二
年
十
二
月
一
日

大
分
県
報
号
外

六
九

（
告
示
）

　
　

　
　

の
点

　
　

　
⑹

　
大

分
県

佐
伯

市
蒲

江
芹

崎

　
　

　
⑺

　
⑹

の
点

真
方

位
1
3
5
度

の
直

線
と

、
大

分
県

佐
伯

市
蒲

江
深

島

　
　

　
灯

台
と

第
２

の
⑸

の
点

を
結

ん
だ

直
線

と
の

交
点

中
型

ま

き
網

漁

業

い
わ

し
、

あ
じ

、

さ
ば

ま
き

網
漁

業

（
５

ト
ン

以
上

1
5

ト
ン

未
満

）

(宮
崎

県
漁

業
者

)

２
隻

（
１

隻
）

５
ト

ン
以

上

15ト
ン

未
満

定
め

な
し

　
大

分
県

佐
伯

市
米

水
津

沖
黒

島
灯

台
か

ら
真

方
位

100度
の

線
以

南
の

大
分

県

海
域

。
た

だ
し

、
次

の
イ

、
ロ

、
ハ

、
ニ

、
ホ

、
ヘ

、
ト

、
チ

及
び

リ
の

各
点

を
順

次
に

結
ん

だ
線

以
内

の
海

域
及

び
共

同
漁

業
権

漁
場

区
域

を
除

く
。

イ
　

佐
伯

市
鶴

見
崎

ロ
　

同
市

米
水

津
横

島
北

端

ハ
　

同
市

米
水

津
押

出
の

鼻

ニ
　

同
市

き
し

め
き

鼻

ホ
　

同
市

蒲
江

芹
崎

ヘ
　

同
市

蒲
江

三
つ

子
島

南
端

ト
　

同
市

蒲
江

屋
形

島
東

南
端

チ
ン

バ
チ

ば
え

チ
　

同
市

蒲
江

名
護

屋
鼻

リ
　

大
分

県
と

宮
崎

県
と

の
最

大
高

潮
時

海
岸

線
に

お
け

る
境

界
点

12月
１

日
か

ら

翌
年

の
11月

30日

ま
で

宮
崎

県
知

事
か

ら

中
型

ま
き

網
漁

業

の
許

可
を

受
け

た

者
で

あ
っ

て
、

「
大

分
県

・
宮

崎

県
入

会
海

域
に

お

け
る

ま
き

網
漁

業

の
操

業
に

関
す

る

覚
書

」
に

参
加

す

る
者

周
年

中
型

ま

き
網

漁

業

い
わ

し
、

あ
じ

、

さ
ば

ま
き

網
漁

業

（
1
5
ト

ン
以

上
2
0

ト
ン

未
満

）

(宮
崎

県
漁

業
者

)

０
隻

（
11隻

）

15ト
ン

以
上

20ト
ン

未
満

定
め

な
し

　
大

分
県

佐
伯

市
米

水
津

沖
黒

島
灯

台
か

ら
真

方
位

100度
の

線
以

南
の

大
分

県

海
域

。
た

だ
し

、
次

の
イ

、
ロ

、
ハ

、
ニ

、
ホ

、
ヘ

及
び

ト
の

各
点

を
順

次
に

結
ん

だ
線

以
内

の
海

域
及

び
共

同
漁

業
権

漁
場

区
域

を
除

く
。

イ
　

佐
伯

市
鶴

見
崎

ロ
　

イ
か

ら
磁

針
方

位
96度

1,000メ
ー

ト
ル

の
点

ハ
　

同
市

蒲
江

芹
崎

ニ
　

同
市

蒲
江

深
島

東
端

か
ら

磁
針

方
位

90度
2,000メ

ー
ト

ル
の

点

ホ
　

深
島

東
端

ヘ
　

深
島

西
端

ト
　

大
分

県
と

宮
崎

県
と

の
最

大
高

潮
時

海
岸

線
に

お
け

る
境

界
点

12月
１

日
か

ら

翌
年

の
11月

30日

ま
で

宮
崎

県
知

事
か

ら

中
型

ま
き

網
漁

業

の
許

可
を

受
け

た

者
で

あ
っ

て
、

「
大

分
県

・
宮

崎

県
入

会
海

域
に

お

け
る

ま
き

網
漁

業

の
操

業
に

関
す

る

覚
書

」
に

参
加

す

る
者

周
年

小
型

機

船
底

び

き
網

漁

業

手
繰

第
２

種
こ

ぎ

網
漁

業

(山
口

県
漁

業
者

)

０
隻

（
88隻

）

５
ト

ン
未

満
48キ

ロ
ワ

ッ
ト

以
下

　
大

分
県

中
津

市
小

祝
漁

港
の

旧
突

堤
の

先
端

（
灯

台
跡

）
に

設
置

し
た

標
識

か
ら

真
方

位
296度

20分
80メ

ー
ト

ル
の

点
か

ら
真

方
位

６
度

15分
の

線
と

大
分

県
豊

後
高

田
市

と
国

東
市

と
の

最
大

高
潮

時
海

岸
線

に
お

け
る

境
界

点
か

ら
350

度
（

磁
針

方
位

）
の

線
と

の
間

に
お

け
る

大
分

県
管

轄
海

域
。

こ
の

場
合

に
お

い
て

、
大

分
県

管
轄

海
域

と
は

、
基

点
チ

、
タ

、
ツ

、
テ

及
び

ト
を

順
次

に
結

ぶ
線

と
基

点
ト

と
ナ

の
間

に
お

け
る

大
分

県
東

国
東

郡
姫

島
村

姫
島

の
最

大
高

潮
時

海
岸

線
か

ら
8,000メ

ー
ト

ル
の

距
離

の
線

と
基

点
ナ

と
ニ

を
結

ぶ
線

並
び

に
最

大
高

潮
時

海
岸

線
と

に
よ

っ
て

囲
ま

れ
た

海
域

を
い

い
、

基
点

は
、

次
の

と
お

り
と

す
る

。

ア
　

山
口

県
下

関
市

火
ノ

山
下

潮
流

信
号

所

４
月

１
日

か
ら

翌
年

の
３

月
31日

ま
で

山
口

県
知

事
か

ら

小
型

機
船

底
び

き

網
漁

業
手

繰
第

２

種
漁

業
の

許
可

を

受
け

た
者

で
あ

っ

て
、

周
防

灘
に

お

け
る

山
口

県
、

福

岡
県

及
び

大
分

県

の
間

に
お

け
る

小

型
機

船
底

び
き

網

定
め

な
し



令
和
二
年
十
二
月
一
日

大
分
県
報
号
外

七
〇

（
告
示
）

イ
　

福
岡

県
北

九
州

市
門

司
区

門
司

埼
灯

台

ウ
　

ア
の

点
と

イ
の

点
と

を
結

ぶ
線

の
中

央
点

エ
　

山
口

県
下

関
市

長
府

宮
崎

町
串

崎
東

端
か

ら
真

方
位

1
7
3
度

1
,5

3
0
メ

ー

ト
ル

の
点

（
福

岡
県

北
九

州
市

門
司

区
部

埼
灯

台
か

ら
真

方
位

310度
28分

2,975メ
ー

ト
ル

の
点

～
昭

和
42年

３
月

13日
当

協
定

締
結

時
に

お
け

る
福

岡
県

北
九

州
市

門
司

区
丸

山
鼻

と
山

口
県

下
関

市
長

府
宮

崎
町

串
崎

東
端

と
を

結
ぶ

線
の

中
央

点
）

オ
　

福
岡

県
北

九
州

市
門

司
区

部
埼

灯
台

と
山

口
県

下
関

市
満

珠
島

灯
台

と

を
結

ぶ
線

の
中

央
点

カ
　

福
岡

県
北

九
州

市
門

司
区

部
埼

灯
台

と
山

口
県

山
陽

小
野

田
市

大
字

郡

旧
宮

崎
鼻

南
端

（
世

界
測

地
系

：
北

緯
33度

59分
42秒

、
東

経
131度

８
分

１
秒

）
と

を
結

ぶ
線

の
中

央
点

キ
　

福
岡

県
北

九
州

市
門

司
区

網
の

鼻
突

端
と

山
口

県
山

陽
小

野
田

市
大

字

小
野

田
本

山
岬

南
端

と
を

結
ぶ

線
の

中
央

点

ク
　

福
岡

県
行

橋
市

蓑
島

頂
上

と
山

口
県

山
陽

小
野

田
市

大
字

小
野

田
本

山

岬
南

端
と

を
結

ぶ
線

の
中

央
点

ケ
　

山
口

県
宇

部
市

大
字

東
岐

波
丸

尾
崎

東
端

と
チ

の
点

と
を

結
ぶ

線
と

、

山
口

県
宇

部
市

旧
宇

部
岬

漁
港

西
防

波
堤

燈
柱

跡
に

設
置

し
た

標
柱

と
大

分
県

宇
佐

市
長

洲
漁

港
導

流
堤

灯
台

と
を

結
ぶ

線
と

の
交

点

コ
　

山
口

県
宇

部
市

大
字

東
岐

波
丸

尾
崎

東
端

と
大

分
県

宇
佐

市
長

洲
漁

港

導
流

堤
灯

台
と

を
結

ぶ
線

と
、

山
口

県
宇

部
市

旧
宇

部
岬

漁
港

西
防

波
堤

燈
柱

跡
に

設
置

し
た

標
柱

と
大

分
県

東
国

東
郡

姫
島

村
姫

島
三

ツ
石

鼻
西

端
と

を
結

ぶ
線

と
の

交
点

サ
　

山
口

県
防

府
市

向
島

タ
ズ

ノ
鼻

突
端

と
大

分
県

東
国

東
郡

姫
島

村
観

音

埼
突

端
と

を
結

ぶ
線

と
、

山
口

県
防

府
市

大
字

江
泊

竜
ヶ

崎
突

端
と

大
分

県
国

東
市

国
見

町
竹

田
津

琵
琶

崎
突

端
と

を
結

ぶ
線

と
の

交
点

シ
　

大
分

県
東

国
東

郡
姫

島
村

丸
石

鼻
突

端
と

山
口

県
光

市
大

字
室

積
村

杵

崎
西

端
と

を
結

ぶ
線

と
、

山
口

県
防

府
市

佐
波

島
頂

上
と

山
口

県
熊

毛
郡

上
関

町
小

祝
島

西
端

と
を

結
ぶ

線
と

の
交

点

ス
　

大
分

県
東

国
東

郡
姫

島
村

姫
島

灯
台

と
山

口
県

熊
毛

郡
上

関
町

小
祝

島

西
端

と
を

結
ぶ

線
と

、
山

口
県

光
市

大
字

室
積

村
杵

崎
西

端
と

大
分

県
国

東
市

国
東

港
富

来
地

区
北

防
波

堤
旧

灯
台

跡
と

を
結

ぶ
線

と
の

交
点

セ
　

山
口

県
光

市
大

字
室

積
村

杵
崎

西
端

ソ
　

山
口

県
宇

部
市

旧
宇

部
岬

漁
港

西
防

波
堤

燈
柱

跡
に

設
置

し
た

標
柱

と

福
岡

県
豊

前
市

宇
島

港
西

３
号

防
波

堤
灯

台
と

を
結

ぶ
線

と
、

福
岡

県
行

橋
市

蓑
島

頂
上

と
大

分
県

豊
後

高
田

市
見

目
長

崎
鼻

突
端

と
を

結
ぶ

線
と

の
交

点

タ
　

チ
の

点
か

ら
真

方
位

６
度

1
5
分

の
線

と
、

福
岡

県
行

橋
市

蓑
島

頂
上

と

大
分

県
豊

後
高

田
市

見
目

長
崎

鼻
突

端
と

を
結

ぶ
線

と
の

交
点

漁
業

の
調

整
に

関

す
る

協
定

に
よ

り

締
結

さ
れ

た
山

口

県
と

大
分

県
の

間

の
入

漁
協

定
に

基

づ
い

て
入

漁
す

る

者
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チ
　

大
分

県
中

津
市

小
祝

漁
港

の
旧

突
堤

の
先

端
（

灯
台

跡
）

に
設

置
し

た

標
識

か
ら

真
方

位
296度

20分
80メ

ー
ト

ル
の

点

ツ
　

山
口

県
宇

部
市

旧
宇

部
岬

漁
港

西
防

波
堤

燈
柱

跡
に

設
置

し
た

標
柱

と

大
分

県
国

東
市

国
見

町
竹

田
津

琵
琶

崎
突

端
と

を
結

ぶ
線

と
、

山
口

県
防

府
市

佐
波

島
頂

上
と

大
分

県
豊

後
高

田
市

高
田

港
導

流
堤

灯
台

と
を

結
ぶ

線
と

の
交

点

テ
　

大
分

県
国

東
市

国
見

町
伊

美
権

現
崎

突
端

と
山

口
県

山
口

市
竹

島
頂

上

と
を

結
ぶ

線
と

、
大

分
県

宇
佐

市
長

洲
漁

港
導

流
堤

灯
台

と
山

口
県

防
府

市
野

島
南

端
と

を
結

ぶ
線

と
の

交
点

ト
　

大
分

県
東

国
東

郡
姫

島
の

最
大

高
潮

時
海

岸
線

か
ら

8,000メ
ー

ト
ル

の

距
離

の
線

と
、

ツ
の

点
と

テ
の

点
と

を
結

ぶ
線

の
延

長
線

と
の

交
点

ナ
　

大
分

県
東

国
東

郡
姫

島
村

姫
島

の
最

大
高

潮
時

海
岸

線
か

ら
8,000メ

ー

ト
ル

の
距

離
の

線
と

、
同

県
東

国
東

郡
姫

島
村

姫
島

灯
台

と
山

口
県

熊
毛

郡
上

関
町

小
祝

島
西

端
と

を
結

ぶ
線

と
の

交
点

ニ
　

大
分

県
国

東
市

国
東

港
富

来
地

区
北

防
波

堤
旧

灯
台

跡

ヌ
　

山
口

県
宇

部
市

旧
宇

部
港

赤
灯

台
（

世
界

測
地

系
：

北
緯

3
3
度

5
6
分

1
2

　
秒

、
東

経
131度

13分
57秒

）
と

チ
の

点
と

を
結

ぶ
線

の
中

央
点

ネ
　

チ
の

点
か

ら
真

方
位

６
度

1
5
分

の
線

上
チ

の
点

か
ら

1
7
,0

0
0
メ

ー
ト

ル

の
点

は
え

縄

漁
業

ふ
ぐ

は
え

縄
漁

業

(山
口

県
漁

業
者

)

定
め

な
し

（
6人

）

定
め

な
し

定
め

な
し

　
大

分
県

大
分

市
大

字
佐

賀
関

関
崎

か
ら

同
市

大
字

佐
賀

関
高

島
西

端
及

び
同

島
東

端
を

経
て

愛
媛

県
西

宇
和

郡
伊

方
町

佐
田

岬
を

結
ん

だ
線

以
南

の
大

分
県

海
域

。
た

だ
し

、
共

同
漁

業
権

の
漁

場
区

域
を

除
く

。

８
月

20日
か

ら

翌
年

の
３

月
31日

ま
で

「
豊

後
水

道
に

お

け
る

山
口

県
の

大

分
県

入
漁

の
許

可

に
関

す
る

覚
書

」

に
基

づ
い

て
入

漁

す
る

者

周
年

は
え

縄

漁
業

ふ
ぐ

は
え

縄
漁

業

(宮
崎

県
漁

業
者

)

定
め

な
し

（
12人

）

定
め

な
し

定
め

な
し

　
大

分
県

大
分

市
大

字
佐

賀
関

関
崎

か
ら

同
市

大
字

佐
賀

関
高

島
西

端
及

び
同

島
東

端
を

経
て

愛
媛

県
西

宇
和

郡
伊

方
町

佐
田

岬
を

結
ん

だ
線

以
南

の
大

分
県

海
域

。
た

だ
し

、
共

同
漁

業
権

の
漁

場
区

域
を

除
く

。

８
月

20日
か

ら

翌
年

の
３

月
31日

ま
で

次
の

い
ず

れ
に

も

該
当

す
る

者
又

は

そ
の

者
の

廃
業

に

伴
い

新
た

に
漁

業

を
営

も
う

と
す

る

実
子

１
　

昭
和

62年
に

　
大

分
県

知
事

か

　
ら

は
え

な
わ

漁

　
業

の
許

可
を

受

　
け

た
者

周
年
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２
　

過
去

３
年

以

　
内

に
大

分
県

知

　
事

の
許

可
を

受

　
け

操
業

実
績

の

　
あ

っ
た

者

は
え

縄

漁
業

ふ
ぐ

は
え

縄
漁

業

(愛
媛

県
漁

業
者

)

23人

（
３

人
）

定
め

な
し

定
め

な
し

　
大

分
県

大
分

市
関

崎
か

ら
同

市
高

島
西

端
及

び
同

島
東

端
を

経
て

愛
媛

県
西

宇
和

郡
伊

方
町

佐
田

岬
を

結
ん

だ
線

以
南

の
大

分
県

海
域

。
た

だ
し

、
共

同
漁

業
権

の
漁

場
区

域
を

除
く

。

８
月

20日
か

ら

翌
年

の
３

月
31日

ま
で

「
大

分
県

及
び

愛

媛
県

と
の

間
に

お

け
る

は
え

な
わ

漁

業
の

相
互

入
漁

に

関
す

る
覚

書
」

に

基
づ

い
て

入
漁

す

る
愛

媛
県

に
漁

業

根
拠

地
を

有
す

る

者

周
年

備
考

　
１

　
制

限
措

置
の

各
欄

の
「

定
め

な
し

」
と

は
、

当
該

許
可

漁
業

に
関

す
る

制
限

を
設

け
な

い
場

合
を

い
う

。
ま

た
、

申
請

期
間

の
欄

の
「

定
め

な
し

」
と

は
、

申
請

を
受

け
付

け
る

期
間

を
設

け
な

い
場

合
を

い
う

。

　
２

　
こ

の
告

示
に

係
る

許
可

の
有

効
期

間
は

、
次

の
各

号
に

掲
げ

る
漁

業
種

類
の

区
分

に
応

じ
、

当
該

各
号

に
定

め
る

期
間

と
す

る
。

　
　

⑴
　

手
繰

第
２

種
こ

ぎ
網

漁
業

（
山

口
県

漁
業

者
）

　
令

和
２

年
４

月
１

日
か

ら
令

和
３

年
３

月
31日

ま
で

　
　

⑵
　

い
わ

し
、

あ
じ

、
さ

ば
ま

き
網

漁
業

（
愛

媛
県

漁
業

者
）

、
ふ

ぐ
は

え
縄

漁
業

（
山

口
県

漁
業

者
）

、
ふ

ぐ
は

え
縄

漁
業

（
宮

崎
県

漁
業

者
）

及
び

ふ
ぐ

は
え

縄
漁

業
（

愛
媛

県
漁

業
者

）
　

令
和

２
年

11月
１

　
　

　
日

か
ら

令
和

３
年

10月
31日

ま
で

　
　

⑶
　

い
わ

し
、

あ
じ

、
さ

ば
ま

き
網

漁
業

（
5ト

ン
以

上
15ト

ン
未

満
）

（
宮

崎
県

漁
業

者
）

及
び

い
わ

し
、

あ
じ

、
さ

ば
ま

き
網

漁
業

（
15ト

ン
以

上
20ト

ン
未

満
）

（
宮

崎
県

漁
業

者
）

　
令

和
２

年
12月

１
日

　
　

　
か

ら
令

和
３

年
11月

30日
ま

で

　
３

　
こ

の
告

示
に

係
る

許
可

又
は

起
業

の
認

可
に

は
、

必
要

な
条

件
を

付
け

る
も

の
と

す
る

。


